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(57)【要約】
【課題】判断材料に基づいて設定変更を適切に行うこと
ができるようにする。
【解決手段】乱数抽選で当選する確率が互いに異なる複
数の設定の何れかを選択可能に構成し、設定に関する設
定情報を表示可能な第１表示手段２１５と、遊技実績に
基づいて算出される所定情報を表示可能な第２表示手段
２１６とを備え、電源投入時に実行可能な第１処理で、
設定を変更するための設定変更処理を、またその第１処
理の終了後に実行可能な第２処理で、所定情報を表示す
るための所定情報表示処理を夫々実行可能とする。そし
て、第１処理では第１表示手段への設定情報の表示を第
１表示制御により行い、第２処理では第２表示手段への
所定情報の表示を第１表示制御とは異なる第２表示制御
により行う。
【選択図】図５４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　乱数抽選で当選した場合に遊技者に有利な特別遊技を実行可能に構成した
　遊技機において、
　前記乱数抽選で当選する確率が互いに異なる複数の設定の何れかを選択可能に構成し、
　前記設定に関する設定情報を表示可能な第１表示手段と、
　遊技実績に関する所定情報を表示可能な第２表示手段とを備え、
　電源投入後に実行可能な第１処理で、前記設定を変更するための設定変更処理と、前記
複数の設定の何れが選択されているかを確認するための設定確認処理との少なくとも一方
を実行可能とし、
　前記第１処理の終了後に実行可能な第２処理で、前記所定情報を表示するための所定情
報表示処理を実行可能とし、
　前記第１処理では前記第１表示手段への前記設定情報の表示を第１表示制御により行い
、
　前記第２処理では前記第２表示手段への前記所定情報の表示を前記第１表示制御とは異
なる第２表示制御により行う
　ことを特徴とする遊技機。
【請求項２】
　前記第２表示手段の少なくとも一部を前記第１表示手段として使用する
　ことを特徴とする請求項１に記載の遊技機。
【請求項３】
　前記第１表示制御をスタティック点灯制御とし、
　前記第２表示制御をダイナミック点灯制御とした
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、パチンコ機、アレンジボール機、スロットマシン等の遊技機に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　パチンコ機等の遊技機では、図柄始動手段に遊技球が入賞する等の所定条件が成立する
ことに基づいて乱数抽選を行い、その乱数抽選で当選した場合に遊技者に有利な利益状態
を発生させるように構成されている。例えばパチンコ機では、乱数抽選の当選確率（大当
たり確率）が固定的に設定され、遊技盤の前側等のスペック表示部に表示されている（特
許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１５－１２３１９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このようにパチンコ機に関しては、乱数抽選の当選確率（大当たり確率）を複数段階に
変更可能とするいわゆる設定変更機能を搭載することが認められていなかったが、釘調整
禁止の徹底等の流れにより、パチンコ機でもスロットマシンと同様に設定変更機能が認め
られる方向にある。しかしながら、設定変更機能を搭載する場合、設定変更を適切に行う
ためには何らかの判断材料が必要である。
　本発明は上記事情に鑑みてなされたものであり、判断材料に基づいて設定変更を適切に
行うことが可能な遊技機を提供することを目的とする。
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【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、乱数抽選で当選した場合に遊技者に有利な特別遊技を実行可能に構成した遊
技機において、前記乱数抽選で当選する確率が互いに異なる複数の設定の何れかを選択可
能に構成し、前記設定に関する設定情報を表示可能な第１表示手段と、遊技実績に関する
所定情報を表示可能な第２表示手段とを備え、電源投入時に実行可能な第１処理で、前記
設定を変更するための設定変更処理と、前記複数の設定の何れが選択されているかを確認
するための設定確認処理との少なくとも一方を実行可能とし、前記第１処理の終了後に実
行可能な第２処理で、前記所定情報を表示するための所定情報表示処理を実行可能とし、
前記第１処理では前記第１表示手段への前記設定情報の表示を第１表示制御により行い、
前記第２処理では前記第２表示手段への前記所定情報の表示を前記第１表示制御とは異な
る第２表示制御により行うものである。
　また、前記第２表示手段の少なくとも一部を前記第１表示手段として使用してもよい。
　また、前記第１表示制御をスタティック点灯制御とし、前記第２表示制御をダイナミッ
ク点灯制御としてもよい。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、遊技実績に基づいて算出される所定情報に基づいて設定変更を適切に
行うことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】本発明の第１の実施形態を示すパチンコ機の正面図である。
【図２】同パチンコ機の背面図である。
【図３】同パチンコ機の縦断面図である。
【図４】同液晶制御基板ケース側の縦断面図である。
【図５】同演出制御基板ケース、液晶制御基板ケース側の背面図である。
【図６】同演出制御基板ケース側の縦断面図である。
【図７】同電源基板ケース、払い出し制御基板ケース側の縦断面図である。
【図８】同パチンコ機の横断面図である。
【図９】同主制御基板ケース側の背面図である。
【図１０】同電源基板ケース、払い出し制御基板ケース側の横断面図である。
【図１１】同電源基板ケース側の背面図である。
【図１２】同払い出し制御基板ケース側の背面図である。
【図１３】同ラッチ手段側の断面図である。
【図１４】同ラッチ手段側の一部破断背面図である。
【図１５】同ラッチ手段の動作説明図である。
【図１６】同主制御基板ケースの履歴シールの背面図である。
【図１７】同履歴シールの断面図である。
【図１８】同ＡＣコネクタ、電源スイッチ等の側面図である。
【図１９】同ＡＣコネクタの斜視図である。
【図２０】同電源コード等の配線部分の横断面図である。
【図２１】同電源基板ケースの要部の斜視図である。
【図２２】同電源基板ケース、払い出し制御基板ケースの拡大横断面図である。
【図２３】同シールド板の固定部分の横断面図である。
【図２４】同払い出し制御基板ケースの履歴シールの背面図である。
【図２５】同裏カバー用の上側のラッチ手段の横断面図である。
【図２６】同裏カバー用の上側のラッチ手段の縦断面図である。
【図２７】同裏カバー用の下側のラッチ手段の横断面図である。
【図２８】同裏カバー用の下側のラッチ手段の縦断面図である。
【図２９】同裏カバーの要部の斜視図である。
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【図３０】同演出制御基板ケースと裏カバーとの放熱孔の説明図である。
【図３１】同放熱孔と制御チップとの縦断面図である。
【図３２】本発明の第２の実施形態を示すパチンコ機の背面図である。
【図３３】同液晶制御基板ケース側の縦断面図である。
【図３４】同演出制御基板ケース、液晶制御基板ケース側の背面図である。
【図３５】同音量調整部分の縦断面図である。
【図３６】本発明の第３の実施形態を示す音量調整部分の背面図である。
【図３７】同音量調整部分の横断面図である。
【図３８】本発明の第４の実施形態を示す一部破断横断面図である。
【図３９】同電源基板ケース、払い出し制御基板ケース側の縦断面図である。
【図４０】同電源基板ケース側の背面図である。
【図４１】同電源基板ケース、払い出し制御基板ケース側の背面図である。
【図４２】本発明の第５の実施形態を示すパチンコ機の背面図である。
【図４３】同パチンコ機のネジ式固定手段等の横断面図である。
【図４４】同係合部分の横断面図である。
【図４５】同ネジ式固定手段の背面図である。
【図４６】同ネジ式固定手段の一部破断側面図である。
【図４７】本発明の第６の実施形態を示す払い出し制御基板ケースの履歴シールの背面図
である。
【図４８】本発明の第７の実施形態を示し、（ａ）は斜視図、（ｂ）は背面図、（ｃ）は
断面図である。
【図４９】同（ａ）は斜視図、（ｂ）は背面図、（ｃ）は断面図である。
【図５０】本発明の第８の実施形態を示し、（ａ）は背面図、（ｂ）は（ａ）のｓ－ｓ線
断面図である。
【図５１】本発明の第９の実施形態を示し、（ａ）は背面図、（ｂ）は断面図、（ｃ）は
断面図である。
【図５２】本発明の第１０の実施形態を示すパチンコ機の背面図である。
【図５３】同遊技情報表示手段の正面図である。
【図５４】同ＬＥＤコモンポート及びＬＥＤデータポートと遊技情報表示手段、設定情報
表示手段（設定表示手段，性能表示手段）との接続関係を示す図である。
【図５５】同電源投入処理のフローチャート（前半）を示す図である。
【図５６】同電源投入処理のフローチャート（中盤）を示す図である。
【図５７】同電源投入処理のフローチャート（後半）を示す図である。
【図５８】同第１電源異常チェック処理のフローチャートを示す図である。
【図５９】同電源投入処理の一部処理に対応するソースプログラムと、処理態様毎の処理
順序とを示す図である。
【図６０】同入力ポート１の第０～７ビットと入力信号との対応関係を示す図である。
【図６１】同設定変更操作手段，扉及び遊技情報クリア手段の入力情報とＷレジスタの値
との対応関係、及びそれらと移行分岐先との対応関係を示す図である。
【図６２】同（ａ）は設定処理のフローチャート、（ｂ）は設定表示用データの作成・出
力処理のソースプログラム、（ｃ）は設定表示データテーブルを示す図である。
【図６３】同動作確認設定処理のフローチャートを示す図である。
【図６４】同タイマ割込み処理のフローチャートを示す図である。
【図６５】同第２電源異常チェック処理のフローチャートを示す図である。
【図６６】同ＬＥＤ管理処理のフローチャートを示す図である。
【図６７】同（ａ）はＬＥＤコモン出力選択テーブル、（ｂ）はＬＥＤデータ出力情報テ
ーブルを示す図である。
【図６８】同性能表示更新処理のフローチャートを示す図である。
【図６９】同領域外ＲＡＭチェック処理のフローチャートを示す図である。
【発明を実施するための最良の形態】
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【０００８】
　以下、発明の実施形態を図面に基づいて詳述する。図１～図３１は本発明をパチンコ機
に採用した第１の実施形態を例示している。このパチンコ機１は、図１～図５に示すよう
に、外枠２と、この外枠２の前側に配置された前枠３とを備え、その前枠３の前側に前扉
４が開閉自在に配置されている。外枠２と前枠３とにより遊技機本体が構成されている。
遊技機本体は外枠２、前枠３以外のものにより構成してもよい。
【０００９】
　前枠３は、第１ヒンジ５を介して外枠２に開閉自在及び着脱自在に枢着され、また前扉
４は、第２ヒンジ６を介して前枠３に開閉自在及び着脱自在に枢着されており、これら前
枠３及び前扉４はヒンジ５，６と反対側の施錠手段７によって外枠２、前枠３に対して夫
々閉状態で施錠可能となっている。
【００１０】
　外枠２は、左右一対の縦枠材８と、この縦枠材８の上端間を左右に連結する上横枠材９
と、縦枠材８の下端間を左右に連結する下横枠材１０と、下横枠材１０の前側に配置され
且つ左右の縦枠材８を連結する飾り部材１１とにより矩形状に形成されている。
【００１１】
　前枠３には上部側に遊技盤装着部１３と保護壁部１４とが前後に一体的に設けられ、遊
技盤装着部１３の下側に下部装着部１５が一体的に設けられている。遊技盤装着部１３に
は遊技盤１６が前側から着脱自在に装着されている。保護壁部１４は遊技盤１６の裏側に
配置された裏側機構を保護するもので、左右両側に配置された左右一対の側壁部１７と、
この側壁部１７の上側を左右に連結する上壁部１８とを一体に備えている。また下部装着
部１５には、遊技盤１６側へと遊技球を１個ずつ発射するための発射手段１９等が装着さ
れている。
【００１２】
  遊技盤１６には、図１に示すように、発射手段１９によって発射された遊技球を遊技領
域２０の上部側へと案内するガイドレール２１が環状に装着されている。また遊技領域２
０の中央部には、液晶表示手段（画像表示手段）２２と、液晶表示手段２２の前側に対応
するセンターケース２３とが配置されている。センターケース２３は遊技盤１６に前側か
ら装着され、また液晶表示手段２２は遊技盤１６に裏側から装着されている。遊技領域２
０にはセンターケース２３の周辺に普通図柄始動手段２４、特別図柄始動手段２５、可変
入賞手段２６、普通入賞手段２７等の各種遊技部品が配置されている。
【００１３】
　センターケース２３には、液晶表示手段２２の表示画面に対応する表示窓２８が設けら
れ、その表示窓２８の外周側の前面に普通図柄表示手段２９、特別図柄表示手段３０、普
通保留個数表示手段３１等が設けられている。液晶表示手段２２は、演出図柄表示手段３
２、特別保留個数表示手段３３、操作誘導表示手段３４等を構成している。
【００１４】
　普通図柄表示手段２９は普通図柄を変動表示するためのもので、例えば「○」「×」の
２種類の普通図柄に対応する２個の発光体（例えばＬＥＤ）により構成されている。２個
の発光体は普通図柄始動手段２４が遊技球を検出することを条件に所定時間交互に点滅し
て、普通図柄始動手段２４による遊技球の検出時に取得された当たり判定乱数値が予め定
められた当たり判定値と一致する場合に当たり態様に対応する「○」側の発光体が発光し
た状態で、それ以外の場合に外れ態様に対応する「×」側の発光体が発光した状態で、夫
々点滅が終了するようになっている。
【００１５】
　特別図柄始動手段２５は、特別図柄表示手段３０による図柄変動を開始させるためのも
ので、上始動入賞手段２５ａと下始動入賞手段２５ｂとを上下に備えている。上始動入賞
手段２５ａは非開閉式である。下始動入賞手段２５ｂは、遊技球が入球不可能（又は入球
困難）な閉状態と入球可能（又は入球容易）な開状態とに切り換え可能な開閉式であり、
普通図柄表示手段２９の変動後の停止図柄が当たり態様（普通利益態様）となって普通利
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益状態が発生したときに、閉状態から開状態へと所定時間開放するようになっている。
【００１６】
　特別図柄表示手段３０は、１個又は複数個、例えば１個の特別図柄を変動表示可能な７
セグメント式等の表示手段により構成されており、特別図柄始動手段２５の上始動入賞手
段２５ａ又は下始動入賞手段２５ｂに遊技球が入賞することを条件に特別図柄を所定時間
変動表示して、始動入賞手段２５ａ，２５ｂへの入賞時に取得された大当たり判定乱数値
（特定態様判定乱数値）が予め定められた大当たり判定値（特定態様判定値）と一致する
場合には特別図柄が所定の大当たり態様（特定態様）で、それ以外の場合には外れ態様（
非特定態様）で停止するようになっている。
【００１７】
　普通保留個数表示手段３１は、普通図柄表示手段２９の変動表示中又は後述の普通利益
状態中に普通図柄始動手段２４が遊技球を検出した場合に、その検出時に取得された当た
り判定乱数値が予め定められた上限保留個数（例えば４個）を限度として記憶されるため
、上限保留個数と同数の発光体の発光個数により当たり判定乱数値の記憶個数（以下、普
通保留個数という）を表示して、その時点での普通保留個数を遊技者に報知するようにな
っている。
【００１８】
  演出図柄表示手段３２は、特別図柄表示手段３０による特別図柄の変動表示と並行して
演出図柄３２ａ～３２ｃを変動表示するもので、１個又は複数個（例えば左右方向に３個
）の演出図柄３２ａ～３２ｃを各種の演出画像と共に液晶表示手段２２の表示画面に変動
表示可能に構成されている。
【００１９】
　演出図柄表示手段３２の演出図柄３２ａ～３２ｃは、特別図柄始動手段２５の始動入賞
手段２５ａ，２５ｂの何れかに遊技球が入賞した場合に、特別図柄の変動開始と同時に複
数種類の変動パターンの何れかに従って変動を開始し、所定時間変動した後に左、右、中
等の順序で順次停止しながら、特別図柄の変動停止と同時に最終的に停止するようになっ
ている。
【００２０】
　なお、演出図柄３２ａ～３２ｃは、特別図柄が大当たり態様で停止する場合には大当た
り演出態様で変動を停止し、特別図柄が外れ態様で停止する場合には外れ演出態様で変動
を停止する。
【００２１】
  特別保留個数表示手段３３は、特別図柄の変動表示中又は特別利益状態中に特別図柄始
動手段２５に遊技球が入賞した場合に、その入賞時に取得された大当たり判定乱数値等が
夫々所定の上限保留個数（例えば各４個）を限度として記憶されるため、大当たり判定乱
数値の記憶個数（以下、特別保留個数という）を表示して、その時点での特別保留個数を
遊技者に報知するようになっている。
【００２２】
  可変入賞手段２６は、遊技球が入賞可能な開状態と入賞不可能な閉状態とに切り換え可
能な開閉板３５を備えた開閉式であって、特別図柄表示手段３０の変動後の特別図柄が所
定の大当たり態様となって特別利益状態が発生したときに、開閉板３５が所定の開放パタ
ーンに従って前側に開放して、その上に落下した遊技球を内部へと入賞させるようになっ
ている。
【００２３】
　前枠３の裏側には、払い出し用の遊技球を貯留する球タンク３８と、この球タンク３８
内の遊技球を案内するタンクレール３９とが上壁部１８の上側に設けられ、また左右両側
の側壁部１７の内、ヒンジ５，６側の側壁部１７には、払い出し手段４０が上下方向に設
けられている。側壁部１７は、図８に示すように後端から内側に屈曲する受け部４１を有
し、その受け部４１に払い出し手段４０が上下方向に設けられている。払い出し手段４０
はタンクレール３９に接続されており、球タンク３８からタンクレール３９を経て供給さ
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れる遊技球を上皿（発射球貯留部）４２へと払い出すようになっている。
【００２４】
　前扉４は前枠３の前面側に対応する矩形状であって、上部側に遊技領域２０を視認可能
な視認窓４３が、その視認窓４３の下側に前側へと突出する突出ユニット（皿ユニット）
４５が夫々設けられている。また前扉４には視認窓４３の左右両側にスピーカ４６が設け
られている。視認窓４３は前扉４に裏側から着脱自在に装着されたガラスユニット（図示
省略）により塞がれている。なお、ガラスユニットは、遊技領域２０を透視可能な前後２
枚のガラス板と、この前後２枚のガラス板の外側を保持する保持枠とを備え、前扉４の裏
側に着脱自在に固定されている。
【００２５】
　突出ユニット４５は左右中央部側が前側に位置する平面視略三角形状であって、この突
出ユニット４５には、操作演出用の操作演出手段４７と、発射手段１９による発射用の遊
技球を貯留する上皿４２と、余剰球を貯留する下皿（余剰球貯留部）４８とが設けられ、
また操作演出手段４７に対して上皿４２及び下皿４８と反対側に発射操作用の発射ハンド
ル４９が設けられている。
【００２６】
　操作演出手段４７は遊技者が押圧操作可能な操作ボタン５０を有し、操作誘導表示手段
３４に操作誘導画像が表示された場合に、その操作誘導画像の表示中に遊技者が操作ボタ
ン５０を押圧操作すれば、液晶表示手段２２が操作演出画像を表示する等により、所定の
操作演出が実行されるようになっている。
【００２７】
　なお、前扉４は、視認窓４３及びガラスユニット等を備えた上部側のガラス扉と、操作
演出手段４７、上皿４２、下皿４８及び発射ハンドル４９等を備えた下部側の開閉扉とに
二分割して、そのガラス扉と開閉扉とが別々に略同一軸心上のヒンジ６廻りに開閉するよ
うに構成することも可能である。
【００２８】
　遊技盤１６の裏側には、図３、図４に示すように、裏取り付け台５１と集球ケース５２
とが上下に装着されている。裏取り付け台５１には、センターケース２３の表示窓２８の
後方に対向して配置された液晶表示手段２２と、遊技盤１６と液晶表示手段２２との間に
配置された可動演出手段５３とが取り付けられている。また裏取り付け台５１は下部側に
カバー部５４を有し、そのカバー部５４により、特別図柄始動手段２５、可変入賞手段２
６、普通入賞手段２７等の遊技盤１６から裏側へと突出する突出部（図示省略）を裏側か
ら覆うようになっている。
【００２９】
　液晶表示手段２２は支持ケース５５に収容され、裏取り付け台５１の裏側の液晶装着部
５６に着脱自在に固定されている。可動演出手段５３は、可動演出体５７と、この可動演
出体５７を昇降自在に支持する昇降支持機構５８とを備え、その昇降支持機構５８が液晶
表示手段２２の上側で裏取り付け台５１の内部に形成された収容凹部５９に配置されてい
る。
【００３０】
　集球ケース５２は特別図柄始動手段２５、可変入賞手段２６、普通入賞手段２７に入賞
して遊技盤１６の裏側に通過した遊技球を集球するためのもので、図３に示すように、後
壁部６３の上部側が裏取り付け台５１のカバー部５４の裏側に重なるように配置されてい
る。この集球ケース５２には遊技球を下側へと排出する排出口６０が底壁６１側に設けら
れ、その排出口６０から排出通路６２を経て機外へと遊技球を排出するようになっている
。
【００３１】
　更に遊技盤１６の裏側には、図２、図３、図５に示すように、液晶表示手段２２の裏側
に演出制御基板ケース（着脱部材）６５と液晶制御基板ケース（着脱部材）６６とが左右
に並べて配置され、その下側の集球ケース５２の裏側に主制御基板ケース（着脱部材）６
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７が配置されている。
【００３２】
　前枠３の下部装着部１５の裏側には、図７、図１０に示すように、集球ケース５２の下
側に基板取り付け台６８が固定され、その基板取り付け台６８の裏側に電源基板ケース６
９と払い出し制御基板ケース７０とが前後に重ねて配置されている。基板取り付け台６８
には、集球ケース５２の排出口６０からの遊技球を機外に排出する排出通路６２が設けら
れている。
【００３３】
　演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６、主制御基板ケース６７、電源基板
ケース６９、払い出し制御基板ケース７０は、係合手段７１～７９、ラッチ手段８０～８
２、締め付け手段８３，８４等の取り付け手段を介して着脱自在に固定されている。
【００３４】
　演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６、主制御基板ケース６７、電源基板
ケース６９及び払い出し制御基板ケース７０は、内部を透視できるように透明な合成樹脂
製になっており、前枠３の裏側に開閉自在に設けられた透明な合成樹脂製の裏カバー（開
閉部材）８５により裏側から覆われている。
【００３５】
　演出制御基板ケース６５は主制御基板８６からの信号に基づいてパチンコ機全体の演出
を制御するための演出制御基板８７を収容するもので、図５、図６に示すように、開閉自
在に結合された第１ケース体８９と第２ケース体９０とを備え、下部側に配置された係合
手段７１と、上部側に配置されたクイックラッチ等の押し引き式のラッチ手段８０とを介
して、裏取り付け台５１と集球ケース５２とに跨がって着脱自在に取り付けられている。
なお、演出制御基板ケース６５、演出制御基板８７は、主制御基板ケース６７、主制御基
板８６に対して副基板ケース、副基板を構成する。
【００３６】
　液晶制御基板ケース６６は主制御基板８６、演出制御基板８７からの信号に基づいて液
晶表示手段２２を制御するための液晶制御基板８８を収容するもので、図４、図５に示す
ように、開閉自在に結合された第１ケース体９１と第２ケース体９２とを備え、下部側の
係合手段７２と上部側の押し引き式のラッチ手段８１とを介して、裏取り付け台５１と集
球ケース５２とに跨がって着脱自在に取り付けられている。
【００３７】
　なお、液晶制御基板８８は、演出制御基板８７からの信号に基づいて液晶表示手段２２
を制御するようにしてもよい。液晶制御基板ケース６６、液晶制御基板８８は、主制御基
板ケース６７、主制御基板８６に対して副基板ケース、副基板を構成する。
【００３８】
　主制御基板ケース６７は遊技盤１６側の遊技動作を制御するための主制御基板８６を収
容するもので、図４、図７、図９に示すように、開閉自在に結合された第１ケース体９３
と第２ケース体９４とにより左右方向に長い横長状に構成され、左右一端側の係合手段７
３と他端側の押し引き式のラッチ手段８２とを介して集球ケース５２の裏側に着脱自在に
取り付けられている。
【００３９】
　電源基板ケース６９は基板８６～８８、その他の各部に電源を供給するための電源基板
９５を収容するもので、図７、図１０、図１１に示すように、開閉自在に結合された第１
ケース体９６と第２ケース体９７とにより左右方向に長い横長状に構成され、左右一端側
の係合手段７８と他端側の締め付け手段８３とを介して基板取り付け台６８に着脱自在に
取り付けられている。
【００４０】
　払い出し制御基板ケース７０は主制御基板８６からの払い出し信号に基づいて払い出し
手段４０を制御するための払い出し制御基板９８を収容するもので、図７、図１２に示す
ように、開閉自在に結合された第１ケース体９９と第２ケース体１００とにより左右方向
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に長い横長状に構成され、左右一端側の係合手段７８と他端側の締め付け具８３ｃとを介
して電源基板ケース６９と基板取り付け台６８とに跨がって着脱自在に取り付けられてい
る。
【００４１】
　なお、主制御基板ケース６７は集球ケース５２以外のものに取り付けてもよい。演出制
御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６は、裏取り付け台５１と集球ケース５２との
何れか一方に取り付けてもよいし、他のものに取り付けてもよい。電源基板ケース６９は
基板取り付け台６８以外のものに取り付けてもよい。払い出し制御基板ケース７０は電源
基板ケース６９と基板取り付け台６８との何れか一方に取り付けてもよいし、他のものに
取り付けてもよい。
【００４２】
　演出制御基板８７等の各基板８６～８８，９５，９８には、その裏面側にコネクタ１０
７～１１１等を含む各種の電子部品が実装されている。そのため各基板ケース６５～６７
，６９，７０は薄型の第１ケース体８９，９１，９３，９６，９９に比較して第２ケース
体９０，９２，９４，９７，１００側の深さが大になっており、第２ケース体９０，９２
，９４，９７，１００には裏側に膨らむ膨らみ部（周辺部材）９０ａ，９２ａ，９４ａ，
９７ａ，１００ａが形成されている。また各基板ケース６５～６７，６９，７０の第２ケ
ース体９０，９２、９４，９７，１００には、裏面その他の適当箇所に発熱性の電子部品
からの熱を放熱するための放熱孔（ケース放熱孔）１０２～１０６が多数設けられている
。
【００４３】
　なお、コネクタ１０７～１１１は各基板８６～８８，９５，９８の一辺側又は複数辺側
の周辺部分に配置されており、各基板８６～８８，９５，９８に近接又は当接する第２ケ
ース体９０，９２，９４，９７，１００側の段部１１２～１１６に形成されたコネクタ口
から後方に突出している。
【００４４】
　また主制御基板ケース６７の第２ケース体９４には、放熱孔１０４から不正部材を挿入
して主制御基板８６側の電子部品に不正工作を加えるような不正行為を防止する上から、
その放熱孔１０４を小さくするか、極力少なくすることが望ましい。また主制御基板ケー
ス６７の第２ケース体９４は発熱量が少ない場合には、放熱孔１０４自体を設けなくても
よい。
【００４５】
　演出制御基板ケース６５と液晶制御基板ケース６６は、図５に示すように、液晶表示手
段２２の裏側に略対応して裏取り付け台５１の裏面に略同高さで左右に並べて配置されて
おり、その下側に係合手段７１，７２が、上側にラッチ手段８０，８１が夫々配置されて
いる。係合手段７１，７２は、図４、図６に示すように、第２ケース体９０，９２から下
側に突出する係合部７１ａ，７２ａと、集球ケース５２に形成され且つ係合部７１ａ，７
２ａが上側から係脱自在に係合する被係合部７１ｂ，７２ｂとを有する。
【００４６】
　球タンク３８、タンクレール３９は、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６
６の上側に近接して配置されており、その各底壁部３８ａ，３９ａと液晶制御基板ケース
６６の上側から演出制御基板ケース６５の上側へと低くなるように傾斜している。また球
タンク３８、タンクレール３９と演出制御基板ケース６５との間には、図５に示すように
、演出制御基板８７と可動演出手段５３とを中継する中継基板１１８が裏取り付け台５１
の裏側に配置されている。演出制御基板８７と可動演出手段５３は、この中継基板１１８
を介して接続されている。
【００４７】
　演出制御基板ケース６５のラッチ手段８０は、図５に示すように、演出制御基板ケース
６５の上縁内に略収まって形成された被取り付け部１１９に配置され、一方、液晶制御基
板ケース６６のラッチ手段８１は、球タンク３８、タンクレール３９と液晶制御基板ケー
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ス６６との間隔が大であるため、液晶制御基板ケース６６から上側に突出する被取り付け
部１２０に配置されている。
【００４８】
　このように演出制御基板ケース６５のラッチ手段８０と被取り付け部１１９とを演出制
御基板ケース６５の上縁から内側に配置することにより、演出制御基板ケース６５の上側
に球タンク３８、タンクレール３９、中継基板１１８等が比較的近接して位置する場合に
も、演出制御基板ケース６５とその近傍の球タンク３８等を効率的に配置することができ
る。
【００４９】
　また液晶制御基板ケース６６とその上側の球タンク３８、タンクレール３９とのように
上側に十分な間隔がある場合には、ラッチ手段８１、被取り付け部１２０を液晶制御基板
ケース６６から外側に突出して配置することができ、液晶制御基板ケース６６内の液晶制
御基板８８の面積を十分に確保することができる。
【００５０】
　演出制御基板ケース６５の被取り付け部１１９は、図５に示すように、演出制御基板ケ
ース６５の上隅近傍で下側に凹入して配置され、第２ケース体９０に一体的に形成されて
いる。被取り付け部１１９は上側が開放した状態にあり、その開放側と反対側が立ち上が
り部１１９ａを介して後方に膨らむ膨らみ部９０ａとなっている。
【００５１】
　第２ケース体９０の膨らみ部９０ａの内部に演出制御基板８７側のコネクタ１０７以外
の電子部品（図示省略）が収容されている。この第２ケース体９０の膨らみ部９０ａは、
ラッチ手段８１の周辺に位置する周辺部材を構成するものであって、その膨らみ部９０ａ
とラッチ手段８０との間には、ラッチ手段８０を手指により押し引き操作し得るだけの操
作空間１２５が設けられている。
【００５２】
　一方、液晶制御基板ケース６６の被取り付け部１２０は、図５に示すように、第２ケー
ス体９２から上側に突出して一体に形成されている。従って、この液晶制御基板ケース６
６の第２ケース体９２には、被取り付け部１２０の下端側に立ち上がり壁１２０ａを介し
て膨らみ部９２ａがある程度であり、ラッチ手段８１の周辺には、ラッチ手段８１の押し
引き操作に支障を来すような膨らみ部９２ａ、その他の周辺部材はない。
【００５３】
　演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の被取り付け部１１９，１２０は、
図４、図６に示すように、裏取り付け台５１に凸状に形成された取り付け部１２１，１２
２の裏側に当接可能であり、その取り付け部１２１，１２２に当接した状態でラッチ手段
８０，８１により裏取り付け台５１に着脱自在に固定されている。
【００５４】
　演出制御基板ケース６５のラッチ手段８０は、図１３、図１４に示すように、被取り付
け部１１９に配置され且つ取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａに内周側から係脱自在
に係合する係合体１２３と、係合体１２３に押し引き操作可能に挿入された操作体１２４
とを備えている。
【００５５】
　係合体１２３は、被取り付け部１１９の通孔１１９ｂに挿通された胴部１２３ａと、胴
部１２３ａの後端側に形成され且つ被取り付け部１１９の裏面に当接する当接部（鍔部）
１２３ｂと、胴部１２３ａの前端側に取り付け孔１２１ａに対して拡縮可能に設けられ且
つ拡大したときに外周面が取り付け孔１２１ａの前部側に係合する周方向に複数の係合爪
１２３ｃとを有する。係合爪１２３ｃの先端側内周には、拡縮用の受け部１２３ｄが設け
られている。
【００５６】
　操作体１２４は、係合体１２３の胴部１２３ａ及び当接部１２３ｂに挿通された操作軸
部１２４ａと、操作軸部１２４ａの後端側に設けられ且つ当接部１２３ｂの裏面に当接可
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能な押し引き用の操作部１２４ｂと、操作軸部１２４ａの前端に設けられ且つ操作部１２
４ｂを押し込み位置Ａまで押し込んだときに受け部１２３ｄを介して係合爪１２３ｃを外
側へと拡大させ、操作部１２４ｂを引き出し位置Ｂまで引き出したときに受け部１２３ｄ
から外れて係合爪１２３ｃを内側へと縮小させる拡縮部１２４ｃとを有する。
【００５７】
　なお、係合体１２３と操作体１２４との間には、操作体１２４の係合体１２３からの脱
落を防止する脱落防止手段（図示省略）が設けられている。
【００５８】
　このラッチ手段８０は、図１３に示すように、操作体１２４が押し込み位置Ａの場合に
、その操作部１２４ｂの後端が膨らみ部９０ａの裏面よりも前側に位置する凹状態であり
、また操作体１２４が引き出し位置Ｂの場合に、その操作部１２４ｂの後端が膨らみ部９
０ａの裏面と略同高さか、又は膨らみ部９０ａの裏面よりも若干低い程度である。
【００５９】
　演出制御基板ケース６５を遊技盤１６の裏側に装着する場合には、演出制御基板ケース
６５を係合手段７１により集球ケース５２の上部側で支持した後、その係合手段７１廻り
に演出制御基板ケース６５を裏取り付け台５１側へと回動させる。そして、演出制御基板
ケース６５の被取り付け部１１９から前側に突出する係合体１２３の係合爪１２３ｃの先
端側を裏取り付け台５１の取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａに挿入する。
【００６０】
　このときラッチ手段８０の操作体１２４を引き出し位置Ｂまで引き出しておけば、図１
５に示すように、各係合爪１２３ｃが取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａの内周に押
圧されて収縮するので、係合体１２３の係合爪１２３ｃが取り付け部１２１の取り付け孔
１２１ａへと挿入されて行く。
【００６１】
　係合爪１２３ｃが取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａに刺されば、演出制御基板ケ
ース６５の被取り付け部１１９が裏取り付け台５１の取り付け部１２１の裏面に当接する
ので、次に図１３に示すように、操作体１２４の操作部１２４ｂを押し込み位置Ａまで前
側へと押し込む。
【００６２】
　このとき操作体１２４の拡縮部１２４ｃが係合爪１２３ｃの受け部１２３ｄに対応して
、その受け部１２３ｄを介して係合爪１２３ｃを外側へと拡大させるので、図１３に示す
ように、係合爪１２３ｃの外周側が取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａの内周に圧接
して、係合体１２３が演出制御基板ケース６５の被取り付け部１１９と裏取り付け台５１
の取り付け部１２１とを前後に結合する。これによってラッチ手段８０により演出制御基
板ケース６５の上部側を裏取り付け台５１に取り付けることができる。
【００６３】
　操作体１２４を押し込み位置Ａまで押し込めば、その操作部１２４ｂの後端が演出制御
基板ケース６５の膨らみ部９０ａの裏面よりも前側にあり、演出制御基板ケース６５の膨
らみ部９０ａに対して操作部１２４ｂの後端が凹状態にあるので、ラッチ手段８０が他の
ものの邪魔になるようなことはない。
【００６４】
　演出制御基板ケース６５を取り外す場合には、ラッチ手段８０の操作体１２４の操作部
１２４ｂを手指により左右両側から把持した後、その操作体１２４を引き出し位置Ｂまで
引き出すことにより、係合体１２３が取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａから外れて
、ラッチ手段８０による演出制御基板ケース６５の固定を解除することができる。
【００６５】
　即ち、操作体１２４を引き出し位置Ｂまで引き出せば、拡縮部１２４ｃが係合爪１２３
ｃの受け部１２３ｄから外れるため、各係合爪１２３ｃがそれ自体の弾性力又は各係合爪
１２３ｃと胴部１２３ａとの結合部分の弾性力により内側に収縮するか、又は各係合爪１
２３ｃが内側へと弾性変形可能になる。従って、次に操作部１２４ｂを更に後方へと引っ
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張れば、係合体１２３の係合爪１２３ｃが取り付け部１２１の取り付け孔１２１ａから後
方に抜けるので、ラッチ手段８０による固定を解除することができる。
【００６６】
　ラッチ手段８０の操作体１２４を引き出し位置Ｂまで後方へと引き出した状態では、操
作体１２４の操作部１２４ｂの後端が演出制御基板ケース６５の膨らみ部９０ａの裏面と
略同高さか、又は膨らみ部９０ａの裏面よりも若干低い程度であるため、操作部１２４ｂ
が第２ケース体９０の裏面から突出するものに比較して、その操作部１２４ｂが邪魔にな
るようなことはない。
【００６７】
　ラッチ手段８０の操作体１２４を引き出す場合には、操作部１２４ｂを２本の手指によ
り左右方向の両側から把持するが、ラッチ手段８０の周辺には第２ケース体９０の膨らみ
部９０ａとの間に、操作部１２４ｂを把持するに必要な操作空間１２５があるため、ラッ
チ手段８０、被取り付け部１１９が演出制御基板ケース６５の上端縁よりも内側に入って
いるにも拘わらず、ラッチ手段８０の操作部１２４ｂを容易且つ確実に操作することがで
きる。
【００６８】
　液晶制御基板ケース６６のラッチ手段８１も、演出制御基板ケース６５のラッチ手段８
０と略同様の構成である。また液晶制御基板ケース６６を着脱する場合には、演出制御基
板ケース６５の着脱と同様に行う。
【００６９】
　演出制御基板８７には、図５、図６に示すように、音量調整スイッチ（演出系調整手段
）１２８が裏面側に装着されている。音量調整スイッチ１２８はスピーカ４６から発生す
る効果音の音量を複数段階に調整するためのもので、回動操作式の操作部１２８ａを有す
る。操作部１２８ａは演出制御基板ケース６５の裏側から操作して音量を調整できるよう
に、演出制御基板ケース６５の第２ケース体９０の裏面に形成された凹部９０ｂ内の通孔
９０ｃから後方に突出している。
【００７０】
　この音量調整スイッチ１２８は、演出制御基板ケース６５と共に裏カバー８５に覆われ
ており、裏カバー８５を開放しない限り、その操作部１２８ａを操作できないようになっ
ている。なお、操作部１２８ａの後端は、第２ケース体９０の裏面と略同じか、第２ケー
ス体９０の裏面から若干後方に突出する程度である。音量調整スイッチ１２８に代替して
音量調整用の可変抵抗器を設けてもよい。
【００７１】
　主制御基板ケース６７は、図９に示すように、係合手段７３とラッチ手段８２とにより
集球ケース５２の裏側に着脱自在に装着されている。係合手段７３は、第２ケース体９４
から側方に突出する係合部７３ａと、集球ケース５２に形成され且つ係合部７３ａが上側
から係脱自在に係合する被係合部７３ｂとを有する。ラッチ手段８２は、演出制御基板ケ
ース６５のラッチ手段８０と同様に構成され、主制御基板ケース６７の係合手段７３と反
対側を集球ケース５２の裏側に固定するようになっている。
【００７２】
　主制御基板ケース６７には、一対の係合手段７３間の側縁に沿って４個の封止手段１３
０が設けられている。この各封止手段１３０は、封止操作部１３０ａを適宜操作すること
により第１ケース体９３と第２ケース体９４とを閉状態に封止可能であり、主制御基板ケ
ース６７の開封時には、封止中の封止手段１３０の一部を損壊して開封するように構成さ
れている。
【００７３】
　なお、この実施形態では４個の封止手段１３０があるため、封止中の封止手段１３０を
損壊して開封し、その後に別の封止手段１３０で再封止することにより、正規に３回の開
封・封止が可能である。
【００７４】
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　主制御基板ケース６７の第２ケース体９４の裏面側には、図９に示すように、放熱孔１
０４の形成領域以外の無孔領域１３１に履歴シール１３２が貼付されている。履歴シール
１３２は、主制御基板ケース６７内を透視可能な透明シートに粘着剤を塗布したものであ
って、その粘着剤を介して第２ケース体９４の裏面に貼着されている。また裏カバー８５
の裏側には、図２に示すように、裏カバー８５を開放することなく履歴シール１３２側を
裏側から直接視認できるように、開口状の視認窓１３４が履歴シール１３２と前後に相対
向して設けられている。
【００７５】
　履歴シール１３２には、図１６、図１７に示すように、主制御基板８６の管理番号を表
記する管理番号表記部１３５と、主制御基板ケース６７の正規の開封履歴を表記する複数
の開封履歴表記部１３６とが所定の間隔をおいて設けられている。管理番号表記部１３５
、開封履歴表記部１３６は、不透明なインク、塗料等を印刷、その他により塗工して形成
された不透明部により構成されている。
【００７６】
　管理番号表記部１３５には、主制御基板８６の管理番号１３５ａと、それを示す二次元
コード１３５ｂとが表記されている。また各開封履歴表記部１３６は、開封者名を表記可
能な開封者表記部１３６ａと、開封時の年月日を表記可能な年月日表記部１３６ｂとを所
定の間隔をおいて左右方向に一列状に備え、その開封履歴表記部１３６が管理番号表記部
１３５の下側に所定の間隔を置いて３個設けられている。
【００７７】
　なお、開封者表記部１３６ａの上側に「開封者」の文字を表示し、年月日表記部１３６
ｂの上側に「開封年月日」の文字を表示してもよい。
【００７８】
　管理番号表記部１３５と開封履歴表記部１３６との隙間部分、開封履歴表記部１３６相
互間の隙間部分、開封履歴表記部１３６の開封者表記部１３６ａと年月日表記部１３６ｂ
間の隙間部分は、透明な履歴シール１３２を介して主制御基板８６側を透視可能であり、
主制御基板８６にはＩＣ等の制御チップを含む電子部品１３７の少なくとも一部がその隙
間部分に対応するように配置されている。
【００７９】
　図１６では、透明な第２ケース体９４を濃いグレー部分で示し、履歴シール１３２を薄
いグレー部分で示している。また主制御基板８６側の電子部品１３７の内、不透明な管理
番号表記部１３５、開封履歴表記部１３６に対応する部分は点線で示し、それら以外の透
明部に対応する部分は実線で示している。
【００８０】
　なお、管理番号表記部１３５、開封履歴表記部１３６は、開封者名等を記入し、その後
の判読を容易にする上からは、不透明であることが望ましいが、開封者名の記入等が可能
であれば、多少の透過性を有する半透明、履歴シール１３２の周辺部分の透過度に比べて
透過度の低い半透明でもよい。
【００８１】
　また電子部品１３７の少なくとも一部が開封履歴表記部１３６間の隙間部分に対応する
ように配置するに当たっては、電子部品１３７の背面側に、その電子部品１３７自体の製
品番号等の製品情報を表記した表記部がある場合には、不正行為を防止する観点からは、
その表記部の製品情報の少なくとも一部が隙間部分から見えるようにしてもよい。
【００８２】
　主制御基板ケース６７は、４個の封止手段１３０の何れか１個により封止された状態に
ある。この主制御基板ケース６７を正規に開封する際には、封止中の封止手段１３０を損
壊して開封し、また開封後には新しい封止手段１３０により再度封止する。
【００８３】
　主制御基板ケース６７は４個の封止手段１３０があるため、最大３回まで正規の開封が
可能であり、正規に開封する都度、開封者が履歴シール１３２の開封履歴表記部１３６の
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開封者表記部１３６ａに開封者名を、年月日表記部１３６ｂにその開封年月日を夫々記入
しておけば、誰が何時開封したのか、その開封履歴を事後的に容易に確認することができ
る。
【００８４】
　主制御基板ケース６７には、不透明に構成された管理番号表記部１３５と３個の開封履
歴表記部１３６とがある。しかし、管理番号表記部１３５と３個の開封履歴表記部１３６
との間に夫々所定の隙間があり、主制御基板８６の電子部品１３７の一部又は全部がその
隙間に対応して配置されているため、各隙間部分を通じて主制御基板ケース６７内の主制
御基板８６の電子部品１３７の状態を透視することができる。従って、主制御基板８６に
対する不正工作の発見が容易であることから、主制御基板８６の電子部品１３７に対する
不正工作等を未然に防止できる効果がある。
【００８５】
　更に裏カバー８５には、主制御基板ケース６７の履歴シール１３２に対応して視認窓１
３４が開口状に設けられており、裏カバー８５を閉じたままの状態で視認窓１３４を介し
て直接履歴シール１３２の表記事項を容易に視認でき、又は履歴シール１３２を介して主
制御基板ケース６７内の主制御基板８６側を容易に確認できるので、不正工作等の防止効
果が向上する利点がある。
【００８６】
　電源基板ケース６９は、図７、図１０、図１１に示すように、基板取り付け台６８に形
成された受け部６８ａ上に配置され、左右一端側の係合手段７８と他端側の締め付け手段
８３とを介して基板取り付け台６８に着脱自在に取り付けられている。係合手段７８は、
第２ケース体９７から突出する係合部７８ａと、基板取り付け台６８に形成され且つ係合
部７８ａに対して係脱自在に係合する被係合部７８ｂとを備えている。
【００８７】
　締め付け手段８３は、図１０、図１１に示すように、第２ケース体９７に形成された段
部等の被締め付け部８３ａと、基板取り付け台６８から後方に突出する支持部８３ｂの先
端部に回動自在に枢支され且つ被締め付け部８３ａを締め付け可能な締め付け具８３ｃと
を備えている。締め付け具８３ｃは、被締め付け部８３ａを締め付ける締め付け位置と、
被締め付け部８３ａから外れる解除位置との間で前後方向の支軸廻りに回動自在である。
【００８８】
　電源基板９５には、図１０、図１１に示すように、その左右一端側の払い出し制御基板
ケース７０と重ならない位置に上下方向に複数の給電用のコネクタ１１０が設けられ、ま
た他端側の払い出し制御基板ケース７０と重なる位置にＡＣコネクタ１４０と電源スイッ
チ１４１と他の給電用のコネクタ１１０とが上下方向に設けられている。
【００８９】
　なお、ＡＣコネクタ１４０、電源スイッチ１４１、給電用のコネクタ１１０は、第２ケ
ース体９７の他端側の段部１１５に形成された開口を経て後方に突出している。
【００９０】
　このＡＣコネクタ１４０は、払い出し制御基板ケース７０と前後に重なる位置にあるた
め、このＡＣコネクタ１４０と払い出し制御基板ケース７０との間には、ＡＣコネクタ１
４０の着脱に必要な着脱空間が設けられている。
【００９１】
　ＡＣコネクタ１４０は、図１８、図１９に示すように、電源基板９５側に固定された雄
型コネクタ１４２と、この雄型コネクタ１４２に着脱自在に接続される雌型コネクタ１４
３とを備えている。雄型コネクタ１４２は、２個のＡＣ用の電源コネクタ１４２ａ，１４
２ｂと、１個のアース用のアースコネクタ１４２ｃとを一列状に一体化して構成されてい
る。
【００９２】
　雌形コネクタ１４３は、電源コード１４４に接続された２個の電源コネクタ１４３ａ，
１４３ｂと、１本のアース線１４５に接続された１個のアースコネクタ１４３ｃとを一列
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状に一体化して構成されている。電源コード１４４はその端部の被覆部１４４ａ，１４４
ｂが二股状に分離されており、その被覆部１４４ａ，１４４ｂ内の各芯線の先端側が電源
コネクタ１４３ａ，１４３ｂに接続され、またアース線１４５がアースコネクタ１４３ｃ
に接続されている。
【００９３】
　基板取り付け台６８の裏面には、図７、図１８、図２０に示すように、電源基板ケース
６９の上側に左右方向に配線路部材１４６が設けられており、この配線路部材１４６内に
電源コード１４４、アース線１４５が左右方向に収容して配線されている。前枠３の裏側
には、ＡＣコネクタ１４０と反対側にある側壁部１７の外側に上下方向に配線路部材１４
７が配置されており、電源コード１４４及びアース線１４５はこの配線路部材１４７内を
経て前枠３の上端側近傍へと配線されている。
【００９４】
　配線路部材１４６，１４７は断面コ字状又はＵ字状の収容部１４６ａ，１４７ａと、こ
の収容部１４６ａ，１４７ａの開放側を塞ぐ蓋部１４６ｂ，１４７ｂとを有する。収容部
１４６ａ，１４７ａと蓋部１４６ｂ，１４７ｂは開閉自在に一体に構成してもよいし、別
体に構成してもよい。電源コード１４４の先端には電源プラグ１４８が設けられている。
アース線１４５は配線路部材１４７から上側へと出た位置でアース線接続部に適宜接続さ
れている。
【００９５】
　電源コード１４４、アース線１４５は、ＡＣコネクタ１４０の近傍で配線路部材１４６
の一端側から出ており、その配線路部材１４６よりもＡＣコネクタ１４０側で結束具１５
０により結束されている。ＡＣコネクタ１４０の近傍及び／又は配線路部材１４６の一端
側の近傍に電源スイッチ１４１が配置されている。
【００９６】
　このように電源コード１４４、アース線１４５を配線路部材１４６，１４７内に収容し
て配線することにより、電源コード１４４、アース線１４５が他のハーネスその他と錯綜
することがなく、容易に配線することができる。またＡＣコネクタ１４０の近傍、配線路
部材１４６の一端側の近傍に電源スイッチ１４１を配置することにより、配線路部材１４
６、電源コード１４４を辿って行けば、電源スイッチ１４１の位置を容易に確認すること
ができる。
【００９７】
　ＡＣコネクタ１４０の雌型コネクタ１４３を雄型コネクタ１４２に対して挿脱する場合
には、雌型コネクタ１４３と配線路部材１４６との間にその挿脱に必要な余裕がある場合
には、電源コード１４４が配線路部材１４６内に入ったままで両者を着脱すればよい。ま
たＡＣコネクタ１４０の雌型コネクタ１４３と配線路部材１４６との間に着脱に必要な余
裕がない場合には、配線路部材１４６の蓋部１４６ｂの一部又は全部を収容部１４６ａか
ら外して電源コード１４４を引き出した後、その状態で雌型コネクタ１４３を雄型コネク
タ１４２に対して着脱する。
【００９８】
　このようにＡＣコネクタ１４０の挿脱に際しても、配線路部材１４６からＡＣコネクタ
１４０側で電源コード１４４の２本の被覆部１４４ａ，１４４ｂを結束具１５０により結
束し、更にはその電源コード１４４に合わせて１本のアース線１４５を結束することによ
り、その電源コード１４４の２本の被覆部１４４ａ，１４４ｂの接続部分が必要以上に裂
けたり、アース線１４５が他の部分に引っ掛かる等の恐れがなく、電源コード１４４、ア
ース線１４５を容易に取り扱うことができる。
【００９９】
　電源基板ケース６９の第２ケース体９７の放熱孔１０５には、図１７、図１１、図２２
に示すように、払い出し制御基板ケース７０と重なる裏面側の重なり領域１５１に第１放
熱孔１０５ａが設けられ、払い出し制御基板ケース７０と重ならない外周側に第２放熱孔
１０５ｂが設けられている。第１放熱孔１０５ａは左右方向に長い長孔状であり、上下方
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向及び左右方向に所定の間隔を置いて形成されている。
【０１００】
　このように第２ケース体９７の裏面側に第１放熱孔１０５ａを、外周側に第２放熱孔１
０５ｂを夫々設けることにより、電源基板９５の電子部品の発熱量が他に比較して多いに
も拘わらず、電源基板ケース６９内の熱を第１放熱孔１０５ａ、第２放熱孔１０５ｂを介
して効率的に放熱することができる。
【０１０１】
　裏面側の第１放熱孔１０５ａは、電源基板ケース６９が長手方向に長い横長状であるた
め、その電源基板ケース６９の長手方向に沿って長孔状に形成されている。また外周側の
第２放熱孔１０５ｂは電源基板ケース６９が長手方向と略直交する前後方向に長い長孔状
である。従って、電源基板ケース６９の両放熱孔１０５ａ，１０５ｂは、裏面側と外周側
とで異なる形状になっている。
【０１０２】
　外周側の第２放熱孔１０５ｂは、電源基板ケース６９の上下壁及びＡＣコネクタ１４０
側の側壁に配置されている。この外周側の第２放熱孔１０５ｂは、図７、図１１に示すよ
うに、外周側の前後方向の略中央位置から裏面側に達する長さを有し、後端の裏面側に近
づくに従って開口幅が広くなっており、後端の裏面側が最大開口幅となっている。
【０１０３】
　なお、第２放熱孔１０５ｂは前後方向の長孔状であり、その後端側が払い出し制御基板
ケース７０と重なる裏面側に達しているが、周壁側のみでもよい。
【０１０４】
　このような形状の第２放熱孔１０５ｂを周壁側に設けることによって、裏面側の第１放
熱孔１０５ａと相俟って、電源基板ケース６９内の後部側の放熱性が著しく向上すること
になり、電源基板ケース６９内の後部側の熱のこもりを防止することができる。従って、
電源基板９５に後方への突出高さが大の発熱性電子部品がある場合にも、その発熱性電子
部品からの熱を効果的に放熱することができる。
【０１０５】
　電源基板ケース６９の裏面側には、図１１に示すように、払い出し制御基板ケース７０
と重なり領域１５１から外れた無孔領域１４９には注意喚起表示部１５２が設けられてい
る。この注意喚起表示部１５２は、払い出し制御基板ケース７０との重なり領域１５１か
ら外れた位置にあり、その注意喚起表示部１５２に「ケースは絶対に開けないで下さい。
」、「火傷に注意して下さい。」等の注意喚起事項が表記されている。なお、注意喚起表
示部１５２は、透明又は不透明の表示シートに注意喚起情報を印刷等で表記してもよいし
、第２ケース体９７の裏面部に直接刻印、印刷等で表記してもよい。
【０１０６】
　このように払い出し制御基板ケース７０との重なり領域１５１から外れた位置に注意喚
起表示部１５２を設けておけば、払い出し制御基板ケース７０を電源基板ケース６９の後
側に重ねた状態のままでも、その注意喚起表示部１５２の表示内容を容易に把握すること
ができる。また注意喚起表示部１５２は、電源基板ケース６９の裏面側の無孔領域１４９
にあるため、注意喚起表示部１５２を設けることによって、電源基板ケース６９の放熱性
を損なうようなことはない。
【０１０７】
　電源基板ケース６９の第２ケース体９７の裏面側の第１放熱孔１０５ａは横長状であり
、上下方向、左右方向に多数形成されている。一方、第２ケース体９７の裏面側には、図
１０、図１１、図２２に示すように、裏側へと突出するリブ等の第１補強部１５３ａ、第
２補強部１５３ｂが第１放熱孔１０５ａ間に上下方向、左右方向に複数本設けられている
。そのため多数の第１放熱孔１０５ａがあるにも拘わらず、第２ケース体９７の強度を容
易に確保することができる。
【０１０８】
　第１補強部１５３ａは上下方向に配置され、第２補強部１５３ｂは左右方向に配置され
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ている。第２補強部１５３ｂの第１補強部１５３ａに近い部分と第１補強部１５３ａとは
略同一高さである。一方、第２補強部１５３ｂの隣り合う第１補強部１５３ａ間の中間で
、しかも第１放熱孔１０５ａに対応する部分の高さは、第１放熱孔１０５ａに対応しない
両側部分の高さよりも低くなっている。そのため電源基板ケース６９の裏側に払い出し制
御基板ケース７０を装着した場合にも、第２補強部１５３ｂの低い部分により、電源基板
ケース６９と払い出し制御基板ケース７０との間に上下方向の放熱通路１５４が形成され
ることになる。
【０１０９】
　従って、電源基板ケース６９の裏側に払い出し制御基板ケース７０を重ねて配置してい
るにも拘わらず、電源基板ケース６９内の熱を裏面側の第１放熱孔１０５ａから放熱通路
１５４を経て上方へと効果的に放熱することができる。
【０１１０】
　払い出し制御基板ケース７０は、図２、図１０～図１２に示すように、電源基板ケース
６９に対して注意喚起表示部１５２と反対側に偏位して配置されている。そのため払い出
し制御基板ケース７０を電源基板ケース６９の裏側に装着したままでも、その注意喚起表
示部１５２を裏側から視認することが可能である。
【０１１１】
　この払い出し制御基板ケース７０は、電源基板ケース６９と側壁部１７の受け部１７ａ
とに跨がって配置されており、電源基板ケース６９の裏側の係合手段７９と、側壁部１７
の締め付け手段８４とにより着脱自在に固定されている。
【０１１２】
　係合手段７９は、第２ケース体１００から突出する係合部７９ａと、電源基板ケース６
９に形成され且つ係合部７９ａに対して係脱自在に係合する被係合部７９ｂとを備えてい
る。締め付け手段８４は、第２ケース体１００に形成された被締め付け部８４ａと、側壁
部１７から後方に突出する支持部８４ｂの先端部に回動自在に枢支され且つ被締め付け部
８４ａを締め付け可能な締め付け具８４ｃとを備えている。締め付け具８４ｂは、被締め
付け部８４ａを締め付ける締め付け位置と、被締め付け部８４ａから外れる解除位置との
間で前後方向の支軸廻りに回動自在である。
【０１１３】
　払い出し制御基板ケース７０の前側には、図７、１０、図２１、図２２に示すように、
鉄板等のシールド板１５５が設けられており、このシールド板１５５により、電源基板９
５の電子部品から発生する電磁波等のノイズ要因から払い出し制御基板９８を保護するこ
とができる。シールド板１５５は、一端側の係合凸部１５５ａが係合手段７９の被係合部
７９ｂに、他端側の係合部１５５ｂが締め付け手段８４の基部側に夫々係合されると共に
、電源基板ケース６９と第１ケース体９９との間に挟まれて着脱自在に固定されている。
そのためシールド板１５５を取り付けるために特別な固定手段を設ける必要がなく、しか
も払い出し制御基板ケース７０を取り外したときに、シールド板１５５が直ちに脱落する
ようなことはない。
【０１１４】
　なお、払い出し制御基板ケース７０は、電源基板ケース６９、ＡＣコネクタ１４０、電
源スイッチ１４１、給電用のコネクタ１１０等を裏側から覆うように配置されている。そ
のため電源スイッチ１４１に対して電源基板ケース６９と反対側には、手を挿入して操作
できるように操作空間１５６が設けられている。この操作空間１５６は、前枠３の側壁部
１７に開口部を形成することにより設けられている。
【０１１５】
　払い出し制御基板ケース７０には、図１２に示すように、係合手段７９間の側縁に沿っ
て３個の封止手段１５７が設けられている。この封止手段１５７は、封止操作部１５７ａ
を適宜操作することにより第１ケース体９９と第２ケース体１００とを閉状態に封止可能
であり、払い出し制御基板ケース７０の開封時に封止中の封止手段１５７の一部を損壊し
て開封するように構成されている。なお、この実施形態では３個の封止手段１５７がある
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ため、封止中の封止手段１５７を損壊して開封し、その後に別の封止手段１５７で再封止
することにより、正規に２回の開封・封止が可能である。
【０１１６】
　一方、払い出し制御基板ケース７０の第２ケース体１００の裏面側には、図１２に示す
ように、放熱孔１０６の形成領域以外の無孔領域１５８に履歴シール１５９が貼付されて
いる。この履歴シール１５９は、払い出し制御基板ケース７０内を透視可能な透明シート
に粘着剤を塗布したものであって、裏カバー８５の下端から下側に露出するように払い出
し制御基板ケース７０の第２ケース体１００の裏面の下部側に粘着剤を介して貼着されて
いる。
【０１１７】
　履歴シール１５９には、図２４に示すように、払い出し制御基板ケース７０の正規の開
封履歴を表記する２個（複数）の開封履歴表記部１６０が上下に所定の間隔をおいて設け
られている。なお、この履歴シール１５９にも、主制御基板ケース６７側と同様に、払い
出し制御基板９８の管理番号と、それを示す二次元コードとを含む管理番号表記部を設け
てもよい。
【０１１８】
　この開封履歴表記部１６０は、主制御基板ケース６７側と同様に、開封者名を表記可能
な開封者表記部１６０ａと、開封年月日を表記可能な年月日表記部１６０ｂとを所定の間
隔をおいて左右に備えている。なお、開封履歴表記部１６０は、不透明なインク、塗料等
を印刷、その他により塗工して形成された不透明部により構成されている。開封履歴表記
部１６０は払い出し制御基板ケース７０に直接印刷して形成してもよい。開封者表記部１
６０ａの上側には「開封者」の文字を記載し、年月日表記部１６０ｂの上側には「開封年
月日」の文字を記載してもよい。
【０１１９】
　上下の開封履歴表記部１６０間の隙間部分、各開封履歴表記部１６０の左右の開封者表
記部１６０ａと年月日表記部１６０ｂ間との隙間部分は、透明な履歴シール１５９を介し
て払い出し制御基板９８側を透視可能であり、払い出し制御基板９８には制御チップを含
む電子部品１６１の少なくとも一部（例えば端子列１６１ａ）がその隙間部分に対応する
ように配置されている。なお、図２４の濃いグレー部分、薄いグレー部分は図１６と同様
である。
【０１２０】
　払い出し制御基板ケース７０は、通常、３個の封止手段１５７の何れか１個により封止
された状態にある。この払い出し制御基板ケース７０を正規に開封する際には、封止中の
封止手段１５７を損壊して開封し、また開封後には新しい封止手段１５７により再度封止
する。そして、払い出し制御基板ケース７０は最大２回まで正規の開封が可能であり、正
規に開封する都度、開封者が履歴シール１５９の開封履歴表記部１６０の開封者表記部１
６０ａに開封者を、年月日表記部１６０ｂに開封年月日を夫々記入しておけば、誰が何時
開封したのか、その開封履歴を事後的に確認することができる。
【０１２１】
　また払い出し制御基板ケース７０にも、不透明に構成された２個の開封履歴表記部１６
０がある。しかし、開封履歴表記部１６０相互間、及びその開封者表記部１６０ａと年月
日表記部１６０ｂとの間に夫々所定の隙間があり、払い出し制御基板９８の電子部品１６
１の少なくとも一部がその隙間に対応して配置されているため、主制御基板ケース６７の
場合と同様に、その隙間部分を通じて払い出し制御基板ケース７０内の払い出し制御基板
９８の電子部品１６１の状態を透視することができる。従って、払い出し制御基板９８に
対する不正工作の発見が容易であることから、払い出し制御基板９８に対する不正工作を
未然に防止できる効果がある。
【０１２２】
　また払い出し制御基板９８には、図２、図７、図１２に示すように、遊技情報クリア手
段１６２がその裏面側に装着されている。遊技情報クリア手段１６２は押しボタン式の操
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作部１６２ａを有するＲＡＭクリアスイッチにより構成されており、その操作部１６２ａ
を押圧したときに、遊技情報記憶手段（図示省略）のＲＡＭに記憶された遊技情報をクリ
アするようになっている。
【０１２３】
　遊技情報クリア手段１６２は、必要時に払い出し制御基板ケース７０の裏側から操作部
１６２ａを容易に操作して遊技情報をクリアできるように、払い出し制御基板ケース７０
の第２ケース体１００の裏面に形成された凹部１００ｂ内の通孔１００ｃから後方に突出
している。また遊技情報クリア手段１６２は、開封履歴表記部１６０と共に裏カバー８５
の下端よりも下側に配置されており、裏カバー８５を開放しなくても、その操作部１６２
ａを必要時に応じて容易に操作することができる。
【０１２４】
　なお、操作部１６２ａの後端は、第２ケース体１００の裏面と略同じか、第２ケース体
１００の裏面から若干後方に突出する程度である。遊技情報クリア手段１６２は押しボタ
ン式以外でもよいし、払い出し制御基板９８以外の部分に設けてもよい。
【０１２５】
　裏カバー８５は、球タンク３８、タンクレール３９の下側近傍から払い出し制御基板ケ
ース７０の履歴シール１５９の上側近傍までの範囲に対応する大きさであって、図２に示
すように、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６、主制御基板ケース６７、
電源基板ケース６９及び払い出し制御基板ケース７０を裏側から覆うと共に、演出制御基
板８７と主制御基板８６とを接続するハーネス１６３、演出制御基板８７と液晶制御基板
８８とを接続するハーネス１６４、電源基板９５と各基板とを接続するハーネス（図示省
略）、主制御基板８６と払い出し制御基板９８とを接続するハーネス１６６等、各基板ケ
ース６５～６７，６９，７０に付属する付属手段を裏側から覆うようになっている。
【０１２６】
　この裏カバー８５は、図２、図８に示すように、ヒンジ５，６に近い側が上下複数のヒ
ンジ１６７により前枠３の一方の側壁部１７に縦軸廻りに開閉自在に枢支され、ヒンジ１
６７と反対側が上下一対のラッチ手段１６８，１６９により前枠３の他方の側壁部１７に
着脱自在に取り付けられている。なお、ヒンジ１６７は裏カバー８５を開閉自在に枢着す
る他、裏カバー８５を前枠３側から分離可能になっている。
【０１２７】
　上側のラッチ手段１６８は、図２５、図２６に示すように、裏カバー８５の一側縁であ
る被取り付け部１７０に配置された係合体１７１と、この係合体１７１に押し引き操作可
能に挿入された操作体１７２とを備えている。前枠３の取り付け部１７３は、係合体１７
１が取り付け孔１７４ａに内周側から係脱自在に係合する被係合体１７４を備えている。
被取り付け部１７０は取り付け部１７３、被係合体１７４の少なくとも一方の裏面に当接
可能である。なお、このラッチ手段１６８の係合体１７１、操作体１７２は、演出制御基
板ケース６５側のラッチ手段８０等と略同様である。
【０１２８】
　被係合体１７４は、取り付け孔１７４ａが形成された筒状部１７４ｂと、この筒状部１
７４ｂの外周に一体に形成された取り付け凸部１７４ｃとを有し、取り付け凸部１７４ｃ
はネジ等の固定手段１７５により前枠３の取り付け部１７３に着脱自在に固定されている
。
【０１２９】
　ラッチ手段１６８の近傍には、立ち上がり部１７０ａを介して裏カバー８５の後方に膨
らむ膨らみ部８５ａが配置されているが、ラッチ手段１６８の周辺は、上下両側及び膨ら
み部８５ａと反対側が開放しており、その開放部分が操作空間となっている。従って、ラ
ッチ手段１６８は操作体１７２を立ち上がり部１７０ａに沿って上下両側から摘まみ得る
ようになっている。
【０１３０】
　下側のラッチ手段１６９は、図２７～図２９に示すように、裏カバー８５の下縁側の被
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取り付け部１７６に配置された係合体１７７と、この係合体１７７に押し引き操作可能に
挿入された操作体１７８とを備え、また前枠３の取り付け部１７９は、係合体１７７が取
り付け孔１８０ａに内周側から係脱自在に係合する被係合体１８０を備えている。
【０１３１】
　裏カバー８５の下縁側には、上側へと凹入する背面視略半円状の凹入部１８１が形成さ
れ、この凹入部１８１の前端に、前枠３側の取り付け部１７９、被係合体１８０の少なく
とも一方の裏面に当接する被取り付け部１７６が設けられている。なお、ラッチ手段１６
９の係合体１７７、操作体１７８は、演出制御基板ケース６５側のラッチ手段８０等と略
同様である。
【０１３２】
　被係合体１８０は、上側の被係合体１７４と同様であって、取り付け孔１８０ａが形成
された筒状部１８０ｂと、この筒状部１８０ｂの外周に一体に形成された取り付け凸部１
８０ｃとを有する。取り付け凸部１８０ｃはネジ等の固定手段１８０ｄにより前枠３の取
り付け部１７９に着脱自在に固定されている。
【０１３３】
　ラッチ手段１６９の近傍には、背面視略半円状の立ち上がり部１７９ａを介して裏カバ
ー８５の後方に膨らむ膨らみ部８５ａが配置されている。この立ち上がり部１７９ａとラ
ッチ手段１６９との間には、操作体１７８を上下両側又は左右両側から摘まむに必要な操
作空間が設けられている。
【０１３４】
　裏カバー８５側の上下のラッチ手段１６８，１６９は、図２６、図２８に示すように、
操作体１７２，１７８を押し込み位置Ａにしたときに、操作体１７２，１７８の後端が膨
らみ部８５ａの裏面と略同一高さになり、操作体１７２，１７８を引き出し位置Ｂにした
ときに、操作体１７２，１７８の後端が膨らみ部８５ａの裏面から若干突出する高さにな
る。
【０１３５】
　このようにラッチ手段１６８，１６９の操作体１７２，１７８を押し込み位置Ａにした
ときに、その後端が膨らみ部８５ａの裏面と略同一高さになるようにすれば、操作体１７
２，１７８が押し込み位置Ａにある場合にも、容易に引き出し位置Ｂへと操作することが
できる。また操作体１７２，１７８を引き出し位置Ｂにしたときに、その後端が膨らみ部
８５ａの裏面から若干突出する程度にすれば、操作体１７２，１７８が他の邪魔になるこ
とも少ないし、押し込み位置Ａへの押し込み操作も容易にできる利点がある。
【０１３６】
　なお、この上下のラッチ手段１６８，１６９は、演出制御基板ケース６５用のラッチ手
段８０と同様に、操作体１７２，１７８を押し込み位置Ａにしたときに、その後端が膨ら
み部８５ａの裏面よりも低くなり、操作体１７２，１７８を引き出し位置Ｂにしたときに
、その後端が膨らみ部８０ａの裏面と略同高さとなるようにしてもよい。液晶制御基板ケ
ース６６用のラッチ手段８１、主制御基板ケース６７用のラッチ手段８２についても同様
である。
【０１３７】
　裏カバー８５には、図２に示すように、その上部側に放熱孔（カバー放熱孔）１８５が
上下及び左右方向に所定の間隔を置いて多数形成されている。各放熱孔１８５は演出制御
基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の放熱孔１０２，１０２が丸孔状であるのに対
して左右方向に長い長孔状に形成されている。そして、放熱孔１８５の上下方向の開口幅
は放熱孔１０２，１０２の直径よりも大であり、また放熱孔１８５の開口量は放熱孔１０
２，１０２よりも大になっている。
【０１３８】
　裏カバー８５の放熱孔１８５は、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の
裏側に対応して、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の裏側下部から下側
の略全域を除くように、裏カバー８５の上側領域１８６に配置されている。
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【０１３９】
　裏カバー８５に放熱孔１８５が形成された放熱孔領域（カバー放熱孔領域）ｗ１と、演
出制御基板ケース６５に放熱孔１０２が形成された放熱孔領域（ケース放熱孔領域）ｗ２
は、図５に示すように上下に偏位しており、裏カバー８５の放熱孔領域ｗ１の上端側が演
出制御基板ケース６５の放熱孔領域ｗ２の上端側よりも上側に位置し、演出制御基板ケー
ス６５の放熱孔領域ｗ２の下端側が裏カバー８５の放熱孔領域ｗ１の下端側よりも下側に
位置している。
【０１４０】
　このように裏カバー８５の上側領域１８６に放熱孔領域ｗ１を設けて、その放熱孔領域
ｗ１の放熱孔１８５の開口量を大きくしておけば、内部の各基板８６～８８，９５，９８
の電子部品１３７、液晶表示手段２２等からの熱を容易且つ迅速に放熱することができる
。
【０１４１】
　なお、裏カバー８５の放熱孔領域ｗ１と演出制御基板ケース６５の放熱孔領域ｗ２は少
なくとも一部が重なっておればよいが、その場合、裏カバー８５の放熱孔領域ｗ１が演出
制御基板ケース６５の放熱孔領域ｗ２よりも上側に位置することが望ましい。裏カバー８
５の放熱孔領域ｗ１が演出制御基板ケース６５の放熱孔領域ｗ２よりも上側に位置する場
合には、両放熱孔領域ｗ１，ｗ２が全く重ならないようにしてもよい。また裏カバー８５
の放熱孔１８５と液晶制御基板ケース６６側の放熱孔１０３との関係においても同様であ
る。
【０１４２】
　裏カバー８５の内、演出制御基板８７と主制御基板８６とを接続するハーネス１６３、
演出制御基板８７と液晶制御基板８８とを接続するハーネス１６４、電源基板９５と各基
板８６～８８，９５，９８とを接続するハーネス、主制御基板８６と払い出し制御基板９
８とを接続するハーネス１６６等に対応する部分は、放熱孔のない無孔領域１８７となっ
ている。裏カバー８５の下側は開放状となっている。
【０１４３】
　従って、裏カバー８５は下側が放熱孔１８５の全くない無孔領域１８７であるのに対し
て、上側領域１８６に多数の放熱孔１８５が集中し、しかも裏カバー８５の下側が開放状
であるため、裏カバー８５内で熱気を帯びた空気が上昇する上昇流が発生し易くなり、裏
カバー８５の放熱孔１８５からの放熱性を向上させることができる。
【０１４４】
　また裏カバー８５は、各基板ケース６５～６７，６９，７０相互間を接続する多数のハ
ーネス１６３，１６４，１６６がある箇所の裏側を無孔領域１８７で覆うため、パチンコ
機１全体の裏側をすっきりと仕上げることができる。なお、裏カバー８５の下側に無孔領
域１８７を設けているが、裏カバー８５の下側に上側よりも少ない数の放熱孔を分散して
設けることも可能である。
【０１４５】
　なお、裏カバー８５は、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の裏側下部
から下側の略全域が無孔領域１８７となっている。そのため主制御基板ケース６７と重な
る位置、主制御基板８６と演出制御基板８７等の副基板とを接続するハーネス１６３，１
６４，１６６の配線路と重なる位置、主制御基板８６と演出制御基板８７等の副基板とを
接続するハーネス１６３，１６４，１６６の各コネクタと重なる位置の何れもが裏カバー
８５の無孔領域１８７に対応しており、裏カバー８５のその部分には放熱孔１８５が設け
られていない。また裏カバー８５には、主制御板ケース６７と演出制御基板ケース（副基
板ケース）６５との間に重なる位置にも、放熱孔１８５が設けられていない。
【０１４６】
　裏カバー８５には主制御基板ケース６７の履歴シール１３２に対応して視認窓１３４が
設けられており、裏カバー８５は主制御基板ケース６７の履歴シール１３２に対応する部
分を除く略全体を覆っている。そのため裏カバー８５を閉じた状態のままでも、その視認
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窓１３４を通じて履歴シール１３２の表記事項を容易に確認することができる。なお、裏
カバー８５は少なくとも主制御基板ケース６７から上側部分を覆うようにしてもよい。
【０１４７】
　演出制御基板ケース６５の放熱孔１０２は、図３０に示すように小径の丸孔状であり、
この小径の丸孔状の放熱孔１０２が上下方向に略等ピッチ（第１所定間隔）ｐ１で、左右
方向に略等ピッチ（第１所定間隔）ｐ２で千鳥状に多数配置されている。なお、演出制御
基板ケース６５の放熱孔１０２は丸孔以外の形状でもよいし、縦横に略等ピッチｐ１，ｐ
２に配列してもよい。
【０１４８】
　一方、裏カバー８５の放熱孔１８５は、図３０に示すように演出制御基板ケース６５の
上下二列の放熱孔１０２と略対応する程度の上下幅と、演出制御基板ケース６５の左右数
個（５個～７個）の放熱孔１０２に略対応する程度の左右長さとを有する長孔状であり、
上下方向に略等ピッチ（第２所定間隔）ｐ３で、左右方向に略等ピッチ（第２所定間隔）
ｐ４で夫々配置されている。放熱孔１０２のピッチｐ１，ｐ２と放熱孔１８５のピッチｐ
３，ｐ４は異なっており、開口面積の小さい放熱孔１０２のピッチｐ１，ｐ２が小さく、
開口面積の大きい放熱孔１８５のピッチｐ３，ｐ４が大きくなっている。
【０１４９】
　従って、演出制御基板ケース６５側の放熱孔１０２と、裏カバー８５側の放熱孔１８５
との間には、両者が前後に重なる部分と重ならない部分とができ、しかも重なる部分でも
放熱孔１０２，１８５同士の重なり方を異ならせることができる。その結果、放熱孔１０
２，１８５を通じて演出制御基板ケース６５内に不正部材を挿入して行われる不正行為を
極力防止することができる。
【０１５０】
　演出制御基板ケース６５内の演出制御基板８７には、図３０、図３１に示すように、制
御用ＩＣ等の制御チップ１８９が装着されている。制御チップ１８９は、矩形状その他の
偏平形状に構成された本体部１８９ａと、この本体部１８９ａの両側に配置された端子群
１８９ｂとを備え、その端子群１８９ｂには多数の端子が列状に配列されている。
【０１５１】
　この制御チップ１８９は、端子群１８９ｂが演出制御基板ケース６５の放熱孔１０２と
裏カバー８５の放熱孔１８５との重なり部分から外れるように演出制御基板８７に装着さ
れている。即ち、制御チップ１８９の少なくとも端子群１８９ｂの配置領域ｘ１，ｘ２は
、演出制御基板ケース６５及び裏カバー８５の放熱孔１０２，１８５の重なり部分から外
れた位置に配置されている。
【０１５２】
　このように制御チップ１８９の両側の端子群１８９ｂを、演出制御基板ケース６５及び
裏カバー８５の放熱孔１０２，１８５の重なり部分から外して設けることにより、裏カバ
ー８５の裏側から放熱孔１８５を経て不正部材を挿入して、端子群１８９ｂの一部に不正
工作をするような不正行為を極力防止することができる。また制御チップ１８９の端子群
１８９ｂを、演出制御基板ケース６５及び裏カバー８５の放熱孔１０２，１８５の重なり
部分から外せばよいので、演出制御基板８７上での制御チップ１８９の配置位置の選択も
比較的容易にできる。
【０１５３】
　本体部１８９ａに対する不正工作が問題になる制御チップ１８９の場合には、本体部１
８９ａ及び端子群１８９ｂを含む制御チップ１８９の全体が、演出制御基板ケース６５及
び裏カバー８５の放熱孔１０２，１８５の重なり部分から外れるように配置してもよい。
なお、制御チップ１８９は、その本体部１８９ａと端子群１８９ｂとの内、少なくとも端
子群１８９ｂが放熱孔１０２，１８５の重なり部分から外れるように配置すればよい。
【０１５４】
　この実施形態では、演出制御基板ケース６５及び裏カバー８５の放熱孔１０２，１８５
の重なり部分について例示しているが、図５の記載からも判るように、液晶制御基板ケー
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ス６６及び裏カバー８５の放熱孔１０３，１８５の重なり部分についても同様である。
【０１５５】
　また主制御基板ケース６７に放熱孔１０４があり、その放熱孔１０４の配置領域に対応
して裏カバー８５に放熱孔１８５がある場合、電源基板ケース６９の放熱孔１０５の配置
領域に対応して裏カバー８５に放熱孔１８５がある場合、払い出し制御基板ケース７０の
放熱孔１０６の配置領域に対応して裏カバー８５に放熱孔１８５がある場合にも、同様に
実施可能である。更に制御チップ１８９の他、不正工作が問題となる各種の電子部品１３
７の場合にも、同様に実施可能である。
【０１５６】
　図３２～図３５は本発明の第２の実施形態を例示する。この実施形態の裏カバー８５は
、図３２に示すように、球タンク３８及びタンクレール３９の下側近傍から、主制御基板
ケース６７の下部側を除く範囲の全てを覆う大きさであって、払い出し手段４０側の近傍
に配置された上下一対のヒンジ１６７と、その反対側に配置された上下一対のラッチ手段
１６８とにより、前枠３の裏側に開閉、着脱自在に装着されている。
【０１５７】
　裏カバー８５は縦長状であり、この裏カバー８５には、その裏面側には演出制御基板ケ
ース６５、液晶制御基板ケース６６の下端側から上側の範囲に上下、左右方向に多数の放
熱孔１８５が形成されている。
【０１５８】
　放熱孔１８５は、図３２～図３４に示すように、裏カバー８５の長手方向に沿って上下
方向の長孔状に形成されており、この放熱孔１８５には、演出制御基板ケース６５、液晶
制御基板ケース６６の放熱孔１０２，１０３に重なる第１カバー放熱孔１８５ａと、演出
制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の放熱孔１０２，１０３に重ならない第２
カバー放熱孔１８５ｂとがある。
【０１５９】
　裏カバー８５の裏面側に形成された第１カバー放熱孔１８５ａは、演出制御基板ケース
６５、液晶制御基板ケース６６の裏面側に放熱孔１０２，１０３が形成された放熱孔領域
ｗ２よりも上下両側に広がる放熱孔領域ｗ１に跨がって配置されている。なお、第１カバ
ー放熱孔１８５ａの放熱孔領域ｗ１の下端側は、放熱孔１０２，１０３の放熱孔領域ｗ２
の下端側と略同じでもよいし、放熱孔領域ｗ２の下端よりも上側に配置してもよい。
【０１６０】
　放熱孔領域ｗ１には、複数の第１カバー放熱孔１８５ａを略等ピッチで上下方向に一列
状に配列した放熱孔列が左右方向に略等ピッチで複数列配置されており、その左右に隣接
する放熱孔列は上下に略半ピッチ偏位している。従って、第１カバー放熱孔１８５ａは、
裏カバー８５の裏面側に上下方向に千鳥状に配置されている。
【０１６１】
　第２カバー放熱孔１８５ｂは、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６より
も上側で裏カバー８５の裏面側と上面側とに跨がって長孔状に形成されている。なお、第
２カバー放熱孔１８５ｂの左右方向のピッチは、第１カバー放熱孔１８５ａと略同じであ
るが、第１カバー放熱孔１８５ａのピッチよりも大きくしてもよいし、小さくしてもよい
。
【０１６２】
　第１カバー放熱孔１８５ａの左右方向の開口幅ｙ１と、第２カバー放熱孔１８５ｂの左
右方向の開口幅ｙ２は、上側に位置する第２カバー放熱孔１８５ｂの開口幅ｙ２が大であ
るのに対して、それよりも下側に位置する第１カバー放熱孔１８５ａの開口幅ｙ１が小さ
くなっている。なお、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の放熱孔１０２
，１０３の直径（左右方向の開口幅）は、第１カバー放熱孔１８５ａの開口幅ｙ１と略同
じか又は開口幅ｙ１よりも小さくなっている。
【０１６３】
　第２カバー放熱孔１８５ｂは、その下端部が演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケ
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ース６６の上側近傍で左右方向の直線上に位置し、そこから上面側に跨がって形成されて
いる。一方、裏カバー８５の上面側は球タンク３８、タンクレール３９の底壁部３８ａ，
３９ａに沿って傾斜しているため、球タンク３８、タンクレール３９の上手側から下手側
へと第２カバー放熱孔１８５ｂの裏面側の上下方向の長さが順次短くなっている。
【０１６４】
　なお、第２カバー放熱孔１８５ｂの開口面積は、その全体の第１カバー放熱孔１８５ａ
よりも大であるが、全第２カバー放熱孔１８５ｂの内、裏面側の上下長さが大の部分のみ
の開口量を大にしてもよい。また任意の一部の開口量を大にしてもよい。
【０１６５】
　このようにすれば、裏カバー８５内の熱は、その裏面側の第１カバー放熱孔１８５ａと
上面側の第２カバー放熱孔１８５ｂとを経て外部に速やかに放熱することができる。この
とき第２カバー放熱孔１８５ｂの左右幅ｙ２を大きくすることにより、裏カバー８５内の
熱を上側へと効率的に放熱することができる。また第２カバー放熱孔１８５ｂの左右幅ｙ
２を大きくしても、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の放熱孔１０２，
１０３に対応していないので、その放熱孔１８５ｂを経て内部の演出制御基板８７、液晶
制御基板８８に不正工作が行われる恐れもない。
【０１６６】
　一方、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の放熱孔１０２，１０３に対
応して裏カバー８５の裏面部側に配置された第１カバー放熱孔１８５ａは、第２カバー放
熱孔１８５ｂよりも左右幅ｙ１が小さいので、この第１カバー放熱孔１８５ａから演出制
御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６の放熱孔１０２，１０３を経て演出制御基板
８７、液晶制御基板８８に対して行われる不正工作も少なくすることができる。
【０１６７】
　演出制御基板８７には、図３４、図３５に示すように、音量調整スイッチ１２８が設け
られている。音量調整スイッチ１２８は回動操作式の操作部１２８ａを有する。音量調整
スイッチ１２８の操作部１２８ａは、第１の実施形態の場合と同様に演出制御基板ケース
６５の裏側の凹部１００ｂから後方に突出しているが、裏カバー８５により裏側から覆わ
れている。
【０１６８】
　この音量調整スイッチ１２８の操作部１２８ａは、裏カバー８５の裏面側の第１カバー
放熱孔１８５ａと前後に相対向して配置されており、裏カバー８５の裏側からその第１カ
バー放熱孔１８５ａにドライバ等の操作具を挿入して調整できるようになっている。従っ
て、音量調整スイッチ１２８の操作部１２８ａを廻して音量を調整する都度、裏カバー８
５を開放する必要がなく、裏カバー８５を閉じたままで調整することができる。
【０１６９】
　主制御基板８６には、図３２に示すように、その下部側にＲＡＭクリアスイッチ等の遊
技情報クリア手段１６２が設けられている。この遊技情報クリア手段１６２は押しボタン
式の操作部１６２ａを有し、その操作部１６２ａは裏カバー８５の下端よりも下方で主制
御基板ケース６７から後方に突出しており、裏カバー８５により後方から覆われていない
。
【０１７０】
　ＲＡＭクリアスイッチ等の遊技情報クリア手段１６２は、このように主制御基板ケース
６７内の主制御基板８６に設けることも可能である。また遊技情報クリア手段１６２の後
方側を開放状にすることによって、遊技情報クリア手段１６２の操作時にも裏カバー８５
を開放する必要がなく、裏カバー８５を閉じたままで容易且つ迅速に操作することができ
る。
【０１７１】
　主制御基板ケース６７の第２ケース体９４の裏面側には、管理番号表記部１３５と３個
の開封履歴表記部１３６とを有する履歴シール１３２が貼付されている。履歴シール１３
２は透明な裏カバー８５により後方から覆われており、管理番号表記部１３５、開封履歴
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表記部１３６の表記事項を裏カバー８５を介して視認するようになっている。
【０１７２】
　図３６、図３７は本発明の第３の実施形態を例示する。演出制御基板８７の外周側近傍
には、演出制御基板ケース６５の段部１１２に対応してコネクタ１１１とスライド式の音
量調整スイッチ１２８とが設けられている。音量調整スイッチ１２８は左右方向にスライ
ド操作可能なスライド操作部１２８ｂを有する。スライド操作部１２８ｂは、演出制御基
板ケース６５の段部１１２の開口から後方に突出しているが、その後方は裏カバー８５に
より覆われており、裏カバー８５の裏側からその放熱孔１８５にドライバ等の操作具を挿
入して左右方向に操作できるようになっている。
【０１７３】
　従って、スライド式の音量調整スイッチ１２８を使用する場合でも、そのスライド操作
部１２８ｂを裏カバー８５の放熱孔１８５に対向して配置することにより、裏カバー８５
を閉じたままでスライド操作部１２８ｂを左右に操作することができる。なお、スライド
式の音量調整スイッチ１２８は、そのスライド操作部１２８ｂを上下方向に操作するよう
に設けてもよい。
【０１７４】
　図３８～図４１は本発明の第４の実施形態を例示する。この実施形態では、電源基板ケ
ース６９の第２ケース体９７には、図３８、図３９に示すように、後方への膨らみ高さの
低い低膨らみ部９７ｂと、この低膨らみ部９７ｂよりも後方への膨らみ高さの高い高膨ら
み部９７ｃとが設けられており、高膨らみ部９７ｃを避けて低膨らみ部９７ｂの裏側に払
い出し制御基板ケース７０が着脱自在に装着されている。
【０１７５】
　電源基板ケース６９内の電源基板９５には、低膨らみ部９７ｂに対応する部分に小型コ
ンデンサ、小型放熱器等の背の低い小型電子部品１９０ａが装着され、また高膨らみ部９
７ｃに対応する部分には電界コンデンサ、大型放熱器等の背の高い大型電子部品１９０ｂ
が装着されている。
【０１７６】
　このように電源基板ケース６９に低膨らみ部９７ｂと高膨らみ部９７ｃとを設けて、そ
の内部の電源基板９５に低膨らみ部９７ｂに対応して小型電子部品１９０ａを、高膨らみ
部９７ｃに対応して大型電子部品１９０ｂを夫々配置することにより、電源基板ケース６
９の前後方向の寸法を小型化することができる。また電源基板ケース６９の高膨らみ部９
７ｃを避けて低膨らみ部９７ｂの裏側に払い出し制御基板ケース７０を配置することによ
り、電源基板ケース６９と払い出し制御基板ケース７０との周辺部分の前後方向の寸法を
小型化することができる。
【０１７７】
　また電源基板ケース６９の第２ケース体９７には、低膨らみ部９７ｂ側及び高膨らみ部
９７ｃ側を含む上面側、下面側及び側面側に放熱孔１９１ｂ，１９１ｃが夫々設けられて
いる。低膨らみ部９７ｂ側と高膨らみ部９７ｃ側との放熱孔１９１ｂ，１９１ｃは、低膨
らみ部９７ｂ側の放熱孔１９１ｂの方が前後方向の寸法が大であり、１個当たりの開口量
も大であるが、この放熱孔１９１ｂ，１９１ｃは略同じにしてもよい。また逆に高膨らみ
部９７ｃ側の放熱孔１９１ｃの前後方向の寸法を大にし、１個当たりの開口量を大にして
もよい。なお、低膨らみ部９７ｂ側の裏面側に放熱孔１９１ａを設けてもよい。
【０１７８】
　更に電源基板ケース６９の第２ケース体９７には、低膨らみ部９７ｂの上側の段部１１
５にコネクタ１１０が左右方向に複数配置され、高膨らみ部９７ｃに対して低膨らみ部９
７ｂと反対側の段部にＡＣコネクタ１４０、電源スイッチ１４１、コネクタ１１０等が上
下方向に配置されている。ＡＣコネクタ１４０、電源スイッチ１４１等は、裏側に払い出
し制御基板ケース７０が配置された低膨らみ部９７ｂとは反対側にあり、その後方側近傍
にはケース等の他の部材がないので、ＡＣコネクタ１４０、電源スイッチ１４１等の後方
側は開放状になっている。
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【０１７９】
　従って、裏カバー８５の開放後に、ＡＣコネクタ１４０をその裏側から容易に挿脱する
ことが可能であり、しかもＡＣコネクタ１４０に接続された電源コード１４４を、他の部
材の圧迫を避けるために極端に屈曲させる必要もなく容易に配線できる利点がある。また
電源スイッチ１４１も裏カバー８５の開放後にその裏側から容易に操作することができる
。
【０１８０】
　電源基板ケース６９の高膨らみ部９７ｃの裏面側には、図４０に示すように、払い出し
制御基板ケース７０から外れた位置に「高温　やけど注意」等の注意喚起情報を表示する
注意喚起表示部１５２が設けられている。この注意喚起表示部１５２は、第２ケース体９
７の裏面側に凹凸状に直接成形されている。なお、注意喚起表示部１５２には注意喚起情
報を表示したシール等を貼着してもよい。
【０１８１】
　電源基板ケース６９の高膨らみ部９７ｃに対応して電源基板９５に装着される大型電子
部品１９０ｂは、一般的に発熱量が多いため、その高膨らみ部９７ｃの温度が低膨らみ部
９７ｂに比較して高温になり易く、誤って高膨らみ部９７ｃに接触すればやけどをする等
の恐れがある。
【０１８２】
　従って、高温になり易い高膨らみ部９７ｃの裏面に注意喚起表示部１５２を設けて、そ
こに「高温　やけど注意」等の注意喚起情報を表示することにより、作業員その他に注意
喚起情報を効果的に伝達することができる。裏面に粘着材が塗布されたシールを使用した
場合には、高膨らみ部９７ｃの熱で粘着剤が溶ける等の問題があるが、高膨らみ部９７ｃ
の裏面に注意喚起情報を成型等で直接設けることにより、そのような問題も生じない。ま
た高温になり易い高膨らみ部９７ｃを避けて払い出し制御基板ケース７０を配置できるの
で、払い出し制御基板ケース７０内の払い出し制御基板９８に対する熱影響も防止するこ
とができる。
【０１８３】
　電源基板ケース６９の低膨らみ部９７ｂの裏面には、図４０に示すように、払い出し制
御基板ケース７０との重なり領域１５１に注意喚起表示部１９２があり、その注意喚起表
示部１９２に「ケースは絶対に開けないで下さい。」等の注意喚起情報が表記されている
。電源基板ケース６９には二つの注意喚起表示部１５２，１９２があるが、高膨らみ部９
７ｃ側の注意喚起表示部１５２には、払い出し制御基板ケース７０の着脱に関係なく喚起
すべき注意情報が表示され、低膨らみ部９７ｂ側の注意喚起表示部１９２には、払い出し
制御基板ケース７０を取り外したときに喚起すべき注意情報が表示されている。
【０１８４】
　払い出し制御基板ケース７０は、図３８、図４１に示すように、電源基板ケース６９の
低膨らみ部９７ｂの裏側に対応する左右長さを有し、その一端側に配置された第１係合手
段１９３と、他端側に配置された第２係合手段１９４とにより、電源基板ケース６９の裏
面側に重ねて着脱自在に装着されている。第１係合手段１９３は、払い出し制御基板ケー
ス７０側の係合部１９３ａと、高膨らみ部９７ｃの近傍で低膨らみ部９７ｂの裏側に一体
に形成され且つ係合部１９３ａが係脱自在に係合する被係合部１９３ｂとにより構成され
ている。第２係合手段１９４は、低膨らみ部９７ｂの裏側に一体に突出する係合爪１９４
ａを有し、この係合爪１９４ａが払い出し制御基板ケース７０に係脱自在に係合するよう
になっている。
【０１８５】
　払い出し制御基板ケース７０を電源基板ケース６９に装着する場合には、第１係合手段
１９３の係合部１９３ａを被係合部１９３ｂに係合した後、その第１係合手段１９３側を
支点として払い出し制御基板ケース７０を電源基板ケース６９の低膨らみ部９７ｂの裏面
側へと回動させながら、他端を第２係合手段１９４の係合爪１９４ａに係合させる。これ
によって第１係合手段１９３と第２係合手段１９４とに払い出し制御基板ケース７０を電
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源基板ケース６９の裏側に装着することができる。
【０１８６】
　払い出し制御基板ケース７０を取り外す場合には、第２係合手段１９４の係合爪１９４
ａを払い出し制御基板ケース７０から外せば、第１係合手段１９３の係合部１９３ａを被
係合部１９３ｂから外すことにより、払い出し制御基板ケース７０を容易に取り外すこと
ができる。
【０１８７】
　このように第１係合手段１９３を高膨らみ部９７ｃ側に配置し、第２係合手段１９４を
反対側に配置することにより、高膨らみ部９７ｃが高温状態の場合にも、やけど等をする
ことなく払い出し制御基板ケース７０を容易且つ安全に着脱することができる。
【０１８８】
　払い出し制御基板ケース７０の払い出し制御基板９８には、押しボタン式のＲＡＭクリ
ア・エラー解除スイッチ（所定操作手段）１９５が設けられている。このＲＡＭクリア・
エラー解除スイッチ１９５の操作部１９５ａは払い出し制御基板ケース７０の裏面に操作
可能に露出しており、払い出し制御基板ケース７０の裏面側からその操作部１９５ａを任
意に操作することができる。一方、払い出し制御基板ケース７０の裏面には、ＲＡＭクリ
ア・エラー解除スイッチ１９５の位置を示す「ＲＡＭクリア・エラー解除スイッチ」等の
位置表記部１９６が設けられている。他の構成は各実施形態と同様である。
【０１８９】
　従って、この位置表記部１９６の表記情報を見れば、ＲＡＭクリア・エラー解除スイッ
チ１９５の配置位置が一目瞭然であり、ＲＡＭクリア時、エラー解除時に際して迅速に対
応することができる。
【０１９０】
　図４２～図４６は本発明の第５の実施形態を例示する。この実施形態では、裏カバー８
５は、図４２に示すように、一端側が上下一対のヒンジ１６７により前枠３の裏側に開閉
自在に枢支され、他端側の上部が係止手段１９８により、他端側の下部がネジ式の固定手
段１９９により夫々着脱自在に固定されている。
【０１９１】
　係止手段１９８は、図４４に示すように、前枠３の側壁部１７に形成された係合凹部１
９８ａと、裏カバー８５の他端側から前枠３の側壁部１７の外前側へと屈曲する屈曲片１
９８ｂと、この屈曲片１９８ｂに形成され且つ係合凹部１９８ａに係脱自在に係合する係
合凸部１９８ｃと、係合凸部１９８ｃが係合凹部１９８ａから離脱する方向に屈曲片１９
８ｂを操作する離脱操作部１９８ｄとを備えている。
【０１９２】
　ネジ式の固定手段１９９は、図４４、図４５、図４６に示すように、前枠３の側壁部１
７の取り付け部１９９ａに形成されたネジ孔１９９ｂと、裏カバー８５の被取り付け部１
９９ｃ側に設けられ且つネジ孔１９９ｂに螺合する取り付けネジ１９９ｄとを備え、取り
付けネジ１９９ｄをネジ孔１９９ｂに螺合することにより裏カバー８５を前枠３の側壁部
１７に固定するようになっている。
【０１９３】
　取り付けネジ１９９ｄは軟質性を有する合成樹脂製の連結板２００に離脱しないように
回動自在に挿通され、また連結板２００と反対側に、この取り付けネジ１９９ｄを軸心廻
りに廻すための回動操作部１９９ｅを有する。連結板２００は帯状であって、その基部側
の係合部２００ａが裏カバー８５の通孔２００ｂに挿通し係合されている。被取り付け部
１９９ｃの先端には、固定手段１９９による固定を解除した後に、裏カバー８５をヒンジ
１６７廻りに開放方向に操作するための開放操作部１９９ｆが設けられている。
【０１９４】
　裏カバー８５の他端側は、このように上部側の係止手段１９８と、下部側のネジ式の固
定手段１９９とにより前枠３の側壁部１７に着脱自在に固定するようにしてもよい。
【０１９５】
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　図４７は本発明の第６の実施形態を例示する。払い出し制御基板ケース７０の裏側の開
封履歴表記部１６０の数は、その払い出し制御基板ケース７０の最大開封可能回数に対応
しておればよい。
【０１９６】
　例えば、払い出し制御基板ケース７０の封止手段１３０が４個の場合には、払い出し制
御基板ケース７０は最大３回まで正規の開封が可能であるため、払い出し制御基板ケース
７０の裏側の開封履歴表記部１６０は、図４７（ａ）に示すように、その最大開封回数に
対応して３個とすればよい。
【０１９７】
　また払い出し制御基板ケース７０の封止手段１３０が２個の場合には、払い出し制御基
板ケース７０は最大１回まで正規の開封が可能であるため、図４７（ｂ）に示すように、
払い出し制御基板ケース７０の裏側の開封履歴表記部１６０は、その最大開封回数に対応
して１個とすればよい。なお、開封履歴表記部１６０は履歴シール１５９を介して払い出
し制御基板ケース７０に設けてもよいし、払い出し制御基板ケース７０に直接設けてもよ
い。
【０１９８】
　また開封履歴表記部１６０は主制御基板ケース６７の開封履歴表記部１３６と同様に、
開封者表記部と年月日表記部とに分けてもよいし、図４７に示すように一行の開封履歴表
記部１６０内に開封者名と開封年月日との両方を記入するようにしてもよい。一行の開封
履歴表記部１６０内に開封者名と開封年月日との両方を記入する場合には、開封履歴表記
部１６０の前半部に対応してその上側に「開封者名」、後半部に対応してその上側に「開
封年月日」の文字を夫々表記しておけば、開封履歴表記部１６０の表記事項を統一するこ
とができる。他の構成は第１の実施形態と同様である。
【０１９９】
　このように払い出し制御基板ケース７０の場合には、１回以上開封可能であり、最大所
定回数まで開封できればよいので、その正規の開封可能回数に応じて開封履歴表記部１６
０を準備しておけばよい。
【０２００】
　図４８、図４９は本発明の第７の実施形態を例示する。裏カバー８５の被取り付け部１
７０を前枠３側の取り付け部２０２に当接させて、その被取り付け部１７０をラッチ手段
１６９により前枠３側の取り付け部２０２に取り付けるに当たっては、図４８（ａ）～（
ｃ）に示すように、裏カバー８５の隅部近傍にラッチ手段１６９、被取り付け部１７０を
配置してもよいし、図４９（ａ）～（ｃ）に示すように、裏カバー８５の外周部の中間部
分にラッチ手段１６９、被取り付け部１７０を配置してもよい。
【０２０１】
　図４７（ａ）～（ｃ）の場合には、ラッチ手段１６９の外周側の四辺の内、その二辺側
が開放状となり、他の二辺側の立ち上がり部１７０ａを介して裏カバー８５の膨らみ部８
５ａができる。この場合には、一方の立ち上がり部１７０ａと操作体１７８との間に、操
作体１７８を摘むに必要な操作空間が設けられている。
【０２０２】
　また図４９（ａ）～（ｃ）の場合には、ラッチ手段１６９の外周側の四辺の内、その一
辺側が開放状となり、他の三辺側の立ち上がり部１７０ａを介して裏カバー８５の膨らみ
部８５ａができる。この場合には、相対向する二辺の立ち上がり部１７０ａと操作体１７
８との間に、操作体１７８を摘むに必要な操作空間が設けられている。裏カバー８５の立
ち上がり部１７０ａ、膨らみ部８５ａは周辺部材を構成しており、これらはラッチ手段１
６９の操作体１７８の突出量よりも十分に大である。また立ち上がり部１７０ａは後方に
なる程、操作体１７８から離れるように傾斜状になっている。
【０２０３】
　このようにラッチ手段１６９の周辺に、その操作体１７８よりも十分に高い周辺部材が
ある場合でも、その周辺部材と操作体１７８との間に所定の操作空間を確保することによ
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り、ラッチ手段１６９を容易に操作することができる。従って、被取り付け部１７０と膨
らみ部８５ａとの間に大きな間隔があるような裏カバー８５、その他のものを取り付ける
場合にも、ラッチ手段１６９を採用することが可能である。
【０２０４】
　図５０は本発明の第８の実施形態を例示する。演出制御基板ケース６５には、その第１
ケース体８９と第２ケース体９０とを結合する結合手段２０４に近接して被取り付け部１
１９及びラッチ手段１６９を設けてもよい。結合手段２０４は第１ケース体８９の取り付
け部２０５と、第２ケース体９０の被取り付け部２０６と、第２ケース体９０の被取り付
け部２０６側から第１ケース体８９の取り付け部２０５に螺合して両ケース体８９，９０
を着脱自在に固定するネジ２０７とを備えている。
【０２０５】
　第２ケース体９０の被取り付け部２０６には、第１ケース体８９の取り付け部２０５を
外周から取り囲む外周壁２０６ａと、ネジ２０７を外周から取り囲む外周壁２０６ｂとが
一体に設けられている。
【０２０６】
　ラッチ手段１６９用の被取り付け部１１９は第１ケース体８９側に設けられており、こ
の被取り付け部１１９には、前枠３側の取り付け部１２１を外周から取り囲む外周壁１１
９ｃと、ラッチ手段１６９を外周から取り囲む外周壁１１９ｄとが一体に設けられている
。第２ケース体９０の膨らみ部９０ａは周辺部材を構成するものであり、その突出量はラ
ッチ手段１６９の操作体１７８の突出量よりも十分に大である。
【０２０７】
　演出制御基板ケース６５の取り付けにラッチ手段１６９を採用する場合には、このよう
に構成することも可能である。勿論、演出制御基板ケース６５以外の他の開閉部材、着脱
部材の取り付けにラッチ手段１６９を採用する場合にも同様である。なお、被取り付け部
１１９の両側の外周壁１１９ｃ，１１９ｄの内、その何れか一方又は両方を省略してもよ
い。
【０２０８】
　図５１は本発明の第９の実施形態を例示する。配線路部材１４６は、図５１（ａ）及び
（ｂ）に示すように、配線方向に所定間隔を置いて複数の係止具１４６ｃを配置すること
により構成してもよい。係止具１４６ｃはフック状その他の形状であって、基板取り付け
台６８の裏側上部等の所定箇所に所定間隔を置いて複数配置されている。
【０２０９】
　このような構成の配線路部材１４６を使用する場合には、電源コード１４４、アース線
１４５を配線する際に、その各係止具１４６ｃに電源コード１４４、アース線１４５を引
き掛けて係止する。
【０２１０】
　なお、係止具１４６ｃには任意の形状、構造のものが使用可能である。また係止具１４
６ｃ以外のもの、例えば図５１（ｃ）に示すように下側の受け部１４６ｄと、上側の押え
部１４６ｅとを上下に備えた保持具１４６Ａを使用し、その受け部１４６ｄと押え部１４
６ｅとの間に電源コード１４４、アース線１４５を後側から押し込んで保持するようにし
てもよい。従って、配線路部材１４６は、電源コード１４４等を配線状態に維持できるも
のであれば十分である。
【０２１１】
　図５２～図６９は本発明の第１０の実施形態を例示し、上述した第１～第９の実施形態
のパチンコ機に、大当たり確率が異なる複数種類の設定の何れかを選択可能な設定変更機
能を搭載した例を示している。
【０２１２】
　本実施形態では、図５２に示すように、遊技情報クリア手段１６２、設定変更操作手段
２１３等の操作手段と、性能情報表示手段２１４等の表示手段とが例えば主制御基板８６
に接続されている。遊技情報クリア手段１６２と設定変更操作手段２１３とは何れも主制
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御基板ケース６７の外側から操作可能な状態で、また性能情報表示手段２１４は主制御基
板ケース６７の外側から視認可能な状態で、夫々主制御基板８６に装着されている。なお
本実施形態では、遊技情報クリア手段１６２、設定変更操作手段２１３、性能情報表示手
段２１４は、裏カバー８５で覆われない位置に配置されている。
【０２１３】
　遊技情報クリア手段１６２は、電源投入時にＲＡＭクリアを行う場合に操作するもので
、主制御基板ケース６７の外側から例えば押下操作可能となっている。また設定変更操作
手段２１３は、設定変更を行う場合等に操作するもので、主制御基板ケース６７の外側か
ら例えば専用の設定キーを鍵穴に差し込んで回転操作することによりＯＮ／ＯＦＦの切り
替えが可能となっている。本実施形態では、この設定変更操作手段２１３等を操作するこ
とにより、大当たり確率、即ち特別図柄が大当たり態様となる確率（乱数抽選で当選する
確率）を複数段階（ここでは設定１～６の６段階）に変更可能となっている。設定変更等
の詳細については後述する。
【０２１４】
　性能情報表示手段２１４は、設定表示手段２１５と性能表示手段２１６とを構成するも
ので、例えば４桁の７セグＬＥＤ２１４ａ～２１４ｄを備え、透明な主制御基板ケース６
７を通して視認可能となるように例えば主制御基板ケース６７内で主制御基板８６に装着
されており、第１期間中は設定表示手段２１５として機能し、第１期間とは異なる第２期
間中は性能表示手段２１６として機能するようになっている。
【０２１５】
　設定表示手段（第１表示手段）２１５は、設定１～６の何れが選択されているかを示す
設定情報を表示するもので、例えば設定１～６に対応して「１」～「６」、「１．」～「
６．」の何れかを、例えば４桁の性能情報表示手段２１４のうちの７セグＬＥＤ２１４ａ
に表示可能であり、例えば設定変更期間中は確定前の設定情報をドット付きの「１．」～
「６．」で、設定確認期間中は確定された設定情報をドットなしの「１」～「６」で夫々
表示可能となっている。
【０２１６】
　性能表示手段（第２表示手段）２１６は、いわゆるベース値を７セグＬＥＤ２１４ａ～
２１４ｄに表示するものである。ベース値は、遊技実績に基づいて得られる性能情報の一
例であり、例えば「（低確率状態での払い出し個数÷低確率状態でのアウト個数）×１０
０」で算出される。なお本実施形態の性能表示手段２１６は、第１ベース値，第２ベース
値の２種類のベース値を切り替え表示可能となっている。第１ベース値は、所定時点から
アウト個数が所定個数（例えば６００００個）に達するまでを単位期間としてその単位期
間中におけるリアルタイムでのベース値であり、第２ベース値は前回の単位期間における
累計のベース値である。もちろん、例えば前々回の単位時間における累計のベース値を第
３ベース値として表示する等、３種類以上のベース値を切り替え可能としてもよい。
【０２１７】
　以上のように、遊技情報クリア手段１６２、設定変更操作手段２１３、性能情報表示手
段２１４（設定表示手段２１５及び性能表示手段２１６）は、何れもパチンコ機１の後側
に配置されており、それらにアクセスするためには解錠して前枠３を開放する必要がある
ため、遊技者は遊技情報クリア手段１６２、設定変更操作手段２１３を操作することがで
きず、また性能情報表示手段２１４（設定表示手段２１５、性能表示手段２１６）の表示
内容を見ることもできない。
【０２１８】
　また本実施形態では、遊技盤１６における例えば遊技領域２０の外側に、パチンコ機１
の前側から視認可能な状態で遊技情報表示手段２１１（図５３）を配置し、この遊技情報
表示手段２１１に、普通図柄表示手段２９、特別図柄表示手段３０、普通保留個数表示手
段３１、特別保留個数表示手段３３等を設けている。
【０２１９】
　遊技情報表示手段２１１は、演出制御基板（演出制御手段）８７を介することなく主制
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御基板（主制御手段）８６によって直接的に制御される表示手段であって、例えば８個の
ＬＥＤ２１２で構成されるＬＥＤグループを例えば４つ備えており、それら計３２個のＬ
ＥＤ２１２が、普通図柄表示手段２９、特別図柄表示手段３０、普通保留個数表示手段３
１、特別保留個数表示手段３３を含む複数種類の表示手段に所定個数ずつ割り当てられて
いる。本実施形態では、第１ＬＥＤグループ２１１ａに属する８個のＬＥＤ２１２が特別
図柄表示手段３０を構成し、第３ＬＥＤグループ２１１ｃに属する８個のＬＥＤ２１２の
うちの例えば２個が普通保留個数表示手段３１、その他の２個が特別保留個数表示手段３
３を構成し、第４ＬＥＤグループ２１１ｄに属する８個のＬＥＤ２１２のうちの例えば２
個が普通図柄表示手段２９を構成している。その他のＬＥＤ２１２の割り当てについては
省略する。
【０２２０】
　また本実施形態では、遊技情報表示手段２１１と性能情報表示手段２１４とについてダ
イナミック点灯方式により駆動制御を行うようになっている。図５４に示すように、主制
御基板８６のＬＥＤコモンポートからは１バイトのダイナミック点灯コモンＣ０～Ｃ７の
走査信号を出力可能であり、それらのうち、ダイナミック点灯コモンＣ０～Ｃ３のライン
が遊技情報表示手段２１１のＬＥＤグループ２１１ａ～２１１ｄに、ダイナミック点灯コ
モンＣ４～Ｃ７のラインが性能情報表示手段２１４の７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄに
夫々接続されている。
【０２２１】
　また、主制御基板８６のＬＥＤデータポート１，２からは夫々１バイトのダイナミック
点灯データＤ１０～Ｄ１７，Ｄ２０～Ｄ２７を出力可能であり、ＬＥＤデータポート１の
ダイナミック点灯データＤ１０～Ｄ１７のラインが遊技情報表示手段２１１のＬＥＤグル
ープ２１１ａ～２１１ｄに、ＬＥＤデータポート２のダイナミック点灯データＤ２０～Ｄ
２７のラインが性能情報表示手段２１４の７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄに夫々接続さ
れている。
【０２２２】
　続いて、電源投入時に主制御基板８６において実行される電源投入処理（図５５）につ
いて説明する。この電源投入処理（図５５）では、まずタイマ割込み等の割込み処理が実
行されないように割込み禁止とし（Ｓ１）、スタックポインタを設定する（Ｓ２）と共に
、第１電源異常チェック処理でのスタック使用に備えて、ＲＡＭのプロテクト及び禁止領
域を無効とする（Ｓ３）。そして、後述する設定変更処理中に電源のＯＦＦ／ＯＮが行わ
れた可能性を考慮して、外部出力端子から出力するセキュリティ信号をＯＦＦにすると共
に、設定表示手段２１５への設定情報の表示に関する設定表示用データをクリアし、また
不用意な発射許可信号の出力を防止すべく発射許可信号もＯＦＦにする（Ｓ４）。
【０２２３】
　続いて、第１電源異常チェック処理（Ｓ５）を実行する。この第１電源異常チェック処
理では、図５８に示すように、ＷＤＴクリア処理（Ｓ５１ａ）を実行した後、電源異常信
号がＯＮであるか否かを判定し（Ｓ５１）、電源異常信号がＯＮであれば（Ｓ５１：Ｙｅ
ｓ）、電源投入処理の冒頭（図５５のＳ１）に移行するようになっている。
【０２２４】
　第１電源異常チェック処理（Ｓ５）で電源異常信号がＯＮでないと判定された場合には
（図５８のＳ５１：Ｎｏ）、図５５のＳ６に移行する。このＳ６では、ＣＰＵ内のレジス
タ値等に関する各種初期設定を行うと共に、割込みモード、割込み優先順位、内部ハード
乱数等の設定を行う。そして、サブ基板起動待ち時間をセットし（Ｓ７）、サブ基板起動
待ち時間が０になるまで（Ｓ１１）、サブ基板起動待ち時間の減算処理（Ｓ８）、ＷＤＴ
クリア処理（Ｓ９）、Ｓ５と同様の第１電源異常チェック処理（Ｓ１０，図５８）を繰り
返し実行する。
【０２２５】
　サブ基板起動待ち時間が０になると（Ｓ１１：Ｙｅｓ）、演出制御基板８７に対して待
機画面表示コマンド（ＢＡ０１Ｈ）を送信する（Ｓ１２）。演出制御基板８７が待機画面
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表示コマンド（ＢＡ０１Ｈ）を受信すると、例えば液晶表示手段２２には「Ｐｌｅａｓｅ
　Ｗａｉｔ」等の表示が行われるが、前枠３等に設けられた電飾手段は消灯し、スピーカ
４６からはＢＧＭ等の音声は出力されず（消音）、遊技盤１６等に配置された可動演出手
段は例えば原点位置に停止した状態が維持される（変化無し）。
【０２２６】
　そして、払い出し制御基板９８の電源投入信号がＯＮであるか否かの判定（Ｓ１４）を
、電源投入信号がＯＮであると判定されるまで（Ｓ１４：Ｙｅｓ）、第１電源異常チェッ
ク処理（Ｓ１３，図５８）を実行しつつ繰り返し行うことにより、払い出し制御基板９８
の起動確認を行う。
【０２２７】
　続いて図５６に示すＳ１５～Ｓ２４の処理（第１処理）に移行する。このＳ１５～Ｓ２
４の処理は、設定変更処理（Ｓ１７）及びＲＡＭクリア処理（Ｓ１８）を実行する「設定
変更」、設定変更処理（Ｓ１７）を実行することなくＲＡＭクリア処理（Ｓ１８）を実行
する「ＲＡＭクリア」、設定確認処理（Ｓ２３）及びバックアップ復帰処理（Ｓ２４）を
実行する「設定確認」、設定確認処理（Ｓ２３）を実行することなくバックアップ復帰処
理（Ｓ２４）を実行する「バックアップ復帰」、電源再投入待ち処理（Ｓ２０）を実行す
る「ＲＡＭ異常」の５種類の処理態様の何れかで行われる。
【０２２８】
　また、これら５種類の処理態様のうち、「ＲＡＭ異常」を除く４種類については、設定
変更操作手段２１３のＯＮ／ＯＦＦ状態、前枠３（扉）の開放／閉鎖状態、遊技情報クリ
ア手段１６２のＯＮ／ＯＦＦ状態の組み合わせに応じて選択される。なお本実施形態のパ
チンコ機は、前枠３が外枠２に対して開放しているか否かを検出可能な扉開放スイッチ（
図示省略）を備えており、この扉開放スイッチの検出信号に基づいて前枠３の開放／閉鎖
状態を判定可能となっている。
【０２２９】
　以下、Ｓ１５～Ｓ２４の処理について、図５６のフローチャートを参照しつつ、図５９
に示すソースプログラムに従って詳細に説明する。なお図５９には、Ｓ１５～Ｓ２４のソ
ースプログラムが、メモリ上の記憶順序に沿って記載されている。また、そのソースプロ
グラムの右側には、上述した「設定変更」、「ＲＡＭクリア」、「設定確認」、「バック
アップ復帰」、「ＲＡＭ異常」の５種類の処理態様毎に、実行する処理とそれらの実行順
序とを、矢印とその右上の数字とで示している。
【０２３０】
　入力ポートデータ取得処理（Ｓ１５）では、図５９に示すように、まず入力ポート１（
Ｐ＿ＩＮＰＴ１）のデータをＷレジスタに入力する（Ｓａ１）。本実施形態では、入力ポ
ート１（Ｐ＿ＩＮＰＴ１）の第０～７ビットに対応する入力信号は図６０に示すようにな
っており、設定変更操作手段２１３のＯＮ／ＯＦＦ信号は第０ビットに、扉開放スイッチ
のＯＮ／ＯＦＦ信号（扉開放信号）は第５ビットに、遊技情報クリア手段１６２のＯＮ／
ＯＦＦ信号は第６ビットに、夫々入力される。Ｓａ１では、その入力ポート１（Ｐ＿ＩＮ
ＰＴ１）の第０～７ビットのデータがＷレジスタの第０～７ビットに夫々入力される。
【０２３１】
　次に、Ｗレジスタの値とマスクデータ“０１１００００１Ｂ”との論理積（ＡＮＤ）を
求めることにより、設定変更操作手段２１３のＯＮ／ＯＦＦ信号に対応する第０ビット、
扉開放スイッチのＯＮ／ＯＦＦ信号（扉開放信号）に対応する第５ビット、遊技情報クリ
ア手段１６２のＯＮ／ＯＦＦ信号に対応する第６ビット以外のビットをマスクし、Ｗレジ
スタをそのマスク後のデータに更新する（Ｓａ２）。
【０２３２】
　図６１に示すように、Ｗレジスタの第０ビットは、設定変更操作手段２１３がＯＮの場
合に１、ＯＦＦの場合に０となり、同じく第５ビットは、扉（前枠３）が開放している場
合に１、閉鎖している場合に０となり、同じく第６ビットは、遊技情報クリア手段１６２
がＯＮの場合に１、ＯＦＦの場合に０となる。なお、Ｗレジスタの第０，５，６ビットの
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組み合わせは図６１に示す８種類存在する。以下の説明では、Ｗレジスタの第０，５，６
ビットの値ｗ０，ｗ５，ｗ６の組み合わせを、必要に応じてＷ（ｗ０，ｗ５，ｗ６）で表
現する。
【０２３３】
　以上の入力ポートデータ取得処理（Ｓ１５）に続いては、設定変更分岐判定処理（Ｓ１
６）を実行する。この設定変更分岐判定処理（Ｓ１６）は、処理態様として「設定変更」
を選択するか否かを判定するもので、図５９に示すように、まずＷレジスタの値と“０１
１００００１Ｂ”とを比較してそれらの差を求める（Ｓｂ１）。これにより得られる値は
、Ｗレジスタの第０，５，６ビットが全て１の場合（＝Ｗ（１，１，１））、即ち扉（前
枠３）が開放し、設定変更操作手段２１３と遊技情報クリア手段１６２とが共にＯＮの場
合に０となる。なお、得られた値（差）が０であれば例えばゼロフラグに１がセットされ
る。そして、Ｓｂ１で得られた値が０であれば（ゼロフラグ＝１）、即ちＷ（１，１，１
）であれば、処理態様として「設定変更」が選択され、次の設定変更処理（Ｓ１７）へと
移行して設定変更期間が開始する。
【０２３４】
　設定変更処理（Ｓ１７）では、まずＢＡ５ＡＨ（設定変更中コマンドデータ）をＤＥレ
ジスタに格納し（Ｓｃ１）、コマンド送信処理（Ｓｃ２）によってそのコマンドデータを
送信する。なお、演出制御基板８７が設定変更中コマンド（ＢＡ５ＡＨ）を受信すると、
例えば液晶表示手段２２には設定変更期間中であることを示す「設定変更中です」等の表
示が行われると共に、電飾手段が例えば所定の設定変更中パターンで発光し、スピーカ４
６からは所定の設定変更中音が出力されるが、可動演出手段については例えば原点位置に
停止した状態が維持される（変化無し）。
【０２３５】
　次に、設定処理のサブルーチン（Ｍ＿ＳＥＴＴＥＩ）を実行する（Ｓｃ３）。この設定
処理（Ｓｃ３）では、図６２（ａ）に示すように、まずバックアップフラグをクリアする
（Ｓ６０）と共に入力データ作成処理（Ｓ６１）を実行する。この入力データ作成処理（
Ｓ６１）は、遊技情報クリア手段１６２、設定変更操作手段２１３等の入力情報を取得す
るもので、例えばタイマ割込み処理における入力管理処理（図６４のＳ１３３）から呼び
出されるようになっている。
【０２３６】
　次に、ＲＡＭの設定値ワーク領域から設定値データを読み出して設定作業値として例え
ばＣレジスタにセットする（Ｓ６２）。本実施形態では、設定１～６の何れかを選択可能
であり、ＲＡＭ上の設定値ワーク領域には、それら設定１～６の何れが選択されているか
に応じて例えば０～５の何れかの設定値データが格納されている。そして、Ｃレジスタの
設定作業値が０～５の範囲内にない場合には（Ｓ６３：Ｎｏ）、Ｃレジスタ（設定作業値
）に例えば０を格納する（Ｓ６４）。即ち、設定値データが正常範囲内になければ、Ｃレ
ジスタ（設定作業値）に設定１に対応する０を強制的にセットする。もちろん、Ｃレジス
タ（設定作業値）にセットする値は０に限られるものではなく、正常範囲内（０～５）の
何れかであればよい。
【０２３７】
　続いて、第１電源異常チェック処理（Ｓ６５，図５８）を実行し、セキュリティ信号を
外部出力端子から出力する（Ｓ６６）。そして、チャタリング防止待ち時間をセットし（
Ｓ６７）、そのチャタリング防止待ち時間が０になるまで（Ｓ６９：Ｙｅｓ）、チャタリ
ング防止待ち時間の減算処理（Ｓ６８）を繰り返し実行する。本実施形態では、設定変更
操作手段２１３がＯＦＦになるまで（Ｓ７６：Ｙｅｓ）、Ｓ６５～Ｓ７５の処理が高速で
繰り返され、その度に設定変更操作があったか否か、即ち遊技情報クリア手段１６２がＯ
ＦＦ→ＯＮに変化したか否かが判定されるが（後述するＳ７１）、Ｓ６７～Ｓ６９により
チャタリング防止待ち時間を設けることにより、遊技情報クリア手段１６２のチャタリン
グによる誤検出を防止できる。
【０２３８】
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　チャタリング防止待ち時間が０になると（Ｓ６９：Ｙｅｓ）、入力データ作成処理（Ｓ
７０）を実行し、所定の設定変更操作が行われたか否かを判定する（Ｓ７１）。本実施形
態では、遊技情報クリア手段１６２を設定変更操作用にも利用しており、Ｓ７１では遊技
情報クリア手段１６２のＯＮエッジを検出した場合に設定変更操作が行われたものと判定
するようになっている。なお本実施形態では、遊技情報クリア手段１６２の入力情報を取
得する入力データ作成処理を、Ｓ７１の直前のＳ７０だけでなく、設定処理の開始直後の
Ｓ６１でも実行するようになっている。これは、遊技情報クリア手段１６２が押下された
ままの状態で設定処理（図６２（ａ））が開始された場合に、いきなり遊技情報クリア手
段１６２のＯＮエッジが立ってしまったとしても、それをＳ６１で空検出することにより
、Ｓ７１での判断に影響を与えないようにするためである。
【０２３９】
　そして、Ｓ７１で設定変更操作が行われたと判定されることを条件に（Ｓ７１：Ｙｅｓ
）、設定作業値の更新処理（Ｓ７２～Ｓ７４）を実行する。即ち、設定作業値をインクリ
メントし（Ｓ７２）、インクリメント後の設定作業値が０～５の範囲内にない場合（Ｓ７
３：Ｎｏ）には設定作業値に０をセットする（Ｓ７４）。
【０２４０】
　次に、設定作業値に基づいて、設定表示手段２１５に表示する設定情報を指定するため
の設定表示用データを作成し、出力する（Ｓ７５）。このＳ７５の処理を、図６２（ｂ）
に示すソースプログラムに従って具体的に説明すると、まず設定表示データテーブルの先
頭アドレスをＨＬレジスタにセットする（Ｓ７５ａ）。設定表示データテーブルは、図６
２（ｃ）に示すように、設定１～６の６種類の設定情報に対応する各１バイトの表示パタ
ーンデータで構成されている。
【０２４１】
　次に、Ｃレジスタに格納されている設定作業値（Ｓ６２～Ｓ６４参照）をＡレジスタに
転送し（Ｓ７５ｂ）、ＨＬレジスタの値（設定表示データテーブルの先頭アドレス）にＡ
レジスタの値（設定作業値）を加算して得られたアドレス（設定表示データテーブルにお
ける設定作業値０～５の何れかに対応するアドレス）から表示パターンデータを読み出し
てＷレジスタにセットする（Ｓ７５ｃ）。これにより、Ｗレジスタには、例えば設定作業
値が０であれば「１」を表示するための“０００００１１０Ｂ”が、設定作業値が５であ
れば「６」を表示するための“０１１１１１０１Ｂ”がセットされる。
【０２４２】
　そして、そのＷレジスタの値と、「．（ドット）」に対応する表示パターンデータであ
る“１０００００００Ｂ”との論理和（ＯＲ）を求めてＷレジスタの値を更新する（Ｓ７
５ｄ）。これにより、Ｗレジスタにセットされている表示パターンデータは、「１」～「
６」に「．（ドット）」が付加された「１．」～「６．」の何れかとなる。
【０２４３】
　次に、７セグ表示部２１４ａに対応するコモンＣ４（図５４）をＯＮにするコモンデー
タ“０００１００００Ｂ”をＡレジスタにセットし（Ｓ７５ｅ）、Ａレジスタの値をＬＥ
Ｄコモンポート（図５４）に、Ｗレジスタの値をＬＥＤデータポート２（図５４）に夫々
出力する（Ｓ７５ｆ）。これにより、設定作業値（０～５の何れか）に対応して「１．」
～「６．」の何れかが設定表示手段２１５、即ち性能情報表示手段２１４の７セグ表示部
２１４ａに表示される。
【０２４４】
　このように、Ｓ７５では設定作業値に基づいて設定表示用データを作成するため、設定
変更期間中に設定表示手段２１５に表示される値（例えば１～６の何れか）はその時点の
設定情報（設定値ワーク領域の値）ではなく、確定前の暫定的な設定情報を示している。
また、そのことを明示すべく、設定表示手段２１５には「１」～「６」に「．（ドット）
」を付加して表示するようになっている。
【０２４５】
　以上のＳ６５～Ｓ７５の処理を、設定変更終了条件が満たされるまで（Ｓ７６：Ｙｅｓ
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）繰り返し実行する。本実施形態では、設定変更操作手段２１３のＯＦＦエッジを検出し
た場合に設定変更終了条件が満たされたと判定する。以上の処理により、設定変更期間中
は、遊技情報クリア手段１６２の押下回数に応じて設定作業値が０～５の範囲で循環的に
変更され、それに応じて設定表示手段２１５には「１．」～「６．」の表示が循環的に切
り替えられる。
【０２４６】
　設定変更期間中に設定変更終了条件が満たされると（Ｓ７６：Ｙｅｓ）、設定変更期間
を終了し、Ｃレジスタの設定作業値を、設定値ワーク領域に格納する（Ｓ７７）。これに
より、設定変更期間中に遊技情報クリア手段１６２の操作により変更された暫定的な設定
作業値が設定値データとして確定する。そして、設定表示用データをクリアして設定表示
手段２１５による設定情報の表示を終了する（Ｓ７８）と共に、セキュリティ信号をＯＦ
Ｆにし（Ｓ７９）、演出制御基板８７に対して設定変更完了コマンド（ＢＡ０９Ｈ）を送
信し（Ｓ８０）、設定処理を終了する。なお、演出制御基板８７が設定変更完了コマンド
（ＢＡ０９Ｈ）を受信すると、例えば液晶表示手段２２には設定変更期間が終了したこと
を示す「設定が変更されました」等の表示が行われると共に、電飾手段が全て点灯し、ス
ピーカ４６から出力されていた設定変更中音の出力は終了し、可動演出手段については引
き続き原点位置に停止した状態が維持される（変化無し）。
【０２４７】
　このように本実施形態では、電源投入時に設定変更操作手段２１３と遊技情報クリア手
段１６２とが共にＯＮで且つ扉開放中である場合（Ｗレジスタの第０，５，６ビットが全
て１の場合）には、設定変更操作手段２１３がＯＦＦに切り替えられるまでの設定変更期
間中、設定表示手段２１５に表示される設定情報（例えば「１．」～「６．」の何れか）
を参照しつつ、遊技情報クリア手段１６２を押下することによって設定作業値を設定１～
６の範囲で変更することができ、その後に設定変更操作手段２１３をＯＦＦに切り替える
ことによってその暫定の設定作業値を設定値データとして確定させることができる。
【０２４８】
　図５６及び図５９に戻って説明を続ける。以上の設定変更処理（Ｓ１７）が終了すると
、続いてＲＡＭクリア処理（Ｓ１８）を実行する。このＲＡＭクリア処理（Ｓ１８）では
、図５９に示すように、まずＲＡＭクリア時コマンド送信アドレステーブルのアドレスを
ＨＬレジスタにセットし（Ｓｄ１）、そのコマンド送信アドレステーブルに基づいて送信
コマンドテーブル選択処理（Ｓｄ２）を実行する。これにより、演出制御基板８７に対し
てＲＡＭクリアコマンド（ＢＡ０２Ｈ）、スペックコマンド（Ｆ６１１Ｈ）、客待ち中コ
マンド（ＢＡ０４Ｈ）が順次送信される。演出制御基板８７がＲＡＭクリアコマンド（Ｂ
Ａ０２Ｈ）を受信すると、例えば液晶表示手段２２にはＲＡＭクリア中であることを示す
「ＲＡＭクリア中です」等の表示が行われると共に、電飾手段が全て点灯し、スピーカ４
６からは所定のＲＡＭクリア音が出力されるが、可動演出手段６７については引き続き原
点位置に停止した状態が維持される（変化無し）。なお、液晶表示手段２２には、例えば
「ＲＡＭクリア中です」等の表示終了後に、演出図柄３２ａ～３２ｃによる所定の図柄態
様、例えば「７・３・１」（低確画面）が表示される。
【０２４９】
　そして、設定値ワークの次のアドレスをＨＬレジスタにセットし（Ｓｄ３）、０クリア
処理の回数（ここでは２５６－３）をＢレジスタにセットする（Ｓｄ４）と共に、０クリ
ア処理をコールする（Ｓｄ５）。本実施形態では、ＲＡＭ上の０～２５５バイトの範囲が
領域内のワークエリア（領域内ＲＡＭ）として、また２５６～５１１バイトの範囲が領域
外のワークエリア（領域外ＲＡＭ）として夫々割り当てられており、領域内ＲＡＭの先頭
が設定値ワーク領域となっている。また、領域内ＲＡＭの末尾から所定バイト分はスタッ
ク領域として使用され、例えばＳｄ５においてはサブルーチンコール後の復帰アドレスが
一時的に格納されるようになっている。従って、上記Ｓｄ３～Ｓｄ５により、設定値ワー
ク領域と、サブルーチンコール後の復帰アドレスが格納されたスタック領域とを除く領域
内ＲＡＭの２５３バイト分の領域が０クリアされる。
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【０２５０】
　続いて、初期値設定データテーブルの先頭アドレスをＨＬレジスタにロードし（Ｓｄ６
）、データセット処理をコールすることにより（Ｓｄ７）、一部のデータに初期値を設定
した後、ＳＹＳＴＥＭ＿１２００、即ち図５６に示すＳ２５へとジャンプする（Ｓｄ８）
。
【０２５１】
　このように、電源投入時のＲＡＭクリア処理（Ｓ１８）では、領域内ＲＡＭと領域外Ｒ
ＡＭとのうち、領域内ＲＡＭのみが初期化され、領域外ＲＡＭは初期化されない。なお、
領域外ＲＡＭは、主に性能表示手段２１６の表示に関するデータを記憶する領域であり、
カウント値、計数値、表示値などのデータが記憶される。領域内ＲＡＭは、領域外ＲＡＭ
に記憶された性能表示手段２１６以外の遊技に関するデータが記憶される。このように、
ＲＡＭ領域を区分し、電源投入時のＲＡＭクリア処理では領域外ＲＡＭを初期化しないよ
うにすることで、ＲＡＭクリア処理が行われた場合であっても性能表示手段２１６に関す
るカウント値、計数値、表示値などのデータを電断を跨いで引き継ぐことが可能である。
【０２５２】
　Ｓ１６の設定変更分岐判定処理に戻って説明を続ける。このＳ１６でＷレジスタの第０
，５，６ビットの少なくとも１つが１でない（≠Ｗ（１，１，１））と判定した場合、即
ち処理態様として「設定変更」が選択されなかった場合には、図５９のＳＹＳＴＥＭ＿６
００、即ちＲＡＭ異常判定処理（Ｓ１９）へとジャンプする。このＲＡＭ異常判定処理（
Ｓ１９）は、処理態様として「ＲＡＭ異常」を選択するか否かを判定するもので、図５９
に示すように、まずＲＡＭ異常か否かの判定を行う（Ｓｅ１，Ｓｅ２）。即ち、領域内Ｒ
ＡＭの設定値ワーク領域から設定値データを取得し、その設定値データと６とを比較して
それらの差を求める（Ｓｅ１）。本実施形態の場合、ＲＡＭ上の設定値ワーク領域には、
設定１～６の何れが選択されているかに応じて０～５の何れかの設定値データが格納され
ているはずであるから、ＲＡＭに異常がなければ、設定値データと６との差は負の値とな
る。従って、その差が負の値でなければ（キャリーフラグ≠１）、ＲＡＭ異常と判断して
ＳＹＳＴＥＭ＿７００、即ち電源再投入待ち処理（Ｓ２０）にジャンプする（Ｓｅ２）。
【０２５３】
　またＲＡＭ異常でない場合には、バックアップ異常か否かの判定を行う（Ｓｅ３，Ｓｅ
４）。即ち、バックアップフラグと５ＡＨとを比較してそれらの差を求める（Ｓｅ３）。
なお、バックアップフラグは後述する第２電源異常チェック処理（図６５）のＳ１６０で
５ＡＨに設定される。そして、その差が０でなければ（ゼロフラグ≠１）、バックアップ
異常と判断して次のＳＹＳＴＥＭ＿７００、即ち電源再投入待ち処理（Ｓ２０）へと移行
する（Ｓｅ４）。
【０２５４】
　電源再投入待ち処理（Ｓ２０）では、まずＢＡ０７Ｈ（電源再投入コマンドデータ）を
ＤＥレジスタに格納し（Ｓｆ１）、コマンド送信処理（Ｓｆ２）によってそのコマンドデ
ータを送信すると共に、バックアップフラグをクリアする（Ｓｆ３）。演出制御基板８７
が電源再投入コマンド（ＢＡ０７Ｈ）を受信すると、例えば液晶表示手段２２には「ＲＡ
Ｍエラー　電源再投入して設定を１に決定してください」等の表示が行われるが、電飾手
段は消灯し、スピーカ４６からはＢＧＭ等の音声は出力されず（消音）、可動演出手段は
引き続き原点位置に停止した状態が維持される（変化無し）。
【０２５５】
　そして、第１電源異常チェック処理（図５８）を無限に繰り返す電源再投入待ち状態と
なる（Ｓｆ４，Ｓｆ５）。このように本実施形態では、ＲＡＭ異常又はバックアップ異常
の場合には、電源再投入待ち状態に移行することにより、強制的に電源を再投入させるよ
うに構成されている。なお、ＲＡＭ異常により電源再投入待ち処理（Ｓ２０）が実行され
た場合、次の電源再投入時にＷ（１，１，１）でない場合には再びＲＡＭ異常と判定され
、電源再投入待ち処理（Ｓ２０）が実行される。よって、電源再投入待ちとなって電源を
再投入する際には、扉（前枠３）を開放し、設定変更操作手段２１３と遊技情報クリア手
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段１６２とを共にＯＮにすることによって設定変更処理（Ｓ１７）を実行させ、設定値を
任意の値に設定する必要がある。
【０２５６】
　Ｓ１９のＲＡＭ異常判定処理に戻って説明を続ける。Ｓ１９でＲＡＭ異常でもバックア
ップ異常でもないと判定された場合には、図５９のＳＹＳＴＥＭ＿８００、即ちＲＡＭク
リア分岐判定処理（Ｓ２１）へと移行する。このＲＡＭクリア分岐判定処理（Ｓ２１）は
、処理態様として「ＲＡＭクリア」を選択するか否かを判定するもので、図５９に示すよ
うに、まずＷレジスタの第６ビットの値をキャリーフラグ（ＣＦ）に転送する（Ｓｇ１）
。そして、そのキャリーフラグ（Ｗレジスタの第６ビット）が１であれば、即ち遊技情報
クリア手段１６２がＯＮであれば、処理態様として「ＲＡＭクリア」が選択され、ＳＹＳ
ＴＥＭ＿５００、即ち上述したＲＡＭクリア処理（Ｓ１８）へとジャンプするが（Ｓｇ２
）、そうでなければ次のＳＹＳＴＥＭ＿９００、即ち設定確認分岐判定処理（Ｓ２２）へ
と移行する。
【０２５７】
　なお本実施形態では、Ｗレジスタの第０，５，６ビットの値の８種類の組み合わせのう
ち、ＲＡＭクリア分岐判定処理（Ｓ２１）が実行されるのはＷ（１，１，１）以外の７種
類の場合である。そしてそれら７種類のうち、処理態様として「ＲＡＭクリア」が選択さ
れるのはＷ（１，０，１）、Ｗ（０，１，１）、Ｗ（０，０，１）の３種類の場合である
から（図６１参照）、このＳ２１ではＷレジスタの第０，５，６ビットのうちの第６ビッ
トのみを判定すれば足りる。
【０２５８】
　Ｓ２１でＷレジスタの第６ビットが１でないと判定された場合に移行する設定確認分岐
判定処理（Ｓ２２）は、「設定確認」の処理態様を選択するか否かを判定するもので、図
５９に示すように、まずＷレジスタの値と“００１００００１Ｂ”とを比較してそれらの
差を求める（Ｓｈ１）。これにより得られる値は、Ｗレジスタの第０，５ビットが１で第
６ビットが０の場合（＝Ｗ（１，１，０））、即ち扉（前枠３）が開放し、設定変更操作
手段２１３がＯＮ、遊技情報クリア手段１６２がＯＦＦの場合に０となる（図６１参照）
。なお、得られた値（差）が０であれば例えばゼロフラグに１がセットされる。そして、
Ｓｈ１で得られた値が０でなければ（ゼロフラグ＝０）、即ちＷ（１，１，０）でなけれ
ば、「設定確認」ではなく「バックアップ復帰」の処理態様が選択され、次の設定確認処
理（Ｓ２３）をスキップしてＳＹＳＴＥＭ＿１１００、即ちバックアップ復帰処理（Ｓ２
４）へと移行（ジャンプ）する（Ｓｈ２）。
【０２５９】
　本実施形態では、Ｗレジスタの第０，５，６ビットの値の８種類の組み合わせのうち、
設定確認分岐判定処理（Ｓ２２）が実行されるのは第６ビットが０の４種類の場合のみで
ある。そして、それら４種類のうち、処理態様として「設定確認」が選択されるのはＷ（
１，１，０）の場合のみであり、それ以外のＷ（１，０，０）、Ｗ（０，１，０）、Ｗ（
０，０，０）の３種類の場合は全て「バックアップ復帰」が選択される（図６１参照）。
【０２６０】
　バックアップ復帰処理（Ｓ２４）では、図５９に示すように、まずバックアップ復帰時
コマンド送信処理（Ｍ＿ＭＫＩＮＦＯ）をコールする（Ｓｊ１）。これにより、演出制御
基板８７に対して停電復帰表示コマンド（ＢＡ０３Ｈ）、特別保留個数指定コマンド（Ｂ
０ｘｘＨ）、スペックコマンド（Ｆ６１１Ｈ）、状態指定コマンド（ＦＡｘｘＨ～ＦＤｘ
ｘＨ）が順次送信され、更に図柄変動中でなければ客待ち中コマンド（ＢＡ０４Ｈ）が送
信される。
【０２６１】
　続いて、領域内ＲＡＭにおけるバックアップフラグのアドレスをＨＬレジスタにセット
し（Ｓｊ２）、領域内ＲＡＭにおける入賞口エラー検出タイマ３のアドレスからバックア
ップフラグのアドレスを引いて１を加えることにより得られた値をＢレジスタにセットす
る（Ｓｊ３）と共に、０クリア処理をコールする（Ｓｊ４）。本実施形態では、領域内Ｒ
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ＡＭの先頭が設定値ワーク領域、その次がバックアップフラグワーク領域となっており、
そのバックアップフラグワーク領域の次から入賞口エラー検出タイマ３ワーク領域までの
間が、エラー関連のワーク領域となっている。従って、上記Ｓｊ２～Ｓｊ４により、領域
内ＲＡＭにおけるバックアップフラグワーク領域と、それに続くエラー関連のワーク領域
とが０クリアされる。このように、バックアップ復帰時であっても、エラー関連のワーク
領域だけは０クリアすることで、電断前のエラー情報を持ち越さないようになっている。
【０２６２】
　設定確認分岐判定処理（Ｓ２２）に戻って説明を続ける。図５９のＳｈ２において、Ｓ
ｈ１で得られた値が０であれば（ゼロフラグ＝１）、即ちＷ（１，１，０）であれば、処
理態様として「設定確認」が選択され、ＳＹＳＴＥＭ＿１１００（バックアップ復帰処理
（Ｓ２４））へとジャンプすることなく、次の設定確認処理Ｓ２３へと移行して設定確認
期間が開始する。
【０２６３】
　設定確認処理（Ｓ２３）では、図５９に示すように、まずＥ０２１Ｈ（設定確認中コマ
ンドデータ）をＤＥレジスタに格納し（Ｓｉ１）、コマンド送信処理（Ｓｉ２）によって
そのコマンドデータを送信すると共に、領域内ＲＡＭの設定値ワーク領域から設定値デー
タを取得し、Ｃレジスタに格納する（Ｓｉ３）。なお、演出制御基板８７が設定確認中コ
マンド（Ｅ０２１Ｈ）を受信すると、例えば液晶表示手段２２には「設定確認中」等の表
示が行われるが、電飾手段は全て消灯し、スピーカ４６からはＢＧＭ等の音声は出力され
ず（消音）、可動演出手段は引き続き原点位置に停止した状態が維持される（変化無し）
。
【０２６４】
　続いて、Ｓｉ４～Ｓｉ１５の処理を、Ｓｉ７の条件を満たしてＳＹＳＴＥＭ＿１０６０
（Ｓｉ１６）にジャンプするまで繰り返し実行する。このＳｉ４～Ｓｉ１５のループ処理
では、まず第１電源異常チェック処理（図５８）を実行し（Ｓｉ４）、入力ポート１（Ｐ
＿ＩＮＰＴ１）のデータ（図６０）をＡレジスタに入力する（Ｓｉ５）。そして、Ａレジ
スタの値とマスクデータ“０００００００１Ｂ”との論理積（ＡＮＤ）を求めることによ
り、設定変更操作手段２１３のＯＮ／ＯＦＦ信号に対応する第０ビット以外のビットをマ
スクし、Ａレジスタをそのマスク後のデータに更新する（Ｓｉ６）。これにより、設定変
更操作手段２１３がＯＮ（入力ポートの第０ビットが１）の場合にはＡレジスタの値が“
０００００００１Ｂ”となり、設定変更操作手段２１３がＯＦＦ（入力ポートの第０ビッ
トが０）の場合にはＡレジスタの値が“００００００００Ｂ”となってゼロフラグに１が
セットされる。
【０２６５】
　そして、ゼロフラグが１の場合、即ち設定変更操作手段２１３がＯＦＦの場合には、Ｓ
ｉ４～Ｓｉ１５のループ処理を抜けてＳＹＳＴＥＭ＿１０６０（Ｓｉ１６）にジャンプす
るが、ゼロフラグが０の場合、即ち設定変更操作手段２１３がＯＮの場合には次のＳｉ８
に移行する（Ｓｉ７）。
【０２６６】
　続くＳｉ８では、“００００００１０Ｂ”をＡレジスタに入力し、このＡレジスタの値
を外部出力ポート２（Ｐ＿ＧＡＩＢＵ２）に出力する（Ｓｉ９）。これにより、設定確認
中信号がホールコンピュータに出力される。
【０２６７】
　そして、設定表示データテーブル（図６２（ｃ））の先頭アドレスをＨＬレジスタにセ
ットし（Ｓｉ１０）、Ｃレジスタに格納されている設定値データ（Ｓｉ３参照）をＡレジ
スタに転送し（Ｓｉ１１）、ＨＬレジスタの値（設定表示データテーブルの先頭アドレス
）にＡレジスタの値（設定値データ）を加算して得られたアドレス（図６２（ｃ）の設定
表示データテーブルにおける設定値データ０～５の何れかに対応するアドレス）から表示
パターンデータを読み出してＷレジスタにセットする（Ｓｉ１２）。これにより、Ｗレジ
スタには、例えば設定値データが０であれば「１」を表示するための“０００００１１０
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Ｂ”が、設定値データが５であれば「６」を表示するための“０１１１１１０１Ｂ”がセ
ットされる。
【０２６８】
　次に、７セグ表示部２１４ａに対応するコモンＣ４（図５４）をＯＮにするコモンデー
タ“０００１００００Ｂ”をＡレジスタにセットし（Ｓｉ１３）、Ａレジスタの値をＬＥ
Ｄコモンポート（図５４）に、Ｗレジスタの値をＬＥＤデータポート２（図５４）に夫々
出力する（Ｓｉ１４）。これにより、設定値データ（０～５の何れか）に対応して「１」
～「６」の何れかが設定表示手段２１５、即ち性能情報表示手段２１４の７セグ表示部２
１４ａに表示される。
【０２６９】
　このように、設定確認処理Ｓ２３では設定値ワークから取得した設定値データに基づい
て設定表示用データを作成するため、設定確認期間中に設定表示手段２１５に表示される
値（例えば「１」～「６」の何れか）は、設定変更期間中とは異なり、その時点の確定し
た設定情報である。従って、設定確認期間中に設定表示手段２１５に表示される「１」～
「６」には「．（ドット）」は付加されない。
【０２７０】
　Ｓｉ１４が終了すると、ＳＹＳＴＥＭ＿１０５０にジャンプし、Ｓｉ４以降の処理を再
度実行する。そして、Ｓｉ７でゼロフラグが１、即ち設定変更操作手段２１３がＯＦＦで
あると判定されると、設定確認期間を終了し、このループ処理を抜けてＳＹＳＴＥＭ＿１
０６０にジャンプして、Ｓｉ１６以降の処理を実行する。即ち、ＷＡレジスタの値同士で
排他的論理和（ＸＯＲ）を求め、得られた値でＷＡレジスタの値を更新することによりＷ
Ａレジスタをクリアする（Ｓｉ１６）と共に、そのＷＡレジスタのうちのＡレジスタの値
をＬＥＤコモンポート（図５４）に、Ｗレジスタの値をＬＥＤデータポート２（図５４）
に夫々出力することにより（Ｓｉ１７）、設定表示手段２１５への設定情報の表示を停止
する。
【０２７１】
　また、Ａレジスタの値を外部出力ポート２（Ｐ＿ＧＡＩＢＵ２）に出力することにより
（Ｓｉ１８）、設定確認中信号の出力を停止する。そして、Ｅレジスタの値をインクリメ
ントし（Ｓｉ１９）、コマンド送信処理（Ｓｉ２０）によってそのコマンドデータを送信
する。Ｓｉ１９の実行時点では、ＤＥレジスタにはＥ０２１Ｈがセットされているから（
Ｓｉ１参照）、Ｓｉ１９でＥレジスタをインクリメントした上でコマンド送信処理（Ｓｉ
２０）を実行することにより、演出制御基板８７に対してＥ０２２Ｈ（設定確認終了コマ
ンド）が送信される。なお、演出制御基板８７が設定確認終了コマンド（Ｅ０２２Ｈ）を
受信すると、例えば液晶表示手段２２の「設定確認中」等の表示が終了する。
【０２７２】
　このように本実施形態では、電源投入時に設定変更操作手段２１３がＯＮ、遊技情報ク
リア手段１６２がＯＦＦで且つ扉開放中である場合（Ｗ（１，１，０）には、設定変更操
作手段２１３がＯＦＦに切り替えられるまでの設定確認期間中、設定表示手段２１５にそ
の時点の設定情報（例えば１～６の何れか）が表示される。
【０２７３】
　以上の設定確認処理（Ｓ２３）に続いては、既に説明したバックアップ復帰処理（Ｓ２
４）を実行する。
【０２７４】
　以上のＳ１５～Ｓ２４が終了すると、図５７の処理に移行し、タイマ割込みが例えば４
ｍｓ周期で実行されるようにＣＴＣ（Ｃｏｕｎｔｅｒ　Ｔｉｍｅｒ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）の
設定を行い（Ｓ２５）、発射許可信号をＯＮに設定する（Ｓ２６）と共に、演出制御基板
８７に対して遊技開始コマンド（ＢＡ７７Ｈ）を送信する（Ｓ２７）。
【０２７５】
　そして、全レジスタを退避させ（Ｓ２８）、領域外プログラムである動作確認設定処理
（Ｓ２９）を呼び出して実行した後、全レジスタを復帰させる（Ｓ３０）。動作確認設定
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処理（Ｓ２９）では、図６３に示すように、性能表示手段２１６の動作確認中であるか否
かを示す動作確認フラグをＯＮ（動作確認中）にする（Ｓ１２１）と共に、動作確認時間
を計時するための動作確認タイマに初期値（例えば５秒に対応する値）をセットする（Ｓ
１２２）。なお、これら動作確認フラグ、動作確認タイマは領域外ＲＡＭに記憶される。
性能表示手段２１６の動作確認については後述する。
【０２７６】
　続いてメインループ処理（Ｓ３１～Ｓ３６）を実行する。このメインループ処理では、
割込みを禁止し（Ｓ３１）、各種乱数を更新し（Ｓ３２）、全レジスタをスタック領域に
退避させ（Ｓ３３）、性能表示集計除算処理（Ｓ３４）を実行した後、全レジスタを復帰
させて（Ｓ３５）割込みを許可する（Ｓ３６）という一連の処理を繰り返し実行する。こ
れにより、例えば４ｍｓ周期でタイマ割込み処理（第２処理）が呼び出され、実行される
。
【０２７７】
　ここで、性能表示集計除算処理（Ｓ３４）は、性能表示手段２１６に表示するベース値
（所定情報）を算出するもので、所定時点からアウト個数が所定個数（例えば６００００
個）に達するまでの単位期間中に、その単位期間中における「低確率状態での払い出し個
数」と「低確率状態でのアウト個数」とをカウントし、前者を後者で除算することにより
第１ベース値を算出する。第２ベース値については、前回の単位期間における最終の第１
ベース値をそのまま用いる。
【０２７８】
　続いて、主制御基板８６のタイマ割込み処理（図６４）について説明する。このタイマ
割込み処理（図６４）では、まず第２電源異常チェック処理（Ｓ１３１）を実行する。こ
の第２電源異常チェック処理では、例えば図６５に示すように、まず電源基板９５から送
信されてくる電源異常信号を２回読み込む（Ｓ１５１）。そして、その２回読み込んだ電
源異常信号のレベルが一致するか否かを判定し（Ｓ１５２）、それらのレベルが一致しな
い場合（Ｓ１５２：Ｎｏ）にはＳ１５１に戻り、一致する場合（Ｓ１５２：Ｙｅｓ）には
その電源異常信号がＯＮであるか否か、即ち電源異常信号のレベルが「Ｈ」レベルである
か否かを判定する（Ｓ１５３）。
【０２７９】
　電源異常信号のレベルが「Ｈ」レベル（ＯＮ）でない場合には（Ｓ１５３：Ｎｏ）、バ
ックアップフラグをＯＦＦ（≠５ＡＨ）に設定する（Ｓ１５４）と共に、電源異常確認カ
ウンタの値をクリアし（Ｓ１５５）、第２電源異常チェック処理を終了する。
【０２８０】
　一方、電源異常信号のレベルが「Ｈ」レベル（ＯＮ）である場合には（Ｓ１５３：Ｙｅ
ｓ）、電源異常確認カウンタの値をインクリメント（＋１）する（Ｓ１５６）と共に、イ
ンクリメント後の電源異常確認カウンタの値が例えば２に達しているか否かを判定する（
Ｓ１５７）。そして電源異常確認カウンタの値が２未満であれば（Ｓ１５７：Ｎｏ）、そ
のまま第２電源異常チェック処理を終了する。
【０２８１】
　Ｓ１５７で電源異常確認カウンタの値が２に達している場合には（Ｓ１５７：Ｙｅｓ）
、電源異常と判断し、ＲＡＭに記憶されているデータ（遊技情報）のバックアップ処理（
Ｓ１５８～Ｓ１６１）を行う。即ち、電源異常確認カウンタの値をクリアし（Ｓ１５８）
、発射制御信号をＯＦＦに設定し（Ｓ１５９）、バックアップフラグを５ＡＨに設定する
（Ｓ１６０）。そして、ＲＡＭの作業領域に対して連続して８ビット加算を実行すること
によりチェックサムを演算し、その演算結果（ＳＵＭ番地）をチェックサム値としてＲＡ
ＭのＳＵＭ記憶領域に保存する（Ｓ１６１）。
【０２８２】
　その後、演出制御基板８７等に対して電源断コマンドを送信し（Ｓ１６２）、ＲＡＭの
プロテクトを有効にすると共に禁止領域を無効とする（Ｓ１６３）。これにより、以降の
処理においてＲＡＭへのデータ書込みが禁止される。また、全ての出力ポートの出力デー
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タをクリアし（Ｓ１６４）、ＣＴＣに対する設定処理によってタイマ割込みを禁止した後
（Ｓ１６５）、ＷＤＴをクリアしつつ無限ループ処理を繰り返し、電源電圧が降下してＣ
ＰＵが非動作状態になるのを待つ。
【０２８３】
　以上の第２電源異常チェック処理（図６４のＳ１３１）を終了すると、続いて遊技制御
に用いられる各種タイマを管理するタイマ管理処理（Ｓ１３２）、各入賞手段に設けた遊
技球検出手段や操作手段等の各種センサによる検出情報を管理する入力管理処理（Ｓ１３
３）、設定値に関する異常チェックを行う設定異常チェック処理（Ｓ１３４）、各種エラ
ーの発生を監視するエラー管理処理（Ｓ１３５）、大当たり判定乱数等の各種乱数を更新
する乱数更新処理（Ｓ１３６）、払い出し制御基板９８に払出制御コマンドを送信する等
の賞球管理を行う賞球管理処理（Ｓ１３７）を実行する。
【０２８４】
　また、賞球管理処理（Ｓ１３７）に続いては、普通図柄管理処理（Ｓ１３８）、普通電
動役物管理処理（Ｓ１３９）、特別図柄管理処理（Ｓ１４０）、特別電動役物管理処理（
Ｓ１４１）を実行する。
【０２８５】
　普通図柄管理処理（Ｓ１３８）は、普通図柄表示手段２９による普通図柄の変動を管理
するもので、普通図柄始動手段２４が遊技球を検出することに基づいて、当たり判定乱数
値等の普通乱数情報を取得すると共にその普通乱数情報を予め定められた上限保留個数（
例えば４個）を限度として先入れ先出し式の記憶領域に記憶し、普通図柄表示手段２９が
変動表示可能な状態となり且つ１個以上の普通乱数情報が記憶されていること（普通保留
個数が１以上であること）を条件に、普通乱数情報の待ち行列からその先頭の当たり判定
乱数値を取り出し、その当たり判定乱数値が予め定められた当たり判定値と一致するか否
かに応じて当たり／はずれの判定（当たり判定）を行うと共に、その当たり判定結果に基
づいて普通図柄の変動後の停止図柄及び変動時間を選択し、普通図柄表示手段２９による
普通図柄の変動を行うようになっている。
【０２８６】
　また、普通電動役物管理処理（Ｓ１３９）は、普通利益状態を管理するもので、Ｓ１３
８の当たり判定結果が当たりとなることに基づいて普通図柄表示手段２９の変動後の停止
図柄が当たり態様となった場合に、特別図柄始動手段２５を所定の開閉パターンに従って
開状態に変化させる普通利益状態を発生させるようになっている。
【０２８７】
　特別図柄管理処理（Ｓ１４０）は、特別図柄表示手段３０による特別図柄の変動を管理
するもので、特別図柄始動手段２５が遊技球を検出することに基づいて、大当たり判定乱
数値等の特別乱数情報を取得すると共にその特別乱数情報を予め定められた上限保留個数
（例えば４個）を限度として先入れ先出し式の記憶領域に記憶し、特別図柄表示手段３０
が変動表示可能な状態となり且つ１個以上の特別乱数情報が記憶されていること（特別保
留個数が１以上であること）を条件に、特別乱数情報の待ち行列からその先頭の大当たり
判定乱数値を取り出し、その大当たり判定乱数値が予め定められた大当たり判定値と一致
するか否かに応じて大当たり／はずれの判定（大当たり判定）を行うと共に、その大当り
判定結果に基づいて、特別図柄の変動後の停止図柄及び演出図柄の変動パターンを選択し
、特別図柄表示手段３０による特別図柄の変動を行うようになっている。
【０２８８】
　特別電動役物管理処理（Ｓ１４１）は、大当たり遊技（特別遊技）を管理するもので、
大当たり判定の結果が大当たりとなり（乱数抽選で当選）、特別図柄表示手段３０の変動
後の停止図柄が大当たり態様となった場合に、可変入賞手段２６を所定の開放パターンに
従って開状態に変化させる大当たり遊技を発生させるようになっている。
【０２８９】
　特別電動役物管理処理（Ｓ１４１）に続いては、外部端子処理（Ｓ１４２）、ＬＥＤ管
理処理（Ｓ１４３）を実行する。外部端子処理（Ｓ１４２）では、外部出力端子からホー
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ルコンピュータ等の外部装置に各種情報を出力するための処理を行う。
【０２９０】
　またＬＥＤ管理処理（Ｓ１４３）は、遊技情報表示手段２１１、性能表示手段２１６（
性能情報表示手段２１４）等を構成するＬＥＤの発光管理を行うものである。上述したよ
うに、本実施形態では遊技情報表示手段２１１と性能情報表示手段２１４とについてダイ
ナミック点灯方式により駆動制御を行うようになっている。
【０２９１】
　ＬＥＤ管理処理（Ｓ１４３）では、図６６に示すように、まずＬＥＤコモンポートとＬ
ＥＤデータポートにクリア信号を出力して同ポートをクリアし（Ｓ２４１）、ＬＥＤ出力
カウンタをインクリメントする（Ｓ２４２）。そして、ＬＥＤコモン出力選択テーブル（
図６７（ａ））から、ＬＥＤ出力カウンタの値に対応するコモンデータを選択し（Ｓ２４
３）、そのコモンデータをＬＥＤコモンポートに出力する（Ｓ２４４）。
【０２９２】
　本実施形態のＬＥＤコモン出力選択テーブルでは、図６７（ａ）及び図５４に示すよう
に、コモンＣ０とコモンＣ４とをＯＮにする第１コモンデータと、コモンＣ１とコモンＣ
５とをＯＮにする第２コモンデータと、コモンＣ２とコモンＣ６とをＯＮにする第３コモ
ンデータと、コモンＣ３とコモンＣ７とをＯＮにする第４コモンデータの４種類のコモン
データが設けられており、それら第１～第４コモンデータが、ＬＥＤ出力カウンタの増加
に応じてその順序で循環的に選択されるようになっている。
【０２９３】
　これにより、１割込み毎（例えば４ｍｓ毎）に、遊技情報表示手段２１１の点灯対象は
ＬＥＤグループ２１１ａ→２１１ｂ→２１１ｃ→２１１ｄ→２１１ａ→…のように順次変
化し、同様に性能表示手段２１６（性能情報表示手段２１４）の点灯対象は７セグ表示部
２１４ａ→２１４ｂ→２１４ｃ→２１４ｄ→２１４ａ→…のように順次変化する。
【０２９４】
　続いて、ＬＥＤ出力カウンタについて、最下位を第０ビットとしたときの第５ビットの
値を判定し（Ｓ２４５）、その値に応じて２つのＬＥＤデータ出力情報テーブルＡ，Ｂ（
図６７（ｂ））の何れかを選択する（Ｓ２４６ａ，２４６ｂ）。これにより、割込み３２
回（１２８ｍｓ）毎にＬＥＤデータ出力情報テーブルを切り替えることができる。
【０２９５】
　ここで、ＬＥＤデータ出力情報テーブルＡ，Ｂは、遊技情報表示手段２１１に接続され
るＬＥＤデータポート１に対応しており、図６７に示すように夫々第１～第４コモンデー
タに対応する第１～第４ＬＥＤデータＡ０～Ａ３，Ｂ０～Ｂ３が設けられている。即ち、
第１ＬＥＤデータＡ０，Ｂ０は、コモンＣ０に対応する遊技情報表示手段２１１のＬＥＤ
グループ２１１ａ（特別図柄表示手段３０）のＬＥＤデータであり、第２ＬＥＤデータＡ
１，Ｂ１は、コモンＣ１に対応する遊技情報表示手段２１１のＬＥＤグループ２１１ｂの
ＬＥＤデータであり、第３ＬＥＤデータＡ２，Ｂ２は、コモンＣ２に対応する遊技情報表
示手段２１１のＬＥＤグループ２１１ｃ（普通保留個数表示手段３１、特別保留個数表示
手段３３等）のＬＥＤデータであり、第４ＬＥＤデータＡ３，Ｂ３は、コモンＣ３に対応
する遊技情報表示手段２１１のＬＥＤグループ２１１ｄ（普通図柄表示手段２９等）のＬ
ＥＤデータである。
【０２９６】
　ＬＥＤデータ出力情報テーブルＡ，Ｂの何れかを選択すると（Ｓ２４６ａ，Ｓ２４６ｂ
）、そのＬＥＤデータ出力情報テーブルからＬＥＤ出力カウンタの値に対応するＬＥＤデ
ータを選択し（Ｓ２４７）、そのＬＥＤデータをＬＥＤデータポート１に出力し（Ｓ２４
８）、ＬＥＤ管理処理を終了する。
【０２９７】
　以上の処理により、遊技情報表示手段２１１の４つのＬＥＤグループ２１１ａ～２１１
ｄを４ｍｓ毎に順次切り替えつつ点灯させることができ、しかも同一グループで２種類の
表示態様を１２８ｍｓ毎に切り替えることができる。
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【０２９８】
　図６４のタイマ割込み処理に戻って説明を続ける。以上説明したＬＥＤ管理処理（Ｓ１
４３）が終了すると、全レジスタの内容をスタック領域に退避させた後（Ｓ１４４）、性
能表示更新処理（Ｓ１４５）を実行する。この性能表示更新処理（Ｓ１４５）は、性能表
示集計除算処理（図５７のＳ３４）で算出した第１，第２ベース値等に基づいて性能表示
手段２１６の表示を更新する処理である。
【０２９９】
　性能表示更新処理（Ｓ１４５）では、図６８に示すように、まずスタックポインタを退
避させ（Ｓ２５１）、領域外ＲＡＭチェック処理（Ｓ２５２）を実行する。領域外ＲＡＭ
チェック処理（Ｓ２５２）では、例えば図６９に示すように、領域外ＲＡＭに異常がある
か否かを判定し（Ｓ２６１）、領域外ＲＡＭに異常があると判定することを条件に（Ｓ２
６１：Ｙｅｓ）、Ｓ２６２～Ｓ２６４の処理を実行する。即ち、領域外ＲＡＭを初期化す
る（Ｓ２６２）と共に、動作確認フラグをＯＮ（動作確認中）に設定し（Ｓ２６３）、動
作確認タイマに初期値（例えば５秒に対応する値）をセットする（Ｓ２６４）。これによ
り、領域外ＲＡＭの初期化後には必ず動作確認処理が実行される。
【０３００】
　領域外ＲＡＭチェック処理（図６８のＳ２５２）に続いては、例えば性能表示手段出力
処理（Ｓ２５３）を実行する。この性能表示手段出力処理（Ｓ２５３）では、前回の割込
み時までに識別表示部出力バッファ及び数値表示部出力バッファ（所定記憶領域）にセッ
トされたデータを、ＬＥＤ管理処理（図６６）で選択されたコモン（７セグ表示部）に応
じてＬＥＤデータポート２（図５４）に出力することにより、性能表示手段２１６に所定
の表示を行う。識別表示部出力バッファ、数値表示部出力バッファは、識別表示部、数値
表示部の各表示パターンデータを格納するためのもので、何れも領域外ＲＡＭに設けられ
ている。なお、この性能表示手段出力処理（Ｓ２５３）は、後述する動作確認処理（Ｓ２
５５）及び表示更新処理（Ｓ２５６）の後に実行してもよい。
【０３０１】
　性能表示手段出力処理（Ｓ２５３）に続いては、動作確認フラグがＯＮ（動作確認中）
であるか否かを判定し（Ｓ２５４）、動作確認フラグがＯＮであれば、性能表示手段２１
６の動作確認を行う動作確認処理（Ｓ２５５）を、ＯＮでなければ、性能表示手段２１６
の表示更新を行う表示更新処理（Ｓ２５６）を実行する。
【０３０２】
　動作確認処理（Ｓ２５５）により、性能表示手段２１６を構成する全ての７セグ表示部
２１４ａ～２１４ｄが０．３秒等の所定周期で全点滅する動作確認が所定時間（ここでは
５秒間）行われる。動作確認が終了すると動作確認フラグがＯＦＦに切り替えられる。な
お、動作確認の継続時間を計時する動作確認タイマは電源投入時（図６３のＳ１２２）に
初期値（５秒）がセットされるようになっているため、動作確認中に電断した場合、その
後の電断復帰時には、電断前の状態から動作確認が再開されるのではなく、再び５秒間の
最初から動作確認が行われる。
【０３０３】
　なお、以上の動作確認処理中も、性能表示集計除算処理（図５７のＳ３４）は実行され
、少なくともベース値の算出に必要なカウント処理は行われる。これにより、動作確認中
の入賞やアウトへの入球についても、動作確認後に表示されるベース値に正確に反映させ
ることが可能となる。なお、動作確認中はベース値は表示されないため、動作確認中の性
能表示集計除算処理では少なくともカウント処理を行えばよいが、ベース値の算出まで行
うようにしてもよい。
【０３０４】
　また、表示更新処理（Ｓ２５６）により、全点滅（動作確認）を終了した後の性能表示
手段２１６に第１ベース値と第２ベース値とが例えば５秒毎に切り替え表示される。なお
、性能表示手段２１６を構成する４つの７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄは、例えば上位
２桁の７セグ表示部２１４ｄ，２１４ｃがベース値の種類（第１，第２表示部の別）を示
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す識別表示部、下位２桁の７セグ表示部２１４ｂ，２１４ａがベース値の数値を表示する
数値表示部となっている。数値表示部に第１ベース値を表示する場合には、識別表示部に
は例えば「ｂＬ．」と表示し、数値表示部に第２ベース値を表示する場合には、識別表示
部には例えば「ｂ６．」と表示する。ベース値は例えば小数第一位を四捨五入した上で数
値表示部に表示するが、四捨五入後の値が３桁以上の場合には、数値表示部にオーバーフ
ローを示す「９９．」等を表示する。
【０３０５】
　なお、性能表示手段２１６は複数種類のベース値（ここでは第１，第２ベース値）の表
示切り替えを所定時間（例えば５秒）毎に行うこととするが、例えば扉開放時等の所定期
間のみ性能表示手段２１６を作動させてもよいし、ボタン操作等に基づいて第１，第２ベ
ース値を切り替えるようにしてもよい。
【０３０６】
　動作確認処理（Ｓ２５５）又は表示更新処理（Ｓ２５６）の実行後は、スタックポイン
タを復帰させ（Ｓ２５７）、性能表示更新処理を終了する。
【０３０７】
　以上の性能表示更新処理（図６４のＳ１４５）が終了すると、退避していたレジスタの
内容を復帰させ（Ｓ１４６）、ＷＤＴをクリアして（Ｓ１４７）、タイマ割込み処理を終
了する。
【０３０８】
　以上、本発明の各実施形態について詳述したが、本発明は各実施形態に限定されるもの
ではなく、その趣旨が逸脱しない範囲で種々の変更が可能である。遊技機としてパチンコ
機を例示しているが、パチンコ機１、アレンジボール機等の弾球遊技機は勿論のこと、ス
ロットマシン等を含む各種の遊技機においても同様に実施可能である。
【０３０９】
　ラッチ手段８０～８２，１６８，１６９により着脱可能に取り付ける対象として、演出
制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６、主制御基板ケース６７、裏カバー８５等
を例示したが、電源基板ケース６９、払い出し制御基板ケース７０等でもよいし、それら
以外のものでもよい。またラッチ手段８０～８２，１６８，１６９による取り付け対象は
開閉自在に構成された開閉部材、着脱自在に構成された着脱部材の何れでもよい。従って
、演出制御基板ケース６５、裏カバー８５等に限定されるものではない。
【０３１０】
　ラッチ手段８０～８２，１６８，１６９は、係合体１２３と、係合体１２３に押し引き
操作可能に設けられた操作体１２４とを備えたものであれば、実施形態に例示する構造以
外のものでもよい。また操作体１２４は押し込み位置Ａのときに周辺部材と略同高さであ
り、引き出し位置Ｂのときに周辺部材よりも突出状態であってもよいし、逆に押し込み位
置Ａのときに周辺部材よりも凹んだ状態であり、引き出し位置Ｂのときに周辺部材と略同
高さであってもよい。
【０３１１】
　ラッチ手段８０～８２，１６８，１６９の周辺には、操作体１２４とその周辺部材との
間に操作空間があればよい。従って、操作体１２４の周辺に操作空間があれば、その操作
体１２４の全周に周辺部材があってもよいし、操作体１２４の全周辺の内、その一部に周
辺部材があり、それ以外の部分が開放状であってもよい。なお、操作体１２４の全周辺に
操作空間をおいて周辺部材を設けるよりは、操作体１２４の周辺の一部に周辺部材を配置
する方が、取り付け対象の端部側にラッチ手段８０～８２，１６８，１６９を配置できる
利点がある。周辺部材は、ラッチ手段８０～８２の操作体１２４よりも高くてもよい。
【０３１２】
　演出系調整手段として効果音演出用のスピーカ４６の音量を調整する音量調整スイッチ
１２８を例示しているが、演出系の調整手段であれば何であっても同様に実施可能である
。例えば、前扉４、センターケース２３等の前面側にＬＥＤ等の発光演出手段を設ける場
合には、その発光演出手段の光量を調整する光量調整スイッチでもよい。また音量と光量
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とを複合的に調整するものでもよい。
【０３１３】
　遊技情報クリア手段としてはＲＡＭ、その遊技情報をクリアするＲＡＭクリアスイッチ
等が代表的であるが、その他のものでもよい。またＲＡＭ、ＲＡＭクリアスイッチは払い
出し制御基板９８の他、主制御基板８６に設けてもよい。
【０３１４】
　演出系調整手段を構成する音量調整スイッチ１２８の操作部１２８ａは、回動操作式、
押圧操作式、直線摺動操作式の何れでもよい。裏カバー８５の放熱孔１８５を介して音量
調整スイッチ１２８の操作部１２８ａを操作可能にする場合、その放熱孔１８５は裏カバ
ー８５の他の周辺部分の放熱孔１８５と同じ形状にしてもよいし、放熱孔１８５の内、そ
の操作部１２８ａに対応する部分に他の部分よりも大きな開口部を設けてもよい。また操
作部１２８ａに対応する放熱孔１８５自体を、周辺の他の放熱孔１８５よりも大きくして
もよい。
【０３１５】
　また演出制御基板８７を収容する演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケース６６に
放熱孔（ケース放熱孔）１０２，１０３を、演出制御基板ケース６５、液晶制御基板ケー
ス６６を覆う裏カバー８５に放熱孔（カバー放熱孔）１８５を夫々備え、その放熱孔１８
５には、放熱孔１０２，１０３と重なる第１カバー放熱孔１８５ａと、放熱孔１０２，１
０３と重ならない第２カバー放熱孔１８５ｂとがある場合、第２カバー放熱孔１８５ｂの
開口幅ｙ２を、第１カバー放熱孔１８５ａの開口幅ｙ１よりも大きくすることが望ましい
。
【０３１６】
　例えば、第１カバー放熱孔１８５ａ、第２カバー放熱孔１８５ｂが共に丸孔の場合には
、第２カバー放熱孔１８５ｂの直径（開口幅）を、第１カバー放熱孔１８５ａの直径（開
口幅）よりも大きくすることが望ましい。
【０３１７】
　また第１カバー放熱孔１８５ａ、第２カバー放熱孔１８５ｂが左右方向に長い長孔状の
場合には、第２カバー放熱孔１８５ｂの上下方向の開口幅を、第１カバー放熱孔１８５ａ
の上下方向の開口幅よりも大きくすることが望ましい。
【０３１８】
　第１カバー放熱孔１８５ａ、第２カバー放熱孔１８５ｂが上下方向又は左右方向の長孔
の場合、その長孔の長短によって、開口幅の大きい第２カバー放熱孔１８５ｂの開口面積
が、開口幅の小さい第１カバー放熱孔１８５ａよりも大きくなってもよい。
【０３１９】
　なお、裏カバー８５の放熱孔１８５は、多数の丸孔と、多数の長孔とを組み合わせて配
置してもよい。また裏カバー８５に長孔の放熱孔１８５を設けるに当たっては、その長孔
を左右方向及び／又は上下方向に設ける他、斜め方向に配置してもよい。放熱孔１８５を
斜め方向に配置する場合には、裏カバー８５の略中央部を中心に対角線方向に複数の放熱
孔１８５を配置してもよい。
【０３２０】
　複数の放熱孔１８５を第１所定間隔で配置し、複数のケース放熱孔１０２，１０３を第
１所定間隔とは異なる第２所定間隔で配置する場合、一方を他方の整数倍としてもよいし
、整数倍以外としてもよい。なお、カバー放熱孔１８５、ケース放熱孔１０２，１０３の
配列方向が略同じ場合に、第１所定間隔と第２所定間隔とが異なり、第１所定間隔と第２
所定間隔との比と、配列方向のカバー放熱孔１８５の幅とケース放熱孔１０２，１０３の
幅の比とが異なることが望ましい。
【０３２１】
　なお、各基板ケース６５～６７，６９，７０の放熱孔１０２～１０６、裏カバー８５の
放熱孔１８５の形状は、丸孔、長孔に限定されるものではなく、配置箇所の条件等に応じ
て丸孔、長孔以外の形状のものを任意に採用することができる。
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【０３２２】
　また演出制御基板ケース６５と裏カバー８５との場合には、そのケース放熱孔１０２と
カバー放熱孔１８５との関係は、演出制御基板ケース６５側のケース放熱孔領域ｗ２と、
裏カバー８５側のカバー放熱孔領域ｗ１との少なくとも一部が重なることが条件である。
従って、主制御基板ケース６７と裏カバー８５との場合には、ケース放熱孔領域ｗ２とカ
バー放熱孔領域ｗ１との間に重なり関係がないので該当しない。
【０３２３】
　電源基板９５のＡＣコネクタ１４０は、前後方向に挿脱するものが一般的であるが、前
後方向以外の左右方向、上下方向に挿脱するようにしてもよいし、斜め方向に挿脱するよ
うにしてもよい。
【０３２４】
　複数の開封履歴表記部１３６，１６０を設ける場合、その各開封履歴表記部１３６，１
６０は上下方向に並べて配置するのが一般的であるが、左右方向に並べて配置してもよい
。開封履歴表記部１３６，１６０は履歴シール１３２，１５９に印刷して基板ケースに貼
付してもよいし、基板ケースに直接印刷してもよい。
【０３２５】
　複数の開封履歴表記部１３６，１６０を所定の隙間を置いて配置する場合、電子部品１
３７の少なくとも一部がその開封履歴表記部１３６，１６０間の隙間に対応しておればよ
いが、電子部品１３７の中でも特にその端子側を開封履歴表記部１３６，１６０間の隙間
に対応するように配置することが望ましい。
【０３２６】
　また開封履歴表記部１３６，１６０間の隙間から電子部品１３７が視認可能な場合、単
一の電子部品１３７の端子だけでなく、複数の電子部品１３７の端子を視認対象としても
よい。また複数の電子電品が視認可能な場合、それらは同一種類の電子電品でもよいし、
異なる種類の電子電品でもよい。更に複数の電子電品は、直列接続、並列接続の何れの接
続関係でもよい。
【０３２７】
　また主制御基板８６上の電子電品は、ＣＰＵ等の主制御ディバイス自体、又は主制御デ
ィバイスに接続されたものでもよい。払い出し制御基板９８上の電子電品は、ＣＰＵ等の
払い出し制御ディバイス自体、又は払い出し制御ディバイスに接続されたものでもよい。
電子部品１３７が主制御ディバイス、払い出し制御ディバイス等の制御素子の場合には、
その制御素子自体の製品番号等の製品情報の少なくとも一部が隙間部分から見えるように
することが望ましい。
【０３２８】
　電源コード１４４、アース線１４５を束ねる場合、電源コード１４４の二股部分で電源
コード１４４とアース線１４５とを結び合わせてもよい。要は電源コード１４４の二股部
分が裂けないようになっておれば十分である。
【０３２９】
　なお、開封履歴表記部１３６，１６０は、開封者名等を記入し、その後の判読を容易に
する上からは、不透明であることが望ましいが、開封者名の記入等が可能であれば、多少
の透過性を有する半透明、履歴シール１３２の周辺部分の透過度に比べて透過度の低い半
透明でもよい。
【０３３０】
　また電子部品１３７の少なくとも一部が開封履歴表記部１３６，１６０間の隙間部分に
対応するように配置するに当たっては、電子部品１３７の背面側に、その電子部品１３７
自体の製品番号等の製品情報を表記した表記部がある場合には、不正行為を防止する観点
からは、その表記部の製品情報の少なくとも一部が隙間部分から見えるようにしてもよい
。
【０３３１】
　第１０の実施形態で示したように、設定を変更するための設定変更機能を主制御基板８
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６に搭載する場合、設定変更操作手段２１３、遊技情報クリア手段１６２、設定表示手段
２１５（例えば性能情報表示手段２１４の少なくとも一部）等が、設定変更機能に関連す
る設定変更機能部の一例である。
【０３３２】
　それら設定変更機能部のうち、設定変更操作手段２１３、遊技情報クリア手段１６２に
ついては、遊技機後側からアクセスする必要があるため、主制御基板ケース６７の外側（
後側）に露出させておく必要があるが、設定表示手段２１５（性能情報表示手段２１４）
については外側から表示内容を視認できればよいため、主制御基板ケース６７内に収容し
ておくことが望ましい。これにより、少なくとも設定表示手段２１５（性能情報表示手段
２１４）へのアクセスが困難となるため、例えば遊技者に有利な設定値に不正に変更しつ
つ、設定表示手段２１５には遊技者に不利な設定値を表示させておくようなゴト行為を防
止できる。
【０３３３】
　設定変更機能は、大当たり確率を変更するものであるため、ゴト行為の痕跡を容易に発
見できるようにしておくことが重要である。そこで、各設定変更機能部に接続される電子
部品（例えば、主制御ＣＰＵ→電子部品１→電子部品２→設定変更機能部の順に接続され
ている場合には、電子部品１と電子部品２の少なくとも一方）については、主制御基板ケ
ース６７の管理番号表記部や開封履歴表記部等と前後に重ならない位置に配置することが
望ましい。これにより、遊技機後方から主制御基板ケース６７を視認した際（主制御基板
ケース６７の背面部分を通して主制御基板８６を視認した際）に、各設定変更機能部に接
続される電子部品を容易に確認できる。またその場合、それら電子部品についても、既に
説明した電子部品の配置に関する各種構成を採用することが可能である。
【０３３４】
　また、管理番号表記部や開封履歴表記部に限らず、例えば設定可能な設定値の段階数（
設定１～６等）や設定毎の大当たり確率を表記したシールを主制御基板ケース６７に貼付
する場合にも同様の構成とすることが望ましい。このように、ケース上にどのような表記
を行うかは特に限定されないが、表記部と電子部品との配置関係については、前述のよう
な関係とすることが望ましい。
【０３３５】
　また、各設定変更機能部に接続される電子部品に限らず、例えばベース値を表示する性
能表示手段２１６に接続されている電子部品（物理的に接続されているものに限らず、例
えば主制御ＣＰＵ→電子部品１→電子部品２→性能表示手段２１６の順に接続されている
場合には、電子部品１と電子部品２の両方を含む）についても、同様の構成としておくこ
とが望ましい。これにより、電子部品に対する何らかの不正により累計遊技におけるベー
ス値を書き換えたりリセットするようなゴト行為が行われたとしても、その痕跡の発見が
容易となる。
【０３３６】
　主制御基板ケース６７に設けた各設定変更機能部の後側に位置するように裏カバー８５
を配置してもよい。これにより、裏カバー８５を開放しない限り各設定変更機能部にアク
セスできないため、ゴト行為の抑制という面では有利である。また、裏カバー８５が主制
御基板ケース６７の後側に位置する構成を採用しつつ、各設定変更機能部と裏カバー８５
とが前後に重ならないように、裏カバー８５の一部に開口部、切欠部等を設けてもよい。
これにより、主制御基板ケース６７の一部は裏カバー８５と前後関係にあるので、裏カバ
ー８５を開放しない限り主制御基板ケース６７を容易には取り外せないようにすることが
でき、ゴト行為を抑制することができると共に、ホール関係者が設定変更を行うために各
設定変更機能部にアクセスする際には裏カバー８５を開放する必要がなく、設定変更を容
易に行うことができる。ホール関係者が設定変更を行う際のアクセスのし易さだけを考慮
するならば、裏カバー８５が主制御基板ケース６７の後側には位置しないような構成とし
てもよい。
【０３３７】
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　また、各設定変更機能部のうち、一部の機能部については裏カバー８５と前後に重なら
ない位置に配置し、その他の機能部については裏カバー８５と前後に重なる位置に配置し
てもよい。例えば、各設定変更機能部のうち、設定表示手段２１５については裏カバー８
５と前後に重なる位置に配置し、その他の設定変更操作手段２１３、遊技情報クリア手段
１６２等については裏カバー８５と前後に重ならない位置に配置してもよい。これにより
、設定表示手段２１５についてはアクセスし難いため、設定情報の表示を変更するゴト行
為を抑制できると共に、設定変更操作手段２１３、遊技情報クリア手段１６２等について
は裏カバー８５を開放することなくアクセスできるため、設定変更を容易に行うことがで
きる。
【０３３８】
　また、例えば設定キーを用いてＯＮ／ＯＦＦを行う設定変更操作手段２１３の場合、そ
の鍵穴部を裏カバー８５と前後に重なる位置に配置してもよい。またこの場合、鍵穴部に
設定キーを挿した状態では裏カバー８５を閉鎖することができない構成としてもよい。例
えば、裏カバー８５を閉鎖した状態での鍵穴部とその後側の裏カバー８５との間の隙間を
、鍵穴部に挿した状態での設定キーの突出高さよりも小さくしておくことが考えられる。
これにより、設定変更や設定確認を行った後の設定キーの抜き忘れを防止することが可能
である。逆に、設定キーを挿した状態でも、裏カバー８５を閉鎖することができる構成と
してもよい。これにより、設定変更や設定確認を行った後、設定キーを挿しっぱなしの状
態で裏カバー８５を閉鎖したとしても、設定キーとの当接により裏カバー８５や設定キー
が損傷することを防止できる。
【０３３９】
　また、設定変更操作手段２１３の鍵穴部を裏カバー８５と前後に重ならない位置に配置
することにより、設定キーを挿した状態でも裏カバー８５を閉鎖することができる構成と
してもよい。この場合、裏カバー８５を閉鎖した状態で、鍵穴部に挿した設定キーの頭部
が裏カバー８５よりも後側に突出するように構成してもよい。これにより、設定変更や設
定確認を行った後、設定キーを挿しっぱなしの状態で裏カバー８５を閉鎖した場合に、裏
カバー８５から設定キーが突出するため、設定キーの抜き忘れに気付きやすいという利点
がある。
【０３４０】
　各設定変更機能部のうち、裏カバー８５と前後に重なる位置に配置するものと、裏カバ
ー８５と前後に重ならない位置に配置するものの組み合わせは任意である。なお、設定表
示手段２１５を裏カバー８５と前後に重なる位置に配置する場合には、裏カバー８５にお
ける少なくとも設定表示手段２１５の後側に対応する部分については、裏カバー８５を閉
鎖した状態でも設定値を視認できるよう、光透過性とすることが望ましい。また、裏カバ
ー８５に設けられた放熱孔を、設定表示手段２１５と前後に重なる位置に配置してもよい
。これにより、設定値を確認する際の視認性が高くなる。また、各設定変更機能部のうち
、裏カバー８５の放熱孔と前後に重なる位置に配置するものと、裏カバー８５の放熱孔と
前後に重ならない位置に配置するものの組み合わせは任意である（全て重なる位置でもよ
いし、全て重ならない位置でもよい）。
【０３４１】
　設定変更中コマンド（ＢＡ５ＡＨ）、設定変更完了コマンド（ＢＡ０９Ｈ）、設定確認
中コマンド（Ｅ０２１Ｈ）、設定確認終了コマンド（Ｅ０２２Ｈ）等の設定変更機能に関
するコマンド（以下、設定情報コマンドという）を主制御基板８６からサブ基板へ送信す
るためのハーネス（以下、特定ハーネスという）については、裏カバー８５と前後に重な
る位置に配線することが望ましい。裏カバー８５に複数の放熱孔がある場合には、特定ハ
ーネスについては、放熱孔を避けた位置に配線することが望ましい。また、ここでいう「
ハーネス」は、両端のコネクタ同士を繋ぐ複数本の信号線により構成されるが、上述のよ
うに裏カバー８５と前後に重なる位置に配線したり、裏カバー８５の放熱孔を避けて配線
したりするのは、複数本の信号線のうち少なくとも設定情報コマンドが送信される信号線
を含んでいればよい。これにより、遊技機後側から特定ハーネスへアクセスすることが困
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難となり、例えば特定ハーネスや特定ハーネスの信号線を挿脱して不正な電子部品を仕込
むことにより、本来の設定情報コマンドとは異なる情報を不正にサブ基板へ送信するよう
なゴト行為を抑制できる。
【０３４２】
　また特定ハーネスを、裏カバー８５と前後に重ならない位置に配線したり、裏カバー８
５の放熱孔と前後に重なる位置に配線してもよい。これにより、遊技機後側からの特定ハ
ーネスへのアクセスが容易になるとともに、特定ハーネスの遊技機後側からの視認性が高
くなり、目視による確認を容易に行うことができる。また、特定ハーネスについては、複
数の信号線の周りをビニール性等の特定部材などで覆うことで、アクセスを困難にしても
よい。またその場合であっても、前述した配置を採用することでより強固に不正行為を防
止することができる。
【０３４３】
　設定変更中や設定確認中であることを、サブ基板側で制御する電飾手段（枠・盤ランプ
）、スピーカ４６、液晶表示手段２２等により報知するようにしてもよい。また、設定変
更中や設定確認中であることを、主制御基板８６側で制御する盤ランプや設定表示手段２
１５により報知するようにしてもよい。ここで、サブ基板側で制御する電飾手段（枠・盤
ランプ）とは、例えば遊技機の枠側に搭載されている可動体、操作手段、その他装飾部に
設けられているＬＥＤや、遊技機の遊技盤側に搭載されている可動体、始動口、アタッカ
ー、センターケースなどの各種遊技部品に設けられているＬＥＤのことである。一方、主
制御基板８６側で制御する盤ランプとは、遊技機正面から視認可能となるように遊技盤１
６に設けられた遊技情報表示手段２１１（図５３）等である。
【０３４４】
　遊技情報表示手段２１１は、例えば図５３に示すように複数（ここでは３２個）のＬＥ
Ｄ２１２を備えた基板を有し、それら複数のＬＥＤ２１２が、複数種類の発光表示手段に
１個又は複数個ずつ割り当てられている。そして、この遊技情報表示手段２１１は、主制
御基板８６側で決定する図柄抽選に関する様々な事項について、サブ制御基板を介さずに
、主制御基板８６から直接信号を受けて、その内容を複数種類の発光表示手段により報知
するようになっている。第１０の実施形態では、遊技情報表示手段２１１により構成され
る複数種類の発光表示手段として、普通図柄表示手段２９、特別図柄表示手段３０、普通
保留個数表示手段３１、特別保留個数表示手段３３を例示したが、これに限られるもので
はなく、通常遊技状態よりも大当たりとなる確率が高い高確率状態か否かを報知する高確
率表示手段、通常遊技状態よりも特別図柄始動手段２５ｂの開放時間が長くなる開放延長
状態及び／又は特別図柄や普通図柄の変動時間が短縮される時短状態を報知する開放延長
／時短表示手段、センターケース２３の右側を遊技球が通過するように遊技球を発射した
方が遊技者に有利な状態となった場合に、その旨を示す右打ち情報を報知可能な右打ち表
示手段、大当たり遊技のラウンド数情報を報知するラウンド数表示手段の少なくとも１つ
を含むように構成してもよい。また、２つの第１，第２特別図柄を変動表示可能な構成と
する場合には、第１特別図柄表示手段、第２特別図柄表示手段、第１特別保留個数表示手
段、第２特別保留個数表示手段等を含むように構成してもよい。
【０３４５】
　そして、設定変更中及び／又は設定確認中に、遊技情報表示手段２１１を構成するＬＥ
Ｄ２１２を所定の発光態様で発光させることにより、設定変更中及び／又は設定確認中で
あることを報知するように構成してもよい。この場合の遊技情報表示手段２１１の発光態
様は、そのＬＥＤ２１２の全てを点灯、点滅等させるものでもよいし、上述した複数種類
の発光表示手段のうちの一部を点灯、点滅等させるものでもよい。またこのとき、設定変
更中と設定確認中とで発光態様を異ならせることで設定変更中であるか設定確認中である
かを識別可能としてもよいし、逆に設定変更中と設定確認中とで発光態様を同じにするこ
とで設定変更中と設定確認中との何れであるかについては識別できないようにしてもよい
。
【０３４６】
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　また第１０の実施形態の場合、設定変更中や設定確認中は遊技が出来ない状態（具体的
には、発射操作が不可能であったり、始動入賞口への入賞が無効であったり、図柄変動に
係る処理を実行しない状態などであり、要するに主制御のプログラムとしてこれらの処理
を行うためのタイマ割込み処理を未だ開始していない状態）であって、遊技情報表示手段
２１１の各発光表示手段についても本来の発光表示を行うことができない。従って、設定
変更中及び／又は設定確認中に、その旨を報知するべく遊技情報表示手段２１１をどのよ
うな発光態様で発光させても、それが図柄変動に関する報知であるとホール関係者が誤認
してしまう可能性は低いが、設定変更中及び／又は設定確認中に遊技情報表示手段２１１
を以下のように発光させることでより効果的な報知が可能である。
【０３４７】
　即ち、遊技情報表示手段２１１の発光表示手段の全部を点灯／消灯／点滅等させること
により設定変更中や設定確認中であることを報知する場合には、多くのＬＥＤにより視覚
的に発光態様を確認し易くすることができる。また、特定単数の発光表示手段のみで報知
する場合には、その発光表示手段の発光部が故障していた場合などは報知不可能となるが
、全部の発光表示手段を使用して報知する場合にはその心配はない。
【０３４８】
　また、遊技情報表示手段２１１の複数種類の発光表示手段のうち、いずれか１つの発光
表示手段を点灯／消灯／点滅等させることにより設定変更中や設定確認中であることを報
知する場合には、全部の発光表示手段を使用して報知する場合に比べて発光制御のための
プログラム容量を少なくすることができる。またその場合、発光表示手段が単数の発光部
（ＬＥＤ）により構成されている場合には、複数の発光部により構成されている場合に比
べて視認性は低下するが、主制御から点灯／消灯／点滅を示す制御信号を送信するプログ
ラム容量を更に少なくすることができる。
【０３４９】
　また、遊技情報表示手段２１１の複数種類の発光表示手段のうち、少なくとも２以上を
組み合わせて点灯／消灯／点滅等させることにより、設定変更中や設定確認中であること
を報知する場合には、現在の状況が遊技中ではなく設定変更中或いは設定確認中であると
認識させ易くすることができる。例えば、第２特別図柄が第１特別図柄に優先して変動表
示されるパチンコ機の場合には、遊技中であれば第１特別図柄と第２特別図柄とが同時に
変動することはないため、設定変更中や設定確認中にそれら第１特別図柄と第２特別図柄
とに対応する発光表示手段を同時に点灯等させることで、設定変更中或いは設定確認中で
あると認識させ易くすることができる。もちろんその他の２以上の発光表示手段により、
遊技中には起こり得ない発光態様で設定変更中や設定確認中であることを報知するように
してもよい。
【０３５０】
　また、遊技情報表示手段２１１の少なくとも１つの発光表示手段を、遊技中ではあり得
ない発光態様で点灯／消灯／点滅等させることにより、設定変更中や設定確認中であるこ
とを報知してもよい。例えば、大当たり遊技のラウンド数情報を報知するラウンド数表示
手段が、遊技中は点滅状態で表示することがない場合に、このラウンド数表示手段を点滅
させることにより設定変更中や設定確認中であることを報知してもよい。
【０３５１】
　ここで、遊技情報表示手段２１１の発光表示手段の発光態様として、点灯／消灯／点滅
等と説明したが、この場合の点灯、点滅とは、視覚的にそのように認識されるものをいう
ものとする。即ち、第１０の実施形態のようにダイナミック点灯方式により遊技情報表示
手段２１１を制御する場合、点灯状態であっても実際には高速の点滅状態であるが、これ
は点灯状態とする。点滅状態とは、視覚的に点灯状態（高速の点滅）と消灯状態（消灯）
とを所定間隔で繰り返す場合をいう。
【０３５２】
　また、遊技中に遊技情報表示手段２１１の発光表示手段を制御する場合にはダイナミッ
ク点灯方式とし、設定変更中や設定確認中に遊技情報表示手段２１１の発光表示手段を制
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御する場合にはスタティック点灯方式としてもよい。例えば、遊技中は４ｍｓのタイマ割
込み処理の発生を許可しているため、４ｍｓ毎に繰り返し行われる処理を利用して、毎割
込み毎に遊技情報表示手段２１１の発光表示手段のいずれの発光部に点灯に関するデータ
を送信するかを決定するコモンデータを切り替えることができ、これにより割込み毎に所
定間隔で点灯／消灯を繰り返して行うダイナミック点灯制御を行うことが容易である一方
、設定変更中や設定確認中は遊技が可能な状態となる前であり、この期間では未だ４ｍｓ
のタイマ割込み処理の発生を許可していないため、同様の処理を実行しようとした場合に
はそれを実現するために必要なプログラム容量が大きくなってしまう。その点、設定変更
中や設定確認中は遊技情報表示手段２１１の制御をスタティック点灯方式とすれば、遊技
情報表示手段２１１の発光表示手段のうち、何れかの発光部に対して点灯に関するデータ
を送信するだけでいいので、ダイナミック点灯制御の場合よりも圧倒的にプログラム容量
を少なくすることが可能である。このように、遊技中と設定変更中及び／又は設定確認中
とで、遊技情報表示手段２１１の点灯制御方式を異ならせてもよい。
【０３５３】
　また、遊技情報表示手段２１１に、設定変更中及び／又は設定確認中であることを報知
するための発光表示手段を、遊技中に使用する発光表示手段とは別に設けてもよい。この
場合、設定変更中であることを報知する発光表示手段と、設定確認中であることを報知す
る発光表示手段とを別に設けてもよい。１種類の発光表示手段（１又は複数個の発光部）
で設定変更中と設定確認中とを報知する場合、設定変更中と設定確認中とで発光態様を異
ならせることで設定変更中であるか設定確認中であるかを識別可能としてもよいし、逆に
設定変更中と設定確認中とで発光態様を同じにすることで設定変更中と設定確認中との何
れであるかについては識別できないようにしてもよい。
【０３５４】
　また、遊技情報表示手段２１１に、遊技中に使用する発光表示手段とは別に、設定変更
中であることを報知する発光表示手段と設定確認中であることを報知する発光表示手段と
を設ける場合、両者を隣接するように配置することが望ましいが、他の発光表示手段を挟
むように配置してもよい。
【０３５５】
　第１０の実施形態では、設定表示手段２１５に表示する設定情報に「．（ドット）」を
付加するか否かにより、設定変更中と設定確認中との何れであるかを識別可能としたが、
例えば性能情報表示手段２１４を構成する７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄのうち、設定
表示手段２１５として利用していない７セグ表示部２１４ｂ～２１４ｄを利用して、これ
らを所定の発光態様とする（点灯／消灯／点滅等）ことで設定変更中や設定確認中である
こと報知するようにしてもよい。
【０３５６】
　また、性能表示手段２１６は、遊技中はベース値を表示する為に常時作動しているため
、基本的に遊技中は消灯状態を所定時間継続するという制御を行うことがない。そのため
、設定変更中や設定確認中などの遊技中ではない状態では、あえて消灯状態を継続するこ
とで、現在の状態が遊技中ではないと認識させることができ、それにより設定変更中や設
定確認中であることを報知することが可能である。このように、性能表示手段２１６の本
来の表示態様を考慮し、点灯状態ではなく敢えて消灯状態とすることで、設定変更中や設
定確認中であることを報知するようにしてもよい。また、ベース値を表示するための性能
表示手段２１６を構成する７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄの１つを設定表示手段２１５
として兼用する場合を例示したが、これに限らず、設定表示手段２１５と性能表示手段２
１６とを別々に設ける場合であっても、同様の思想により設定変更中や設定確認中である
ことを報知することが可能である。
【０３５７】
　更に、設定表示手段２１５により設定変更中及び／又は設定確認中であることを報知す
る場合には、設定変更中と設定確認中とで異なる報知態様とするようにしてもよい。この
場合のそれぞれの報知態様としては、前述の発光態様をどのように組み合わせてもよく、
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少なくとも報知態様が異なっていればよい。また、設定表示手段２１５により設定変更中
及び／又は設定確認中であることを報知する際の思想として記載した事項は、前述の遊技
情報表示手段２１１を発光制御する場合にも適用することができる。
【０３５８】
　続いて、設定変更中や設定確認中であることを主制御側で制御する遊技情報表示手段２
１１（盤ランプ）や設定表示手段２１５により報知することによるメリットを以下に記載
する。仮にサブ側で制御するランプ／スピーカ／液晶表示手段のみによって設定変更中や
設定確認中であること報知する場合には、ゴト行為により、主制御基板とサブ制御基板と
を接続する信号線を切断されてしまうと、設定変更中や設定確認中であることを報知する
ことができなくなってしまい、例えばホール関係者に知られることのないまま、容易に設
定変更や設定確認を行うことが可能になってしまう。一方、サブ側で制御するランプ／ス
ピーカ／液晶表示手段に加えて（或いは代えて）、主制御側で制御する遊技情報表示手段
２１１（盤ランプ）や設定表示手段２１５により設定変更中や設定確認中であることを報
知するようにすれば、仮に主制御基板とサブ制御基板とを接続する信号線を切断された場
合であっても遊技情報表示手段２１１や設定表示手段２１５による報知は行われるため、
ホール関係者がゴト行為に気付くことが可能となる。
【０３５９】
　また、遊技機前側から視認可能な遊技情報表示手段２１１と、遊技機後側から視認可能
な設定表示手段２１５とを用いて、設定変更中や設定確認中であることを報知するように
構成すれば、遊技機の前側と後側の両方から設定変更中や設定確認中の状態を確認可能で
ある。
【０３６０】
　また、設定変更中や設定確認中であることを、サブ側（演出制御基板８７）で制御する
ランプ／スピーカ／液晶表示手段（演出手段）では報知せず、主制御側で制御する遊技情
報表示手段２１１や設定表示手段２１５により報知するように構成してもよいが、サブ側
で制御するランプ／スピーカ／液晶表示手段と、主制御側で制御する遊技情報表示手段２
１１や設定表示手段２１５との両方で報知するように構成することにより例えば識別性が
より向上する。
【０３６１】
　また、設定変更中及び／又は設定確認中であることを報知するための盤ランプとして遊
技情報表示手段２１１を例示したが、主制御基板側で制御するものであればどのような発
光手段でもよく、例えば盤側と枠側との何れに設けられているものでもよい。
【０３６２】
　また、性能表示手段２１６を構成する複数の７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄの一部を
設定表示手段２１５として使用する場合、設定表示手段２１５として使用するときはスタ
ティック点灯制御（第１表示制御）とし、遊技開始後に性能表示手段２１６として使用す
るときはダイナミック点灯制御（第２表示制御）とすることも可能であることは上述した
とおりである。しかしながら、性能表示手段２１６を構成する７セグ表示部２１４ａ～２
１４ｄがダイナミック点灯制御のみを想定したスペックの場合、スタティック点灯制御を
行うことで問題が生じる可能性がある。
【０３６３】
　例えば、性能表示手段２１６用の７セグの絶対最大定格として、順方向電流の最大値が
１５ｍＡ／seg（スタティック）、ピーク順方向電流の最大値が６０ｍＡ／seg（duty1/5 
pulse width 1ms）（ダイナミック）に規定されている場合に、ベース値を表示するだけ
であればダイナミック点灯制御のみを考慮すればよいので、ピーク順方向電流の最大値が
６０ｍＡ／seg（duty1/5 pulse width 1ms）を超えない範囲の電流値を設定すればよいが
、設定表示手段２１５として使用する際にスタティック点灯制御を行う場合には、ピーク
順方向電流の最大値が６０ｍＡ／seg（duty1/5 pulse width 1ms）及び順方向電流の最大
値である１５ｍＡ／segを超えない電流値に設定しなくてはいけない。ここで、仮に１５
ｍＡ／segを超えない電流値とした場合には、ダイナミック点灯制御を行う際の１回の点
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灯時の輝度が低下してしまい、ベース値を表示する際の点灯表示がチラついてしまう恐れ
がある。
【０３６４】
　そこで、例えばピーク順方向電流の最大値が６０ｍＡ／seg（duty1/5 pulse width 1ms
）を超えず、順方向電流の最大値である１５ｍＡ／segを超える範囲の電流値に設定する
ことで、ダイナミック点灯制御時の点灯表示にチラつきが発生しにくいように構成するこ
とが可能である。この場合、順方向電流の最大値である１５ｍＡ／segを超える範囲の電
流値に設定されているので、設定変更中や設定確認中にスタティック点灯制御を行う際に
、単純に点灯データのみの送信を繰り返すように点灯制御を行うと、当然ながら順方向電
流の最大値を超えてしまうことになるが、点灯データと消灯データとを所定間隔で交互に
送信する（点灯データを所定時間連続的に送った後、消灯データを所定時間連続的に送る
ことを繰り返す）ことで、順方向電流の最大値である１５ｍＡ／segを超える範囲の電流
値に設定されているにも拘わらず、最大値を超えないように点灯制御を行うことが可能に
なる。このように、スタティック点灯制御を用いた疑似的なダイナミック点灯制御を実現
するようにしてもよい。即ち、ベース値を表示する際のダイナミック点灯制御時には、点
灯させる７セグを指定するためのコモンデータを切り替えることにより、点灯／消灯を繰
り返すように点灯制御させる一方、設定値を表示する際に、同様にコモンデータの切り替
えを行うとその分制御プログラムが増大してしまうため、コモンデータは切り替えずに、
点灯データと消灯データとを所定間隔で交互に送信するような制御を行う。この場合、所
定間隔毎に送信するデータを切り替えるだけでいいので、コモンデータを切り替えるより
もはるかに少ないプログラムで点灯制御を実現させることが可能である。以上のように、
制御方法を工夫することで、７セグの絶対最大定格を超えないようにスタティック点灯制
御とダイナミック点灯制御の両方を実現することが可能である。
【０３６５】
　また、このような点灯制御を行うのではなく、順方向電流の最大値が６０ｍＡ／seg（
スタティック）、ピーク順方向電流の最大値が６０ｍＡ／seg（duty1/5 pulse width 1ms
）（ダイナミック）として規定されるような高品質の７セグを使用することも考えられる
。この場合には、絶対最大定格の値が前述の７セグよりも優れている分、当然部品単価は
高くなる。仮に複数のベース値表示用の７セグ（具体的には４個の７セグ表示部２１４ａ
～２１４ｄ）の全てについて高品質の７セグを使用した場合にはコストがかかってしまう
。そこで、複数のベース値表示用の７セグ（７セグ表示部２１４ａ～２１４ｄ）のうち、
設定値を表示する７セグ（７セグ表示部２１４ａ）については、絶対最大定格の値が優れ
た７セグを使用し、それ以外のベース値表示用の７セグ（７セグ表示部２１４ｂ～２１４
ｄ）については絶対最大定格の値が低い７セグを使用するようにしてもよい。これにより
、必要最低限のコストに抑えることができるとともに、設定変更中や設定確認中に、スタ
ティック点灯制御を用いた疑似的なダイナミック点灯制御を行う必要がないので、プログ
ラム容量を削減することができる。
【０３６６】
　また、設定値を表示する７セグについては、絶対最大定格の値が優れた７セグを使用す
ることとしたが、ピーク順方向電流の最大値及び順方向電流の最大値が同値又はそれ以上
／それ以下の近似値である７セグを使用するようにすればよい。また、それ以外のベース
値表示用７セグの絶対最大定格として規定されたもののうち、少なくとも順方向電流の最
大値と比較して、設定値表示用７セグの順方向電流の最大値の方が大に設定されているも
のを使用するようにしてもよい。さらに加えて、設定値表示兼用以外のベース値表示用７
セグの絶対最大定格として規定されたもののうち、少なくともピーク順方向電流の最大値
と比較して、設定値表示用７セグのピーク順方向電流の最大値が同値又はそれ以上／それ
以下の近似値に設定されているものを使用するとよい。このように、設定値表示用７セグ
の方が、ベース値表示用７セグよりも順方向電流の絶対最大定格が優れていることに加え
て、ピーク順方向電流の絶対最大定格については、同値又はそれ以上／それ以下の近似値
に設定されているものを使用することで、設定変更中や設定確認中のスタティック点灯制
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御と、遊技中のベース値表示におけるダイナミック点灯制御とを共通の７セグを使って行
わなければいけない場合であっても、容易に実現することが可能となる。もちろん、複数
のベース値表示用７セグ（設定表示用７セグを含む）の全てに高スペックの７セグを使用
してもよい。
【０３６７】
　ＲＡＭ異常と判定された場合には、遊技停止状態（電源投入待ち状態）となるが、その
際に外部端子を介してセキュリティ信号を出力するように構成してもよい。また、その際
に出力されるセキュリティ信号の種類については、設定変更時や設定確認時に出力するセ
キュリティ信号と同種のものであってもよいし、異なるものであってもよい。またその際
、設定表示手段２１５にてエラー表示を行うようにしてもよい。その場合のエラー表示に
ついては、点灯データを送信して所定の点灯態様とするようにしてもよいし、点灯データ
と消灯データとを所定間隔で交互に送信することで、所定の点滅態様としてもよい。また
、性能表示手段２１６の一部を設定表示手段２１５としても使用する場合、設定表示手段
２１５にてエラー表示を行うと共に、性能表示手段２１６におけるそれ以外の表示部は消
灯状態としてもよいし、設定表示手段２１５だけでなく性能表示手段２１６全体でエラー
表示を行うように構成してもよい。
【０３６８】
　また、設定表示手段２１５に設定情報を表示する際には、設定表示データテーブルから
現在の設定値に対応した点灯パターンを取得して表示する構成としたが、エラー表示用の
点灯データについては、設定表示データテーブルを使用することなく点灯データを出力す
るように構成してもよい。これは、ＲＡＭ異常時には、設定値ワークの値が異常値となっ
ているため、設定値ワークの値に基づいて設定表示データテーブルから任意の値を取得す
ることが難しいからである。そのため、ＲＡＭ異常時には、テーブル選択方式ではなく、
値を直接指定して出力するように構成することが望ましい。また、これによりテーブルか
らデータを選択するためのプログラムが必要ないので、プログラム容量を削減することが
可能となる。
【０３６９】
　また、ＲＡＭクリア処理が実行された際にセキュリティ信号を出力する構成とし、設定
変更中に出力するセキュリティ信号とＲＡＭクリア処理が実行された場合に出力するセキ
ュリティ信号とを共通の信号としてもよい。実施形態では、設定変更中はセキュリティ信
号を出力し、設定変更処理が終了した場合にはセキュリティ信号の出力を停止するように
構成したが、設定変更処理が終了してもセキュリティ信号の出力を維持し、ＲＡＭクリア
処理の終了後にセキュリティ信号の出力を停止するように構成してもよい。またこの場合
、セキュリティ信号の出力を停止するタイミングは、ＲＡＭクリア処理の終了後に限らず
、ＲＡＭクリア報知の終了後や、ＲＡＭクリア報知中の所定タイミングであってもよい。
また、セキュリティ信号は所定時間出力されればよいので、設定変更処理の終了後、ＲＡ
Ｍクリア処理を行う際に、少なくとも所定時間（例：５０ｍｓ）の間はセキュリティ信号
の出力を更に維持した後に出力を停止するようにしてもよい。これにより、設定変更処理
＋ＲＡＭクリア処理を実行する際に、少なくとも所定時間（５０ｍｓ）のセキュリティ信
号の出力を担保することが可能となる。
【０３７０】
　また、設定変更処理が終了した場合にはセキュリティ信号の出力を一旦停止し、その後
にＲＡＭクリア処理を実行した場合に、再度セキュリティ信号を所定時間（例：５０ｍｓ
）出力するように構成してもよい。
【０３７１】
　また、ＲＡＭクリア時には設定値の情報をクリアしない構成としたが、それ以外の一部
の情報、例えば停止図柄の情報、エラー情報、変動パターンの切替情報などについてもク
リアしないように構成してもよい。ここで、ＲＡＭクリア時に停止図柄の情報をクリアし
ないことにより、設定変更処理＋ＲＡＭクリア処理が実行されたのか、バックアップ復帰
したのかが停止図柄からは推測できない仕様となるので、例えば朝一番のホールにて、停
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止図柄を確認することで設定変更がなされたか否かを判別し難くすることができる。また
、ＲＡＭクリア時に一部又は全部のエラー情報をクリアしないことで、電断前に発生した
所定のエラー情報について、電断後も引き続きエラー報知等を行うことが可能となる。
【０３７２】
　また、ＲＡＭクリア時に変動パターンの切替情報（例：高確率中に５０回変動したら変
動パターン選択テーブルＡから変動パターン選択テーブルＢへ切り替える）をクリアしな
いことで、設定変更処理＋ＲＡＭクリア処理の後に、所定回数の図柄変動（５０回転）を
実行した場合に、変動パターン選択テーブルＡから変動パターン選択テーブルＢへ切り替
わるので、例えば朝一番のホールにて、所定回数の図柄変動遊技を実行することにより設
定変更が行われたか否かを判別することが可能となる。このように、あえて設定変更が行
われたか否かを判別し易くすることで、遊技の興趣を高めるように構成してもよい。以上
のように、ＲＡＭ領域に設定された種々のワークについては、ＲＡＭクリア処理によりク
リアするワークとＲＡＭクリア処理にてクリアしないワークとを、例えば遊技性やセキュ
リティ面を考慮して、必要に応じて使い分けるように構成してもよい。以上の記載はあく
までも一例であり、例として記載していないその他のワークについても、遊技性の向上等
を考慮してクリアしないように構成してもよい。
【符号の説明】
【０３７３】
１　パチンコ機
２　外枠
３　前枠
１３　遊技盤装着部
１６　遊技盤
２０　遊技領域
２２　液晶表示手段（画像表示手段）
５１　裏取り付け台
６５　演出制御基板ケース（着脱部材）
６６　液晶制御基板ケース（着脱部材）
６７　主制御基板ケース（着脱部材）
６８　基板取り付け台
６９　電源基板ケース
７０　払い出し制御基板ケース
７１～７９　係合手段
８０～８２，１６８，１６９　ラッチ手段
８３，８４　締め付け手段
８５　裏カバー（開閉部材）
８６　主制御基板
８７　演出制御基板
８８　液晶制御基板
９０ａ，９２ａ，９４ａ，９７ａ，１００ａ　膨らみ部（周辺部材）
９５　電源基板
９８　払い出し制御基板
１０２～１０６　放熱孔（ケース放熱孔）
１０５ａ　第１放熱孔
１０５ｂ　第２放熱孔
１２１，１２２　取り付け部
１２１ａ，１７４ａ　取り付け孔
１２３，１７１，１７７　係合体
１２４，１７２，１７８　操作体
１２８　音量調整スイッチ（演出系調整手段）
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１３０　封止手段
１３２　履歴シール
１３５　管理番号表記部
１３６　開封履歴表記部
１３６ａ　開封者表記部
１３６ｂ　年月日表記部
１４０　ＡＣコネクタ
１４１　電源スイッチ
１４４　電源コード
１４４ａ，１４４ｂ　被覆部
１４６，１４７　配線路部材
１５２，１９２　注意喚起表示部
１５６　操作空間
１６２　遊技情報クリア手段
１８５　放熱孔
１８５ａ　第１カバー放熱孔
１８５ｂ　第２カバー放熱孔
１８９　制御チップ
１９５　ＲＡＭクリア・エラー解除スイッチ（所定操作手段）
２１１　遊技情報表示手段
２１２　ＬＥＤ
２１３　設定変更操作手段
２１４　性能情報表示手段
２１４ａ～２１４ｄ　７セグ表示部
２１５　設定表示手段
２１６　性能表示手段
Ａ　押し込み位置
Ｂ　引き出し位置
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